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　ローディア大陸中央部に位置するフィンメルハウゼン王国。国王ルドニア三世が崩ほう御ぎよしてから続く一連の混乱劇は収束し、一応の平へい穏おんを取り戻していた。

　それはグーゼルホーフ帝国との国境沿いから、戦乱の気配が遠のいたことが大きい。国境の町レンデンは、戦いを避けて避難していた人たちも帰還し、かつての生活が戻っていた。

　ただしそれは王国の地方の話であり、首都ではいささか趣おもむきが異なる。

　首都リューブルグ、特に白はく磁じ宮きゆう殿でんは数か月で主あるじが幾いく度ども代わり、そのたびに生命の火が消え、血が流れていった。そこに慈じ悲ひはなく、快楽もまたない。ただ宮殿の白壁が汚れぬよう、静かにおこなわれている。

　宮殿には多くの使用人がおり、これらの争いごとは口外しないよう口止めされていた。だが噂うわさ話ばなしは麺パ麭ンと共に人々が求めるもの。娯楽として最適である。密ひそやかに、あるいは公然と、王室内部の出来事は知れ渡っていった。

　とはいえそれは、しょせん「今までおこなわれてきたこと」にすぎない。今後どうなるか、王国と王室がどの方向に転がっていくのかは、誰だれにも分からない。このようなときにこそ、宮殿を土台から揺るがす騒動は発生するものだ。

　王国暦七五二年。緑りよく雨う月づき十日（六月十日）。それは一通の伝書からはじまった。




　白磁宮殿が存在する一帯は、王とその一族によって管理されるいわば私有地である。庭を含む広大な緑地帯と果樹園、牧場まで存在する。遙はるか以前は侵入してきた蛮ばん族ぞくをこの地で迎え撃ったこともあった。宮殿に城としての機能はないが、少し離れた場所に兵舎が存在していた。そこにはヴィントレーア麾き下かの兵が駐ちゆう屯とんしている。

　その白磁宮殿の奥にある書庫。

「アルメイン様」

　朝早くから多くの書類に目を通していたアルメインは、自分を呼ぶ声に顔を上げた。

　眼前にいるのはメイドのカリーンであった。彼女はまだ暗いうちから働いている。主人であるアルメインよりも早く起床して全ての準備を整えるのが仕事なのだ。

　不思議なことに、アルメインがどれだけ早く起床しようとカリーンは必ず起きている。いつ寝ているのかすら定かではない。一度試しに徹夜を続けたがカリーンは眠らないまま平然としており、彼が先にひっくり返った。以来睡眠でメイドに挑戦するのは止やめようと心に誓ちかっている。

　彼女はいつもの、「万人に安心感を与えるが、なにものにも本心を明かそうとしない微笑」をたたえていた。

　彼は書類の束を閉じた。

「なんだ？」

「伝書使クーリエが到着しました。これを」

　メイドが蠟ろう封ふうされた手紙を差し出す。受け取ったアルメインとメイドの指が軽く触れる。

　どちらも気にしていない。その仕草を見て密かに眉まゆを顰ひそめたのは、少し離れた場所にいたナリアであった。

　アルメインの妹ナリアは、ローディア騎士を全身で表現したような女性だ。格式張ったところがあり、忠節と礼儀を重んじる。兄に対して忠誠を誓っており、今も護衛を兼ねて書庫の扉脇わきに直立していた。

　彼女が眉を顰めたのは、カリーンがアルメインのことを様付けで呼んだからである。アルメインは代王であり中ちゆう務む卿きようである。だから本来は陛へい下かと敬称をつけるのが正しい。閣かつ下かでも間違いではないが、より位の高い方に合わせるのが通例である。

　王室の礼れい典てんはそのあたりに厳しい。十三王朝の末まつ裔えいであり正統な後継を自認している国なので、昔からの作法がどこにでも残っているのだ。本来なら「ヴィーリシス大王を開祖にして十三からの王朝を統すべる王国の主、フィンメルハウゼン王の代理にして中務卿であられるアルメイン陛下」と口こう上じようを述べても不思議ではない。しかもこれは短い方で、へたをするとフィンメルハウゼンのあとに失った領土名が長々と続く。

　だがこのメイドは彼のことを、ごく自然に「アルメイン様」と呼ぶ。アルメインも特に咎とがめることなく、受け入れていた。

　他にも、ナリアの胸の内では指と指との接触について色々あったようだが、他人に計り知ることはできない。

　アルメインも、そんな妹の感情など露知らず、蠟封を解いて手紙を開いていた。

　鳶とび色いろの瞳ひとみが左から右へと動く。

「……バリストン王国から使者が来訪するのか？　なんの用だ？」

「ヒルトルート代王が亡なくなられたお悔くやみでしょう」

　カリーンが返事をする。アルメインは怪け訝げんな表情を作った。

「葬そう礼れいでベールランドの大使が挨あい拶さつしていたはずだぞ。確かファブレーだったか」

「改めて、とのことだと思われます」

　メイドの説明は筋が通っているものだったが、彼は疑念が晴れなかった。

　バリストン王国は、ベールランド連合王国の一部である。ベールランドはフィンメルハウゼン王国の南西に位置し、王国に有形無形様々な影響を及ぼしていた。

　ベールランドは十八人の王からなる連合国家だ。元々十三王朝時代の小国を祖とし、そこの王族の一人が放浪の末に建国したと言われている。建国の条例を定めたときの丘の名がベールランドだったので、そのまま国の名とした。そこからはじまる長い物語をベールランドは「苦難と共に立ち上がった成せい功こう譚たん」として喧けん伝でんしており、他国は「どこの馬の骨とも知らない人間のでっち上げ」と受け止めている。

　十八人も王がいるのは、初代国王が子供を十八人も作ったからだ。初代は特に後先考えずそれぞれの子供に土地を与え、ベールランドは異様なまでに細分化された王国となった。連合王国内の王たちはあるときは内部で土地を争い、またあるときは領土を外に求めた。

　ベールランドにとって幸いだったのは、しばらく有能な王が続いたことである。連合王国表の顔として、王の中の一人が一代限りの王として選ばれる。その人物が無能なら連合王国を構成する王たちによって引きずり下ろされ、有能なら讃たたえられた。この制度は長い間うまく働き、国家を栄えさせることになった。現在のベールランドはグーゼルホーフ帝国と並ぶ大国として名を轟とどろかせていた。

　現在の国王は、ホルディア王国の王が兼けん任にんしているはずである。なのでバリストン王国から使者が来るのは、おかしなことでもあった。

　アルメインはカリーンに訊きいた。

「俺おれの記憶だと、今のベールランド外交はホルディア主導のはずだよな」

「わたくしの記憶でもそうです」

「なのにバリストンから使者か」

「ホルディアに任せたくない事情があると推察するのが妥だ当とうかと」

「なにが目的だと思う？」

「順番からいけば、バリストンは次のベールランド王を輩はい出しゆつします。それを少し早めたくなったのかもしれません」

　ベールランド国王は、死亡するか自発的な退位によってその地位を明け渡す。だがそれ以外に、諸外国の力を借りた人間によって無理矢理奪われたこともあった。

　過去に、ベールランド国王の座が簒さん奪だつされた例は多い。だがそれも、近年はおこなわれていない。バリストン王国は力で国王の座を奪いたくなったのであろうか。

「そりゃ分かりやすいが、フィンメルハウゼンに来る必要があるのか」

「力を借りたいのでしょう」

「国は向こうの方がでかい」

「こちらには双そう聖せい教きようの首座があります」

　リューブルグ市内にあるテーアドーラ大聖堂は、双聖教のもっとも重要な建物だ。聖主が住まうだけではない。ローディア大陸で覇はを唱えた王は、全てここで戴たい冠かんしているのである。

　この地で戴冠できなくても、双聖教の支持を受ければ大きな利点となる。バリストン王が一足飛びにベールランド王となることも可能だった。

　となると、挨拶をしたがる理由も分かる。双聖教の本拠であるテーアドーラ大聖堂の財政は、多くをフィンメルハウゼン王国が握っているのだ。王国の二代国王ニルラーグ一世が、双聖教内のごたごたに乗じて、信者の喜き捨しやからなる財政基盤を、王国に移してしまったのである。もちろん双聖教は自由に使えるが、金の流れは王国財ざい務む卿きようによって監視されていた。

　フィンメルハウゼンが双聖教の首根っこを握っているようなものである。現聖主のコットローは、それを取り戻そうと躍やつ起きになっているとの噂であった。

　アルメインは納得した。

「じゃあ使者はヴィントレーア姉さん、あとコットローに会うつもりかな」

「おそらくテルヒム宰さい相しようにも面会するでしょう」

　カリーンが付け加えた。アルメインは訊く。

「あの老人、そういえばなにしてんだ」

「大人おとなしくはしておりますが、胸の内でどんなことを企たくらんでいるのかまでは分かりません。現在はコットロー聖下の元に足あし繁しげく通っているとの報告が」

「欲深はこれだから困る。そろそろ引退していい年と齢しなんじゃないのか」

　アルメインは呆あきれていた。

「年を取ればとるほど、俗ぞく世せへの執着は強くなると聞きます」

「因いん果がなもんだ。少しは遠慮して欲しいね」

「目と耳を潰つぶしますか？」

　カリーンの台詞せりふに、ナリアが少し驚く。

　もちろん、実際に宰相の目と耳を潰すわけではない。情報の収集手段を絶たちますかと訊いていた。足に重りはつけられないが、宰相周辺の人間に罪を着せ逮たい捕ほし、宰相自身にも謹きん慎しんしてもらうなど、手段はいくらでもある。

　アルメインは承しよう諾だくしない。

「そんなことをしたら、いらない騒動を引き起こす」

「いつかは排除の必要があるかと」

「今じゃない」

　まだ目立ちたくないと、彼は付け加えた。

　フィンメルハウゼン王国では、アルメインとヴィントレーアの二人が代王となっている。知名度は圧倒的にヴィントレーアが上だ。軍ぐん務む卿きようとして軍の指揮権も掌しよう握あくしているため、権力もある。諸外国からの使者や陳ちん情じようも、彼女に集中していた。

　また、双聖教の頂点であるコットロー聖主もいた。俗世へ関与する力は劣るが、ローディア大陸でもっとも広まっている宗教を束ねるものとして、無視できない影響力がある。アルメインは代王ではあるが、まだまだ実力は劣る。少なくとも周りにはそう思われていた。

　彼はそれをよしとしている。基盤が固まっていないうちに派手に動くつもりはない。下へ手たなことをして転んでしまっては起き上がれなくなる。そんなことになっては、あのときの誓いが全て無む駄だになってしまうのだ。王となり、平和を目指す誓いが。

　彼は黙もつ考こうした。視線を二、三度、さまよわせる。

「……カリーン、国境に人を張りつかせて、バリストンの使者が現れたらすぐ報告させてくれ。できれば一行の構成人数も知りたい」

「かしこまりました」

「ベールランド王国内にも、情報網を作る必要があるなあ」

「時間はかかるでしょうが、おこないます」

「俺のメイドは頼りになるね」

　彼はにこりとした。

　カリーンは安やす請うけ合あいをしない。このメイドが約束するのなら、それは実現できるのだ。なのでアルメインの褒ほめ言葉も本心である。

　主人と使用人の、ほほえましいやりとりである。だが中には好ましく思っていない人物もいる。もっともその人物は、そのような本心をそうそう表に出したりはしない。

　ナリアは扉脇から離れ、アルメインに近づいた。

「兄上。またなにか謀はかりごとをされるのですか」

「人聞きの悪い。否定はしないけど」

「評判が悪くなります」

「俺のことなんか気にするやつはいないよ」

　代王が並立しているとはいえ、この国の頂点にいるのはヴィントレーアである。民の視線も、他国からの視線も、多くが彼女に注がれるだろう。

「バリストンの使者もヴィントレーア姉さんにまず会うんじゃないのか」

「兄上も同じ代王です。お会いになるべきかと」

「まあね。会いに行ってみるか」

　どこかで会う必要は出てくる。こっちから出向く方がいいかもしれないとは思った。使者に敬意を表しているように受け取られるから、虚きよ栄えい心しんもくすぐられるはずだ。

　彼の言葉に、ナリアは少し眉を顰める。

「兄上は代王です。使者を待たせるくらいのことをしてもいいのでは」

「きらびやかな舞台はヴィントレーア姉さんが立てばいいさ」

「あの方も宮殿よりは戦場を好みます」

　ヴィントレーアは生まれてからずっと将としての働きを期待され、その道を歩んできた。どうかすると白磁宮殿よりも戦場で寝起きしている時間が長い。

　今でこそ兵の先頭には立っていないが、いざとなれば一軍を率いて向かうのだ。ガルクトの事件のときもそうだった。

「そうなると、ジネル姉さんに退場してもらったのはちょっと早かったな。あの人は目立つのが好きだった」

「またそのようなことを。ジネル姉様だけではなく、ガルクトもいなくなったのです。兄きよう妹だいの数がどんどん減っているのですから」

「あいつも馬ば鹿かげた野望を抱かなきゃ、長生きできただろうに」

　兄弟のガルクトは、国をグーゼルホーフ帝国に売り渡そうとしたあげく、露見して捕らわれた。どういう手段でか逃げ出したが、結局メイドの手によって殺された。遺い骸がいは密かに葬ほうむられ、人々の記憶からも消えつつある。

「嫌な男でしたが、王家の一員でした」

　ナリアが言う。彼女もガルクトのことは嫌っていた。だからいなくなってすっきりしたはずだが、やはり肉親が次々にいなくなるのは、楽しいことではないのだろう。

　アルメインはその言葉には答えない。彼は間接的あるいは直接的に、兄妹の退場劇に関わっている。

　話が終わるのを待っていたように、カリーンが声をかける。

「部下を少しベールランド連合王国へ回したいと思います。資金が必要になります」

「好きなだけ持っていってくれ」

「それと、他にもお話がありますが……どこか別のところで」

　アルメインはカリーンを見て、ついでナリアを見る。今ここにいるのは三人だけだ。にも拘かかわらず別の場所でというのは、二人きりということだろう。ナリアにすら聞かせたくない話なのだ。

　彼は頷うなずいた。

「いいよ」

　カリーンは無言で頭を下げると退出した。

　メイドがいなくなる。書庫は二人だけとなった。

　ナリアが、扉が閉まるのを待ってから言う。

「兄上、どうしてあのメイドを重用するのです？」

　アルメインは「前に説明しなかったか」と言おうとして、口をつぐんだ。

　護衛役をしている妹の表情に、明確な不機嫌さが見て取れたのだ。笑顔や怒りはそれなりに見せる妹だが、機嫌が悪いことは滅めつ多たにない。己に厳しいので、「そのようなことは騎士に相応ふさわしくありません」とでも思っているのだろう。実際彼は、彼女が不機嫌そうに他の者に当たり散らすなどの行為を、聞いたことがなかった。

　今、どうしてこんな表情を見せているのか、アルメインにはよく分からない。

「私を抜きで内緒の話なのですか」

「まあ、そういうことなんだろうなあ」

「何な故ぜです。同席してはいけないのですか」

「カリーンがそう言うんだから」

「私は妹です」

　騎士というより、肉親の不満を感じさせる。他の兄妹はお菓子を買ってもらえたのに、自分にはなんで、というあれだ。

「私はいつだって兄上と一緒に……つまり、一緒ではないとお守りできません」

「八年前にも同じようなことを聞いたぞ」

「忠誠心に揺るぎはありません」

　それはそうかもしれないが、と彼は考えた。

　この妹の忠誠を疑ったことはない。兄妹で忠誠もなにもないだろうとも思うが、当人がそうだと言うのだから仕方がない。実際、護衛の仕事は充分すぎるくらいやっている。

　ただ、メイドのカリーンと、末の妹メーニカへの態度だけは違った。ときおり不愉快そうな雰ふん囲い気きをまとうのだ。特に今回のように、秘密のやりとりなどがあった場合は。

「機嫌が悪いのか？」

「悪くありません。何故そのようなことを」

　さきほどまでの気配をわずかに残しつつ、機械的にナリアは訊き返していた。

「……いや、なんとなく」

「私は、兄上と二人きりになって欲しくないのです」

「なんで」

「護衛のためです」

「本当に？」

「噓うそをつく理由がどこに」

　実は、ナリアの声はかすかに震ふるえていたのだが、アルメインは気がつかなかった。

「まあ……ないよな」

「いくらカリーンが忠実なメイドとはいえ、兄上の肉親ではありません。用心に越したことはないのです。それに」

　珍めずらしいことに、彼女は唇くちびるを舌したで濡ぬらした。

「カリーンは兄上に近づきすぎます。二人きりになった場合は、どんなことになるか……」

「どんなことってなんだ？」

「……色々です」

　もしもアルメインが人の心を見通せるのなら、ナリアの中に悋りん気きを見つけただろう。理性を越えたところにある感情。どんな力で押さえつけようと湧わき上あがってくる心。肉親というより、女としての嫉しつ妬と。

　だがアルメインは様々な事情により、女心を知ることが不可能だった。肩をすくめる。

「二人きりでも平気だよ」

「兄上がそうであっても……」

「俺は、女はちょっと」

　語尾を濁にごす。ヒルトルートのせいで一種の女性恐怖症に見舞われていることを、彼はこの妹に伝えていない。

　ですが、とナリア。

「先ほどカリーンの指が……兄上に触れました」

「…………」

「わずかではありましたが……」

　ローディアの騎士にあるまじき、幼さを感じさせる台詞だった。ナリアもそのことはすぐに分かったようで、沈ちん黙もくしてうつむく。

　アルメインは咎めなかった。それどころか、驚いて自分の指を見た。

　彼は女性との接触を好まないどころか、はっきりと苦手にしている。成人女性の場合は特に。カリーンも例外ではない。そう思っていた。

　だが、確かに伝書を受け取ったときに指同士が触れていた。なのに彼は嫌けん悪おを感じることもなく、そのままにしていたのだ。あのメイドは、女としての色香を充分に感じさせる容よう姿しだというのに。

　指と指を擦すり合あわせる。カリーンの感触は思い出せない。

　ナリアはうつむいたまま喋しやべり続つづける。

「あ、兄上は、女性との接触を好まないと思っていたのですが……どうしてカリーンには、その……」

「…………」

「私は妹です。なのに兄上の手に触れたことすらありません。メーニカなどは兄上と一緒の寝台に……」

「…………」

「わ……私のことも少しは……兄上？」

　彼はナリアの台詞を聞いていない。耳には届いていても頭には入っておらず、ただ自分の指のみを見つめている。

「……なんでだろうな」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやく。それからナリアが何度声をかけようと、彼は沈黙を続けるのみだった。




　ナリアのアルメインに対する感情は肉親として許されないものであったが、同時に純情でもあった。それ故ゆえになんとか押し殺そうと努力している。できる限り悟さとられないようにしなければならない。下手をすると、このことが兄の瑕か疵しとなることもありうるのだ。

　双聖教は男女の関係についてやかましいまでに口を出す。肉親で結ばれるな、昼間に交わるな等々。文字も満足に読めない人が多い時代においては、宗教の教義は法の代わりにもなりうる。

　実は、墨ぼく守しゆする人間ばかりかといえばそうでもない。人は欲望を前にすると教義に布をかけて見えなくする。見えなければないものと同じなので、遠慮なく欲望に身を任せられるという寸法だ。

　とはいえ地位が高くなると教義は無視できなくなっていく。他者は自分のことを棚に上げ、こちらを攻撃材料とするのだ。隙すきを見せたら刺されてしまう。

　そんな世界で平然と教義を無視できるのは、よほど己に自信のある人間である。ヴィントレーア代王はまさにそういう人物であった。




　ヴィントレーアは自室の寝台から身体からだを起こした。

　アルメインがすでに書庫に籠こもっているのに比べ目覚めるのが遅い。もっともこれはアルメインの起床が早すぎるのであり、窓から入る日ざしはまだまだ柔やわらかい。

　起きるのにあわせ、ヴィントレーアの上半身から上うわ掛がけが落ちる。豊かな胸が露あらわになるが平然としていた。

　隣を見る。そこには同じくらいの年の女性が、静かに寝息を立てていた。

　ヴィントレーアは女性の髪をまさぐる。金髪が指の間からこぼれ落ちた。

　彼女は微笑ほほえむ。この感触が好きだった。昨晩は髪をいじりながら真っ白な肌に舌を這はわせた。嬌きよう声せいを上げながら悶もだえる姿を眺め、それも楽しんだ。

　隣で寝ているイーレクリスは配下の将であり女だ。日頃は忠実な部下であり戦場ではもっとも頼りになる女性。寝台でもやはりヴィントレーアに忠節を尽くす。舐なめろと言えば何刻でも舐め、じっとしてろと言えば何刻でもそのままでいる。お預けにされた犬よりも悲しげに、目に涙を溜ためる姿もまた面おも白しろい。

　ヴィントレーアは髪を何度かまさぐると、耳元に囁ささやきかける。

「まだ寝ているか？」

　すっとイーレクリスのまぶたが開いた。

「あ……申し訳ありません」

　イーレクリスは身体を起こした。ヴィントレーアの帷い幕ばくにおいて、怠たい惰だは全て罪となる。かなりの功績を挙げたのに、一度寝過ごしただけで追放された将軍もいるのだ。

　睡眠不足は言い訳にならない。なのでイーレクリスは寝台から下りて直立の姿勢を取ろうとした。

　ヴィントレーアは手で制する。

「そのままでいい。昨晩は私が少しやり過ぎた」

　イーレクリスは再び寝台に横になると、今度は恥ずかしげに身を丸めた。

　この二人がかような関係となったのは、歌劇のような紆う余よ曲きよく折せつがあったのではなく、単にイーレクリスの番だからにすぎない。ヴィントレーアは目をつけた武人を引き上げ、子飼いとして育てる。多くは女性であり、前線で戦うと共に寝台も暖めることになった。

　こと性に関してヴィントレーアは貪どん婪らんであり、片っ端から手をつけていった。部下たちも臥ふし所どを共にすることを名誉と捉とらえ、「ご褒ほう美び」のために勇ゆう猛もうさを発揮したり、目の覚める作戦を立案したりする。現在は覚えのめでたいイーレクリスの番というわけだ。

　ただし、ここ最近の相手はイーレクリスばかりが担っている。特定の女性に溺おぼれることのないヴィントレーアにしては珍しいことだ。別の部下から嫉妬混じりに「どうしてイーレクリスばかりが夜を共にするのですか」と訊かれたとき、彼女はこう答えた。

「髪がいい」

　部下はからかわれたと思ったようだが、本心でもあった。

　ヴィントレーアが特定の女性に執着するのが珍しいのは確かで、それは代王になったことが関係している。軍務卿としてのみならず、王の一人として行動しなければならないことは、彼女に大きな緊張としてのしかかっている。それが一人の女性をとことんまで楽しみ尽くしたいとの行動となって現れていた。

　イーレクリスは上掛けを頭まで被かぶっていた。ヴィントレーアは手を上掛けの下に入れ、部下の髪と顔を撫なでていた。

「……いい触さわり心地ごこちだ」

「私もヴィントレーア様に撫でられるのは至高の喜びです」

「ヒルトルート姉も、よくこうやって髪を撫でていた」

　亡くなったヒルトルートが、弟や妹を横に座らせて撫でているところを、彼女は何度も目撃している。ヴィントレーア自身も撫でられたことがあった。その時はなんとも思わず、親愛を示しているのだろうと考えていた。

　今こうやって部下に同じことをしていると、ぞくぞくするような喜びがある。背筋を貫くような快感ではなく、じんわりとした愉ゆ悦えつ。ついいつまでも同じことをしてしまいそうだ。ヒルトルートもやはり、そうだったのだろうか。

（もっともあの姉は、同性にはさほど興味を抱かなかっただろうな）

　むしろ興味を示すとしたら弟のアルメインだろう。南方の血が入ったあの顔立ちを、ヒルトルートは好んだはずである。

　扉を叩たたく音がする。ヴィントレーアは「入れ」と言った。

　入室してきたのは小柄な女性であった。ローエルミナという名の秘書官だ。やはりヴィントレーアの部下である。

　ローエルミナは、胸を露にしたままのヴィントレーアを見て頰ほおを赤らめたが、同時に横で寝ているイーレクリスに目をやり、表情を硬くした。

「なんだ？」

　顔をこわばらせていたローエルミナは、上官の言葉にはっとする。

「情報提供がありました。ベールランド連合王国内バリストン王国から、我が国に使者が派遣されたそうです」

「目的は」

「不明です。悔やみの言葉を携たずさえていると思いますが……」

　ローエルミナは有能な女性だったが、カリーンほど先を見通せるわけではない。なので曖あい昧まいな言い方になった。

　ヴィントレーアはつまらなさそうに訊き返す。

「いまさらなにを。その情報、どこからもたらされた」

「エルラニア殿です」

「テルヒムの飼い犬か。遠方の動向まで察知したところをみると、耳の具合はよくなったようだな」

　ヴィントレーアが皮肉っぽく笑う。エルラニアはガルクト事件の最中に左耳を半分失い、静養していたのだ。

　耳は剣で斬られたものだったが、エルラニアは誰にやられたのか言おうとしない。言えば己の恥になると考えているようであった。ただ、耳だけを狙ねらって切断したのであれば、よほどの手練てだれであろう。

　ローエルミナは続ける。

「これは宰相からの言付けですが、くれぐれもよろしくとのことです」

「あの老人め、恩を売ったつもりか。年相応に大人しくしていればいいものを、まだ国政を左右できると思っているようだな。わざわざ私に教えたのは、なにか目的でもあるのだろう」

「それは分かりませんが、エルラニア殿は、すでにアルメイン様も知っているだろうと言っていました」

「……ふん」

　ヴィントレーアの顔が少しだけ歪ゆがむ。

　彼女はアルメインのことを、代王だが同格と思っていない。王国における実績、実力ともに自分が上だと自負している。実際、知名度にもそれは表れている。幼少から王国軍に身を置き、幾多の敵と剣を交え、勝利を収めてきた。十歳で国を出しゆつ奔ぽんしてどこでなにをしていたのかすら不明な弟に比べれば、それは明らかだ。

　だが、とヴィントレーアは思う。アルメインはただならぬ鋭さを見せることがある。普段はメイドと話ばかりしているかと思えば、鮮やかな手腕を見せて事を収める。ジネルの叛はん乱らん劇げき、ガルクトの事件を解決したのもそうだった。兵を持たぬ代王のはずが、気づけば政敵を追い落としていた。

　危険なのかもしれない。あの弟は、服の下に矢を隠し持っているのでは。しかも、遠くまで届く。

　それでもなお、ヴィントレーアは自らの優位を信じて疑わなかった。外国から見た印象も、国内の支持も、軍の掌握も自分が上なのだ。無論アルメインに叛乱の兆きざしがあれば即座に潰すつもりだったが、今のところはそんな様子もない。

「テルヒムは私とアルメインを争わせるつもりなのだろうな」

　自らの推測を口にする。どこからか兄弟姉妹が湧いてこない限り、この二人の一方が玉座の主となるのだ。

（玉座に座るのは私だ）

　そうなれば、どこにあるともしれぬ冥めい玉ぎよくも、自然と手に入るであろう。

「ローエルミナ、報告はそれだけか」

「はい」

「分かった。が、それだけならわざわざ私の部屋まで来ることはなかったな」

「それは……そうですが」

　ローエルミナがなにか言いたそうにしていた。

「なんだ」

「は……」

　小柄な部下は、思い切ったように口を開く。

「そろそろ、私の順番ではないかと思ったものですから」

　怪訝な表情をするヴィントレーア。

「なんのことだ？」

「……ここ数か月、イーレクリスばかりが寵ちよう愛あいを受けています。以前はこのようなことはありませんでした。心変わりをされたのですか」

　顔を紅こう潮ちようさせ、思いの丈を口にするローエルミナ。

　ヴィントレーアは自分の横を見た。いつの間にか、イーレクリスが上掛けから顔を出している。その顔は笑っていた。

　微笑み返すと、ヴィントレーアはローエルミナに言った。

「分かった。下がっていい」

「は……」

「聞こえなかったか？」

「ですが……」

「二度は言わない」

　ローエルミナは唇を嚙かむと、「失礼します」と言い、退出していった。

　扉が閉まる前から、イーレクリスはくすくすと笑い声を上げていた。

「ヴィントレーア様、意地悪のしすぎなのでは」

「そんなことはない。ただローエルミナの番ではないということだ」

「あの娘は焼やき餅もちを妬やいています」

「今の私はお前に満足している」

　イーレクリスは寝台から出ようとした。それをヴィントレーアが押しとどめる。

「もう少しいろ。まだ時間はある」

「ヴィントレーア様はお忙しい方のはずです」

「朝寝ていられるのも代王の特権だ。そこには気に入った女性と寝台を共にすることも含まれている……なに、私が撫でるだけだ。横になっていればいい」

「それは命令でしょうか」

「命令だ」

「承知しました」

　イーレクリスは命令を嬉うれしげに実行した。

　ヴィントレーアの手は首筋から胸へと下がっていく。双聖教は同性愛についてなにも語っていないが、忌き避ひはされている。二人の姿が目撃されるようであれば、宮殿を揺るがす醜しゆう聞ぶんとなるだろう。だがヴィントレーアには、その緊張感すら快楽となる。部下の身体をまさぐる行為を止めるつもりは毛頭ない。

　隻せき眼がんの将軍は愛あい撫ぶに没頭していく。そのため、窓の外に潜ひそむわずかな気配に気づくことはなかった。




　リューブルグ市内でひときわ目立つ建築物はもちろん白磁宮殿であるが、人々の足が向けられるのはテーアドーラ大聖堂だ。ヴィーリシス大王の后きさきの名が冠せられたこの建物は、双聖教にとっての重要な拠点である。聖堂としてはもっとも古く、総本山でもある。

　双聖教がいつ生まれたかは分かっていない。熱烈な宗教家は「十三王朝のさらに二千年前、ローディア大陸に現れた粗そ末まつな小屋と共にあった」と主張する。さすがに鵜う呑のみにしている人間は少ないが、偽いつわりであっても古さは武器となる。現在、双聖教はローディア大陸において、もっとも一般的な宗教となっていた。

　聖堂の正面には、熱心な教徒がいつも詰めかけている。この日も聖堂の柱や壁に接せつ吻ぷんし、床に頭を擦りつけて礼拝するものがいる。

　彼らの頭上、聖堂の屋根近くには露台バルコニーが設置されていた。特別なときに聖主は、ここから信徒に呼びかけるのだ。そういうときに大聖堂前の広場は、群衆で足の踏み場もなくなる。

　宰相のテルヒムと秘書官のエルラニアは、礼拝者を避けるようにして歩いていた。

　ルドニア三世の治世より王国に仕えていた彼はすでに老境であり、外観は隠いん居きよした老人と変わるところがない。ただ、見る人が見れば、瞳には野心の炎が絶えることなく揺らめいているのが分かるだろう。

　エルラニアは宰相の斜め後ろを歩いている。耳は髪で隠していた。

「……テーアドーラ大聖堂は、相変わらず盛況のようじゃな」

　老人の言葉に、エルラニアは答えた。

「宗教に盛況もなにもありません。それだけ救いを求めるものが多いのでしょう」

「なけなしの金をはたいてな。日頃なら麺パ麭ンを買うのにも躊ちゆう躇ちよするだろうに」

　二人のちょうど横では、備えつけの盆に、多くの人が硬貨を投じているところであった。彼らは喜捨をすることで来世が幸福になると信じ、双聖教もそう喧伝している。

　エルラニアは一瞬視線を向けて、戻した。

「馬鹿にはならぬ金です」

「そして全てが王国によって監視され、透明性を確保されている」

「財務とは本来そのようなものです」

　この二人のやりとりには、どこか嘲あざ笑わらっているような響きがあった。それが王国に首根っこを押さえつけられている双聖教へ対するものかどうかは分からない。

　テルヒムは一度だけ後ろを振り返る。

「例のものたちはどこにおる」

「ご安心ください。連れてきております」

「くれぐれも露見することのないようにな」

　人混みを抜け、演台まで来た。ハイニルとヒルトルートの葬そう儀ぎでは、ここにコットロー聖主が立ち、長々と弔ちよう辞じを述べた。

　その脇に扉がある。信者といえど立ち入り禁止の場所だが、テルヒムはためらうことなく押し開けた。

　薄暗い廊下が続く。二人は奥へと進み、突き当たりで止まった。

　そこにも扉があり、茶色い僧衣をまとった少年が立っていた。少年はテルヒムを見ると、大きく頷く。

「中でお待ちです」

　彼は扉を開けた。テルヒムとエルラニアはなにも言わずに足を踏み入れた。

　中は広い。真っ白な絹製品が壁に掛けられ、聖職者には不似合いなほど派手な装飾品がそこかしこに並んでいる。一目で金がかかっていることが分かった。

　室内の中央には、テルヒムとさほど年の変わらない老人がいた。

　老人は満面の笑みを浮かべると、二人の元へと歩み寄ってきた。

「テルヒム、待ちかねたぞ」

「もったいないお言葉です、コットロー聖下」

　テルヒムは跪ひざまずこうとするが、コットローが止めた。

「わしとお前の仲だ。そのようなことまでせんでいい。ささ、座れ座れ」

　椅い子すが勧められる。テルヒムは腰を下ろし、エルラニアは立ったままだった。

「聖下もご健勝のようでなによりです」

「なに、すっかり年よ」

　コットローは笑う。テルヒムも同じく笑ったが、エルラニアだけは違ったことを考えていた。

　老人とは言えコットローの顔は色つやよく、下腹も出ている。よほどいいものを食べているのだろう。

　コットローは呼び鈴を取り上げて振る。外にいた少年が、盆に葡ぶ萄どう酒しゆと杯さかずきを載のせて入ってきた。当然のように乾酪チーズもあり、エルラニアの想像を裏付けた。

「なにはともあれ、酒がなければ話は進まぬ。テルヒムもやれ」

「いただきます」

　聖職者と酒は相反するものであるが、二人とも気にしない。

　杯を傾けながらコットローが言う。

「わざわざ呼び出してすまぬ。実は余は、今の王国を憂うれえているのだ」

　酔いが回っているわけでもないのに、老人の舌はよく動いた。

「ルドニア三世が崩御してからというもの、ハイニル、ヒルトルートと王家のものが続けざまに物ぶつ故こした。これは尋じん常じようなことではない」

「いかにも」

「そのあとを襲ったのがヴィントレーアにジネル、さらにあの青年……アルメインだ」

「青年というには若すぎます」

「そうだな、まだひよっこだ」

　この時代、十八は立派な成人だったが、二人の老人は年齢と共に能力は上がると信じて疑っておらず、いまだ格下だと見なしていた。

「ジネルは愚おろかにも叛乱を企くわだて失脚し、今や王国はヴィントレーアのものとなったも同然」

「軍を掌握しておりますからな」

「余はそこが悲しいのだ。暴力によって民を締め付ける、圧政こそが国を富ませる力になると信じておる」

　コットローは沈痛な表情で目を伏せた。

「だがそれは違うのだ。テルヒム、国を栄えさせ民を安んじるものはなんだと思う」

「信仰ですな」

「そうだ。神への愛こそが世を平穏に導くのだ。余は双聖教の聖主として常日頃から心を砕くだき、神の僕しもべとしての任を全うしておる。なのにヴィントレーアは双聖教を軽んじ、まるで奴ど隷れいのように扱っておる」

「聖下のお言葉は心に染みます。さぞお苦しいことでしょう」

「うむ……分かってくれるか」

　どちらからともなく、嗚お咽えつが聞こえてきた。

　まるで歌劇だとエルラニアは思った。豪ごう奢しやな部屋で繰り広げられる悲劇もの。老人二人は主役だと信じて疑わず、いもしない観客の心を摑つかもうとしている。

　エルラニアは熱心な信者ではないが、神を軽んじたこともない。この世のものではない存在に敬意を払うのが信仰というものである。だがコットローは神の代理人であるはずなのに、どうにも胡う散さんくささが拭ぬぐえなかった。

「この現状は、なんとしても覆くつがえさねばならぬ」

「まったく同感です」

「テルヒムよ」

　コットローは杯を置き、宰相の手を取る。

「フィンメルハウゼン王国を神の国とするために、力を貸してくれんか」

「もちろんでございます」

　テルヒムは手を握り返す。

「陽よう暗あん神しんと陰おん明みよう神しんにかけて、聖下への助力は欠かしません」

「よく言ってくれた。なんとしてもヴィントレーアの手から、王国を取り戻さねば」

「その通りです。今のテーアドーラ大聖堂は総本山とはいうものの、財政が見張られているため自由な布教もままならぬ様子。常々、なんとかせねばと思っておりました」

　さきほどの会話と、まるで違ったことをテルヒムは口にしていた。

　財務にも多少の抜け道はあって、金ではなく物で寄付されれば報告しなくてもいいことになっていた。いざとなったら金に換えればいいのであるが、コットローにその気はない。室内にある宝飾品がそれを物語っていた。

　テルヒムは涙を浮かべながら力説する。

「それがしが王国を動かせるようになった暁あかつきには、必ずや聖下へ報いることを誓います」

「余も協力は惜しまんぞ。宰相の背後には幾万もの信者がいることを忘れるな」

「なんとも心強い限りです」

　フィンメルハウゼンの玉座よりも、なにかと格下扱いされる双聖教の聖座であるが、力を持っていることは確かだ。確固たる基盤を持たないテルヒムにとって有力な味方であることは間違いないだろう。

　老人同盟結成だなとエルラニアは思った。自分はその貴重な場に立ち会ったことになる。

「まずはヴィントレーアを追い落とすことだな」

「はい」

　コットローの言葉にテルヒムは頷く。

「ここにいるエルラニアが、その役目を果たしてくれるでしょう。彼女こそが我が懐ふところ刀がたなです」

　コットローの視線が自分に向いたので、エルラニアは黙って頭を下げた。

　宰相の言げんを否定するつもりはなかったが、彼女の目的はヴィントレーアではない。ナリアとカリーンだ。どちらも自分の謀をふいにし、怪け我がまで負わされた。

　エルラニアは髪の上から、耳の痕あとをそっと触る。この復ふく讐しゆうは必ず果たさねばならない。

「恐れながら聖下」

　彼女は頭を下げたまま言った。

「お耳に入れたいことがございます。現在バリストン王国の使者が、こちらに向かっております。ここ最近の訃ふ報ほうを聞いてのことでしょうが、テーアドーラ大聖堂への礼拝もおこなうと思われます」

「ほほう。熱心で結構」

「バリストンの王は熱心な信者です。聖下の力になるよう説得するのは容易たやすいでしょう」

　エルラニアはちらと顔を上げる。コットローの顔に、興味深げな色が浮かんでいた。

「バリストン王国はベールランド連合王国でも、フィンメルハウゼンに一番近いところにあります。そこに味方を作ることができれば、この上なく心強いかと」

　彼女の言葉をコットローは鷹おう揚ように聞いていたが、隠しきれない興奮が浮かびつつあった。

　ベールランド連合王国はフィンメルハウゼンの南方、正確には南西部に位置する。フィンメルハウゼンから街道沿いに向かう場合、最初に足を踏み入れるのはバリストン王国であった。つまり国境が隣接しているのであり、好む好まないに拘わらず、互いに影響力を及ぼしていた。

　かつて両国間で紛ふん争そうがあった際には、国境一帯に剣けん戟げきの音が響き渡ったこともあった。現在は平穏であるが、いつまでもそうだとは限らない。

　バリストンはベールランド内での影響力も大きい。もし自陣営に引き入れることができたら、かなり有利になることは明白であった。

「それは素晴らしい」

　コットローの表情には抑えきれない含み笑いが浮かんでいた。

「双聖教の信者たるもの、余に忠誠を尽くすのは当然のこと。バリストン王国には神の祝福があるであろう」

「そのお言葉、使者にお伝えいただければと思います」

　エルラニアは顔を上げて言うと、再び頭を下げる。

「いや、いや、素晴らしい」

　テルヒムは今にも拍手をしそうだった。

「双聖教は大きな味方を付けたことになりますぞ。バリストン王国を僕としてフィンメルハウゼンの混乱を収めれば、聖下の名はローディア大陸中に轟きますな」

「教義を大陸の隅々にまで広めるためにも、余が力を得るのは必要だ」

「このテルヒムも、力添えをしますぞ」

　エルラニアは下を向きながら、「どちらもよく回る舌だ」と思っていた。南東にある岩ばかりの国に橄欖油オリーブオイルを使った名物料理があるが、きっとそればかりを食べてきたのだろう。

　彼女は宰相の秘書官であり俸ほう給きゆうは得ているが、忠誠心と引き替えにしていると考えたことはない。むしろテルヒムを軽けい蔑べつしてすらいた。ジネルの元に赴おもむいたと思ったら次はヴィントレーアに媚こびへつらい、今はコットローのところにいる。このような姿を見せられては尊敬の気持ちもルント川に流す気になろうというものだ。

　とはいえ、テルヒムの行動が分からないでもない。フィンメルハウゼンの宰相職は徹頭徹尾事務方で、軍事力など持ったことがなかった。かつては外交を担になっていたが、ヒルトルートが自分でおこなうようになってからそれもなくなった。となると、権力者にすり寄らなければ地位そのものが危うくなる。特にこのような混乱の時期では。

　宰相自身はエルラニアの情報力をあてにしている。諜ちよう報ほう組織「白磁の吐と息いき」を束ねているのは彼女だからだ。それさえあれば、あとは自身の舌先三寸で世を渡っていけると信じていた。

（でも私は私自身のために、力を使う）

　この状況、宰相と聖主の会合も、自らの力に利用するつもりだった。

「ところで聖下。実は手て土産みやげがございまして」

「ほほう」

　コットローが身を乗り出す。

「宰相の土産とはな。期待していいのか。余は大陸中の信者から、寄進を受ける身であるぞ」

「物ではつまらないでしょう。このテルヒム、聖下の好みは熟知しております」

　テルヒムがエルラニアに「連れて参れ」と命じる。彼女は顔を上げると、部屋から出ていった。

　秘書官は、大聖堂の外に合図してから戻ってきた。

　宰相は戻ってきたエルラニアに「よくお見せするように」と言いつける。それからまるで曲芸団の弁士のように、大おお仰ぎように手を広げた。

「いかがでしょう、どうぞご自由になさってください、聖下」

「おお」

　コットローはついに、欲望という名の笑みを浮かべた。




　様々な場所で様々な密計が凝こらされる。太陽はゆっくりと傾き、白磁宮殿の壁を照らしていく。

　夕刻になり、アルメインは庭に出た。

　今朝方まで雨が降っていたため、庭の芝は濡れている。木の葉もしっとりとしており、露の重さで下を向いていた。

　今は雨も上がっているが、遠くは雲で煙けむっている。雨の多い緑雨月を絵に描いたような光景であった。

　アルメインはこの庭が好きだった。小さい頃からなにかあればここにいて、散策していたのだ。八年もの間大陸中を放浪していたが、その頃の癖くせは抜けていなかった。

　いつもの彼は書庫で鈍なまった身体をほぐすように、ゆっくりと庭を歩く。そうすることで宮殿の息苦しさが少しずつ消えていく。

　今の目的は散策ではない。カリーンと話をするためだ。

　メイドはすでに庭にいた。彼が小笛で呼び出したときと、同じ場所。

「お待ちしておりました」

　頭を下げるメイドに彼は言う。

「話って？　ナリアに嫌われる前に終わらせたい」

「ナリア様にはすこし我が慢まんしていただきたいと思います」

　カリーンは話しはじめた。

「ガルクト様の件、覚えておられますか」

「死人の話か」

　アルメインは渋い顔を作った。あの兄は性格が悪く、死んで当然とは思わないものの、当然の一歩手前くらいにはいた。

「ガルクト様は、グーゼルホーフ帝国のシュタインベルク大使の死に関与しておりました」

「調べはついたはずだ。『斑まだらの短たん剣けん』に金をやって、殺させたんだろう」

「はい。実はまだ、わたくしの方で調査を続けておりました」

　アルメインは感心するより先に呆れた。

「君、調査全般の統とう括かつと、俺の身の回りの世話もしていたよな。どこにそんな暇があったんだ」

「それは置いてくださいませ。『斑の短剣』は金で動く暗殺組織です。当然金の流れがあるはず。わたくしはどこから金が払われたのかをずっと追っておりました。ガルクト様が出したはずなのですが、こう言ってはなんですが、あの方は金を惜しみますし、伝つ手てもあるとは思えません」

　その台詞に彼は皮肉っぽく笑う。ガルクトは粗暴なだけではなく吝りん嗇しよくでもあった。

「ですので、ガルクト様に金を渡した人間がいるはずなのです。それだけではなく『斑の短剣』への接触方法も授けました。幾度かその元を見つけだしそうになったのですが」

「分からなかったのか」

「はい。暴こうとするたびに手がかりが消えてしまうのです。貧民の中でも噂に長たけるものを使い、あるいは裏の世界に通ずるものに金を握らせましたが、どうもうまくいきません。ここぞというときに限って止まってしまいます。貧民は姿を消し、裏の世界との橋渡し役はルント川に浮かびました。妨ぼう害がいされています」

　残念に思うよりもまず、へえ、という気になった。

「カリーンにも調べきれないことがあるなんてな」

「力不足を痛感しておりますが……それでも手がかりの尻尾しつぽくらいは摑めました」

「どんな」

「どうもご兄妹が関係しているようなのです」

　反射的にアルメインはカリーンの顔を見つめた。

　いつもと同じ表情だ。からかったり、噓をついている様子はない。そもそもこのメイドは彼に噓はつかない。

「俺の兄妹？　王室の人間だよな」

「恐らくは」

「誰だ。ヴィントレーア姉さんか」

「そこまでは不明です。誰という確固とした証拠もありません。もしかしたら肉親でないかもしれません。わたくしとしてはこんな状態でお伝えするのは心苦しいのですが、そんな気がするのです。お身内のどなたかがガルクト様を動かした。そして『斑の短剣』を使っている」

　カリーンはいったん言葉を切った。

「こう申してはなんですが、わたくしたちは遊ゆう戯ぎ盤ばんの駒を動かしている遊戯者です。盤面は王国であり、究極的にはローディア大陸そのものでしょう。自分の意思で駒を動かし、勝利を目指しています。ですが存在するのかどうかすら曖昧などなたかは、遊戯者としては参加しておりません。ただ盤面を外からじっと眺めていて、時々手を伸ばすのです。その途端、駒はおかしな動きをし、盤面から消えてしまうのです」

「恐るべき敵、ということなのか」

「いいえ」

　メイドは意表を突くようなことを口にする。

「今は違います。ガルクト様の死はアルメイン様にとって不利にはなっておりません。好ましいものでした。ずっと生かしておいて手駒とすることもできたでしょうに、しなかった。ですから表だって敵対はしていないのです。これからは分かりません。ある日突然牙きばを剝むいてくることもありうるでしょう。敵ではありませんが、得体の知れない相手ではあります」

「…………」

「ナリア様のお耳に入れたくなかった理由が、これでお分かりいただけたと思います。あの方は、アルメイン様の妹いもうと御ごですから」

　アルメインは何度か口を開け、言葉を発そうとしたが、うまくいかなかった。

　身内に敵がいる。この白磁宮殿の中に。

　その事実は彼の心を重くするものではなかった。すでに決意したのだ。彼はフィンメルハウゼンの王を目指しており、ジネルを葬ほうむった。ヴィントレーアとはまだなにもないが、いずれ衝突する日が来るだろう。

　姿を見せてこないのが不気味なのだ。じっとこちらを見ているが、決して表には出てこない存在。

　それはもしかしたらヴィントレーアかもしれない。あの武力一辺倒の姉が裏の顔を持っているのだろうか。それともまだ見ぬ、どこかに存在するであろう王家の血に繋つながるもの。

　カリーンは身内かどうかは定かではないと言った。ひょっとしたら宰相のテルヒムかもしれない。あるいは双聖教のコットロー聖主。そう考えると、怪しいものはいくらでもいる。

　彼は首を振った。

「ナリアは除外してもいい気がするけどな」

「可能性は限りなく小さいとわたくしも思いますが、零ゼロではありません。それと、メーニカ様も」

　アルメインは目をしばたたかせる。

「あいつは違うだろ。まだ十歳だ」

「アルメイン様が宮殿から出て諸国を回られたときも、十歳でした」

　そう言われればそうだが、彼にはとても信じられなかった。

　カリーンは静かに言う。

「わたくしはあらゆる可能性を考慮したいのです」

「……分かったよ」

　彼はふうと息をつく。

「血の繋がりってのは、それはそれで厄やつ介かいだな」

「業ごうとも言えましょう……それと、このことはお耳に入れるべきか迷ったのですが」

　アルメインは手をひらひら振って、先を促うながす。

「なんだ。もうどんな知らせでも驚かないぞ」

「ヒルトルート様の気配が見られます」

「なんだって？」

　メイドの言葉に、彼は唾を飲み込みあたりを見回す。姉ヒルトルートはすでに死去しており、葬儀もおこなわれた。遺体はテーアドーラ大聖堂の地下、王家専用の墓地に葬られているはずである。

　カリーンは言った。

「失礼いたしました。ヒルトルート様がいらっしゃるわけではありません。ただあらゆる調査をしていると、あちこちにあの方の足跡を見つけるのです。内政だけではなく軍事、外交、双聖教内部にも」

「脅おどかすなよ……まあ、あの人ならそれくらいおかしくないだろう。俺が旅しているときだって、噂は耳に入った」

　ルドニア三世の晩年、あるいはそれよりも前から、ヒルトルートはフィンメルハウゼンの政治に関与していた。様々な法や外交方針は、彼女が生み出している。北のグーゼルホーフ帝国と南のベールランド連合王国の圧力に抗するには、並みの手腕では対抗できない。だがヒルトルートは、時に宰相のテルヒムを置き去りにして、一人でやり遂げていた。

　カリーンは小さく頷く。

「妙な話ですが、ヒルトルート様はあちこちにご自分の匂いを残しています。癖のあった方ですから、それは当然ではあります。ただ、誰かにご自分のおこなったことを知って欲しかったようにも取れるのです」

「誰だって、自慢くらいしたくなるものだろ」

「王国のあちこちに、です」

　アルメインは一瞬黙る。彼はあの姉に強烈な印象を植え付けられたが、実際になにをやっていたかは噂以上のものは知らない。

「……姉さんは、王国で最高の権力者だった。国を富ませようと考えていたっておかしくない」

「それだけではなく、さらに巨大な王国にしようと考えていたのかもしれません。そのような気配が見られます」

「野心は持っていただろうなあ」

「問題はアルメイン様のおこなうことと、かなり重なっているのです。あるいはヒルトルート様は、アルメイン様にご自分と同じ道を歩ませているのかもしれません」

「…………」

　少し考えてから、彼は言った。

「……ならまだなんとかなる。でも君はもっと、別の危き惧ぐを抱いていないか」

「はい。ヒルトルート様の匂いは枷かせと同じです。アルメイン様を縛しばることになるかもしれません。わたくしは一番それを恐れております」












　今度こそ、アルメインは黙った。

　すでに死んだはずの姉ヒルトルート。だがその存在はまだ残存している。白磁宮殿の全てと王国のあちこちに。それだけの存在感があった。

　アルメインの心にはヒルトルートがまだ存在している。それらは政まつりごとなどでヒルトルートの名を見るたびに現れ、忌いまわしい記憶を掘り起こすのだ。あれはただ一度だけのことなのに、それほど彼の心に傷となって残っていた。

　姉は逝せい去きよの際、彼に「王家の匂いを消し去れ」と告げた。そして試練を与えた。

　その試練とは、王になるだけではなく、心に枷をはめ、鎖くさりで縛ることなのだろうか。

　これらのことを、アルメインは誰にも話していない。カリーンはおおよその事情を知っているが、心中までは明かしていなかった。

　彼は極力平静を装った。

「君は、姉さんの調査は続けるのか」

「はい。真実に近づくべきと思っております」

　好きにしていい、と彼は告げた。

「姉さんが俺に大きな影響を与えたのは間違いない。だけど、多分、払ふつ拭しよくできるはずだ」

　曖昧な言い方になるのは仕方なかった。ヒルトルートのおかげで、一時彼は社会生活を営むのも困難になっていた。そして最近は、昔の悪夢をよく見る。

　彼は自分の手のひらを見た。姉のせいで、女性に触れられなくなった身体。

「……戻る前に、確認させてくれないか」

「どのようなことでしょうか」

「手を貸してくれ」

「それはいつでも」

「仕事をして欲しいって意味じゃない」

　メイドは言葉の意味を理解すると、無言で手を差し出す。アルメインはその手を取った。細く長い、綺き麗れいな指。

　いつもの嫌悪感はない。背に汗が流れることもなかった。

　彼はしばらくそのままでいた。

「……ずっとわたくしの手を握っていますか？　わたくしは構いませんが、お食事の支し度たくができなくなってしまいます」

　メイドの声に気づき、急いで手を離す。しみじみと自分の手を見つめた。

「なんともなかった」

「どう反応するべきでしょうか」

「君は俺に触られて平気か？」

「異性との触れあいをおっしゃっているのでしたら、不快ではありません」

「俺は違うはずなんだ」

　ヒルトルートによってなされた行為。あれはアルメインの心にいまだ重しとなって沈んでいる。なので彼は、伴はん侶りよを得ることはないと思っていた。

　だがカリーンを相手にしたときは違った。ごく自然に触ることができるのだ。理由は分からない。

　メイドが口を開く。

「たとえ相手がメイドとはいえ、男性が女性の手を取るのは不自然な行為ではありません」

「俺になにがあったのかは知ってるだろう。おかげで相手がナリアでも女は苦手だ」

「そのことはナリア様におっしゃらない方がいいかと」

「半分ばれてる。他にも砂漠の国で……」

　そこまで言ってから、アルメインは苦々しい表情になった。

「まあいい。当分悩まされるだろうな」

「苦悩を振り払うのもまたメイドの役目です。なんなりとお申しつけください」

「ありがとう」

　礼を言う。メイドは「もったいないお言葉です」と答えていた。

　アルメインの瞳はじっとメイドを捉えている。しばらく逡しゆん巡じゆんしたのち、彼は言葉を発した。

「カリーン、君は……」

　次の台詞を飲み込み、アルメインは「すまなかった。もういいよ」とだけ言った。

　本当に人間なのかと訊くのは、さすがに失礼な気がしていた。




　ヒルトルートのことはともかく、遊戯者に関するカリーンの疑念は正解だった。彼女の調査の矢は真実に届いていなかったものの、正確に鏃やじりを向けていた。

　鏃の先は、アルメインの年若い妹、メーニカを指していた。

　ただメーニカは白磁宮殿にはいない。専用の馬車に乗り、テーアドーラ大聖堂まで出向いていた。ちょうどコットローとテルヒムが享きよう楽らくに耽ふける同じ時間であったが、幸いというべきか生あい憎にくというべきか、どちらも互いの居場所を知らない。

　テーアドーラ大聖堂は、ヴィーリシス大王后テーアドーラが双聖教に寄進したものであるが、広大な裏庭と地下墓所はフィンメルハウゼン王家の所有となっている。そのため墓所に葬られるのは王族のみに限られる。

　裏庭は市民の立ち入りが禁止されているので、王族は誰にも見咎められることなく大聖堂に出入りすることができる。もちろん地下墓所への出入りも自由だ。

　メーニカはサリューンを伴い、裏庭を歩いていた。

　彼女はあまり宮殿から出ないが、ここにはわりとやってくる。この場所が好きだからだ。幼児の頃は母親に抱かれ、歩けるようになってからは自力で。近くまでは専用の馬車に揺られ、あとは風景を楽しみながら歩いてくる。

「サリューン、あそこがいいわ」

　メーニカが指さす。そこにはヴィーリシス大王の像があった。

　これはただの像ではない。噴水である。像の足下から水が噴き出すようになっており、時間帯によっては虹すら形作る。高低差を利用した機構で、水は大聖堂脇に据すえられた水すい槽そうから供給されていた。

　もっとも今は水は出ていない。ルドニア三世が病の床とこについてからは宮殿内が混乱していたため、手入れをする人間がいなくなった。そのため像も放置されたままとなっている。

　もっともメーニカはそんなことは気にしない。大王像が目的であって、水は重要ではなかったからだ。

「座るところの用意をして」

「整っております」

「まあ、気が利きくわね」

　サリューンは誇ることも恐縮したりもしなかった。

　彼女はメーニカが手足として使っているメイドである。その顔は美しいが、石像のようだ。そもそも彼女はカリーンとは違い、普段から愛想がない。仕事は完かん璧ぺきにこなすが自分の主人以外の人間に、滅多に視線を向けなかった。

　像の正面に石でできた大きな箱があった。横に長く蓋ふたは厚みがあって、まるで棺ひつぎのようにも見える。この場にはいかにも不釣り合いなものだが、二人とも気にしていない。その前には木製の小さな円卓。

　メイドは布で箱の上を拭ふき、手絹ハンカチを敷しいた。勧められて、メーニカは鷹揚に腰を降ろした。

　サリューンが茶の準備をする間、メーニカはヴィーリシス大王像を眺めていた。

　彼女がこの像を好きな理由は、精せい悍かんだとか美麗だとかいう理由ではない。大王がローディア大陸を支配した人物だからだ。広大な領土を従えた人間に、メーニカは憧あこがれている。そしていずれは、自分の兄がそうなるべきだと考えている。

（お兄様がローディアを手中に収めたなら、全ての都市にお兄様の像を造らせるの。全ての人間が、お兄様の覇業を忘れないように）

　茶杯カツプが円卓に置かれる。サリューンが紅茶を注いだ。

　メーニカはゆっくりと口をつける。

「じゃあ報告して」

「はい。アルメイン様は、カリーンと会話をしておりました。バリストン王国の使者の件と思われますが、細かいことまでは残念ながら不明です」

「サリューンにしては珍しいのね」

「会話を聞けるところまで接近すると、どうしてもカリーンに気づかれます」

「分かったわ」

　メーニカは言った。長椅子に座ったまま足をぶらぶらさせている。第三者が見たら、とても愛らしいものとして映っただろう。

　だが口から出た台詞は愛らしさとは程遠い。

「メイドの癖に忌いま々いましいのね。お兄様と手を繋ぐなんて」

「なにやら事情ありげにも見えました」

「事情なんて関係ないわ。お兄様の手を取るのは、メーニカ以外にあり得ないんだから」

「消えてもらいますか」

　サリューンの言葉もまた平穏とは正反対のものだ。この二人にとって人の命は、鴻こう毛もうよりも軽い。

「まだいいわ。お兄様の役に立っているのなら、しばらくいてもらわなくちゃ」

　メーニカは再び足を前後に揺らす。ちらと石箱に目をやった。

「サリューンもあのメイドが相手だと、少しは苦労するんじゃない？」

「以前消したメイドよりも手がかかるのは確かです」

「あの女って魔ま導どうを使うのよね。サリューンと知り合いだったりした？」

　メイドは首を振って否定する。

「カリーンとわたくしは別の氏族です。遙か以前は同じ氏族だったそうですが、そのころの記憶はございません。わたくしたちの魔の力は、あの女のものとは別です」

「それにサリューンは、身体を使う方が得意だものね」

「はい」

「仲はいいの？」

「橋の上で見かけたら、足を滑すべらせて落ちることを願う程度の仲です」

「まあ、あなたも冗じよう談だんを言うのね」

　メーニカはころころと笑う。すぐに笑みを消し。

「とりあえず放っておきなさい。メーニカたちのことを調べるようだったら、遠ざけて」

「かしこまりました」

「それよりも、お兄様に頑張ってもらわなくちゃ」

「バリストン王国からの使者は、明日到着します」

「例のあれも、移しているわね」

「そこに」

　メーニカが座っている石の箱のことだ。メイドは続ける。

「誰にも気づかれておりません」

「順調ね」

　メーニカはにこりとする。自らのしていることを、微み塵じんも疑っていない笑顔。

「これならお兄様の覇道も、すぐにかなえられそう」

　彼女はサリューンに、再び茶を注ぐよう告げる。兄のことを想いながら午後のひとときを過ごすのが、小さな妹の日課であった。
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　二日後、首都リューブルグは今日も雨。

　緑雨月はその名の通り、雨の多い月である。だがこのおかげで農作物は育ち、川は水で潤うるおう。人々は晴れ間を渇かつ望ぼうしつつも天への感謝を欠かさない。大陸中の生命にとって必要な月であった。

　万物の故郷であるリューブルグは、雨だろうと嵐あらしだろうと活動をやめることは滅多にない。むしろ今こそ好機と雨具を高値で売りつける商人がいるくらいだ。つまり休みはないわけで、それは白磁宮殿も同じであった。

　書庫でアルメインはカリーンから報告を受けていた。

「バリストン王国からの使者が国境を越えました」

「早いな」

「随ずい行こうが一人だけのようです」

「金がないのか、あそこ」

「そのようなことはないと思います」

　仮にも使者なら、随行の人数はもっと多いはずである。護衛や召めし使つかいや書記。場合によっては通訳など。合計でたった二人とは、まるでお忍しのびの旅である。

　人数が多くなればなるほど歩みは遅くなり、目立つ。それを避けてのこととなると、他の目的があると勘かん繰ぐられても仕方なかった。

「連合王国、特にホルディア王国には知られたくないのかもしれません」

「だったら、ファブレー大使にも会いたくないのかもしれないな」

　ベールランドからの正式な大使はファブレーであるが、ホルディアの出身である。そもそもベールランドは猟りよう官かん制のため、国王が替わるたびに、主要な地位は国王の血縁者か出身国の人間によって占められる。バリストンの使者が会いたくないのも当然と言えた。

「ファブレー大使はなにをしてる？」

「大使公邸に閉じこもっています。あの方は雨が嫌いですから」

「罰ばち当あたりな男だ」

　アルメインは苦笑し、メイドに「間違いのないように、きちんと見ているように」と告げた。もちろん監視の婉えん曲きよく表現である。

　カリーンは「かしこまりました」と返事をしたが、念押しするまでもなく、全てを承知していた。

　ふと、アルメインは気づいた。書庫内を見回す。

「ナリアがいないな」

　護衛役として片時も離れることのない妹の姿がない。扉脇に直立しているはずが、どこにもいなかった。

「見なかったか？」

「本日はまだ、お目にかかっておりません。積極的に顔を合わせることもないのです。あの方はわたくしを嫌っておられますから」

「いいことじゃないな」

　彼は眉根を寄せる。ナリアの腕もカリーンの力も、どちらも必要なのだ。仲が悪いとなると、肝かん心じんなときに足を引っ張り合うかもしれない。

　当のカリーンは涼すずしい顔をしている。

「わたくしは嫌われることに慣れております」

「ナリアは慣れてないんじゃないか」

「わたくしがナリア様を憎んだり嫌ったりしたことは一度もありません。あの方には敬意を抱いております。好いていると言ってもいいほどです」

「それはそれで嫌がられそうだ」

「愛情とはままならないものです」

　メイドの台詞のどこまでが冗談でどこまでが本気なのか、アルメインにはちょっと判別がつかない。

　彼は机に直接腰かけた。

「ナリアを見てると、昔を思い出す」

　カリーンは声をかけない。アルメインも半なかば独り言のように語っていた。

「砂漠のウィッタリア国にいたころだ。ちょうど今のナリアと同じ背丈の女性と組んで仕事をしていた。俺は身一つだったし、彼女も同じようなもんだった。そういや、髪の色もナリアと同じだな」

「その女性とは上う手まくやっていたのですか」

「どうだろうな。綺麗事を言ってられる仕事じゃなかったしな」

　代王になった今となっては、想い出の彼方かなただ。

　カリーンは話を広げようとはしていないが、彼がそこでなにをやっていたかは知っているはずだ。彼女はそのころからアルメインの動向を追っていたのだ。

　書庫の扉が開く。ナリアが入ってきた。

「遅れました」

　彼女はまず頭を下げる。

「近この衛え衛えい視しに捕まっておりました」

「おや。盗みでもやったか」

「私は清せい廉れんを身上にしております」

　軽口を叩いたアルメインの元へ、じろりと視線が飛ぶ。ナリアはこの手の冗談を好まない。

　アルメインは恐ろしげに肩をすくめる。

「悪かった。なにか理由があるんだろ」

「衛視が言うには、使者が兄上との面会を希望していると」

「使者？　……あー、バリストンの使者か。まずヴィントレーア姉さんのところじゃないのか」

「兄上に会いたいそうです。それも、内密に」

　ナリアはそう報告してきた。

　アルメインは若干戸と惑まどった。フィンメルハウゼンを訪問する以上、まずヴィンレーアに会うのだろうと思っていたからだ。それかコットロー。自分は一番最後か、下手をすると会わずに帰る可能性も考慮していたくらいだ。葬儀での席次が重要なのと同様に、使者の謁えつ見けん順も重要なのだ。

　それが真っ先に会いたいと言っているのだから、単なる気まぐれというよりは、目的があるのだろう。陰かげに隠れがちな代王に会いたくなる理由が。

「……断る理由はないよな」

　とアルメイン。

「カリーン、どこか謁見のための部屋を用意してくれ。ヴィントレーア姉さんが使うところとは別だぞ」

「ちょうどアルメイン様の部屋の二つ隣が空いています。あそこを臨時の謁見の間にしましょう」

　メイドの言葉にナリアが渋面を作る。

「あんな暗くて陰いん気きなところでか？　このあいだあそこから鼠ねずみが逃げていくのを見た。いくら何でも失礼だろう」

「窓の下に部下を配しておきます。窓はそこ一つしかありませんから、他に聞かれる心配がありません。調度類は今から運ばせればどうにでもなります」

　なおもナリアは文句を言いたそうにしていたが、アルメインは承諾した。

「よし。そこを使おう。用意が終わるまで、使者にお茶でも出しておいてくれ」

「茶に関しては、残念ながらベールランド産に勝るものはありません」

「文句を言うようなら泥どろ水みずでもすすらせろ」

　カリーンは書庫を出て行き、メイドたちに指示を飛ばした。ナリアはヴィントレーアに横よこ槍やりを入れられないよう、余計な人間を追い払う。残ったアルメインは仕方ないので自分の手で調度類を運んだ。

　とりあえずの準備は整った。アルメインは臨時の謁見の間に入り、大きいだけが取り柄の椅子に座る。

　かたわらにはナリアが控えた。カリーンはメイドなので、使者を呼んでくる役である。

　アルメインは椅子に乗せた腰を動かしながら、渋面を作った。

「がたがたするな、これ。職人が手抜きしたんじゃないのか」

「どこで見つけたのです」

「物置に転がっていた。庭師が解体して焚たきつけに使おうとしてたよ」

「いくら代王とは言え、椅子まで代用品ですませることはないでしょうに」

　ナリアの台詞は正論だから困ると、彼は思った。

「ベールランド連合王国内バリストン王国より使者がお見えです」

　扉の外からカリーンが大声で呼ばわる。これでヴィントレーアに露見したはずだが、ここで止めに入ろうとしても遅い。

　謁見の間、ただし臨時の部屋の扉が大きく開いた。

　入ってきた人物は二人。一人は若い女性、もう一人は少年。女性の服装は地味だが機能性重視で、舞ぶ踏とう会かいで踊るよりは野山で剣を振るうのに適している。美形だがどこか皮肉っぽい。逆に少年は豪奢であり、あちこちから装飾品が垂れていて、まるで宝石の見本市であった。焦げ茶色の瞳と金髪が印象的だ。

　一見、どちらが使者だか分からなかった。この二人の雰囲気は、外交使節のそれとは隔かく絶ぜつしていた。

　女性はアルメインを見て、ほんの少しだけ口の端を曲げた。

「久しぶりね、アルメイン」

　呼ばれた彼は目をしばたたかせる。ついで口をぽかんと開けた。記憶の底から、顔と名前が呼び起こされた。

　ナリアと同じ身長で髪の色も同じ。つい先ほど、カリーンと会話をしていたときに出てきた、想い出の女性。

「……ヘルネーア？」

「覚えていてくれて嬉しいわ」

　ヘルネーアと呼ばれた女性は、少年を置き去りにし、大おお股またで彼の元へと近づく。

　アルメインは椅子に座り、茫ぼう然ぜんとしたままだった。横に控えていたナリアが、剣の柄つかに手をかけながら咎める。

「止まれ。代王の御前だ」

「あら。これは失礼」

　ヘルネーアは足を止めた。だが口調は少しも失礼と思っていない。

　腰に手を当てて苦笑している。

「アルメインも出世したのねえ。ウィッタリアじゃ貧乏で汲きゆう々きゆうとしてたのに」

　ナリアの顔が険けわしくなった。

「なんだと。兄上とどういう関係だ」

「知りたい？」

「よほど斬きられたいようだな」

　ナリアは鯉こい口くちを切る寸前だった。もうほんの少しでも喋ったら、首と胴を切り離すと言いたげな口調。

　ヘルネーアは怯ひるまなかった。

「じゃ、教えてあげる。あたしたちねえ、結婚していたの」

　ぎょっとするナリア。一瞬だが柄から手が離れた。目は見開き、虚きよを衝つかれたせいで身体が動きを止めていた。

　ヘルネーアがにやりとする。

「噓よ」

　我に返ったナリアが歯を嚙み鳴らした。

「……貴様」

「でも代王になったのなら、無理矢理でも結婚すればよかったわね。そう思わない？」

「馴なれ馴なれしい口を利くな！」












　なおも問とい質ただそうとしたナリアを、アルメインは制した。意識を戻すように首を振る。

「なにしに来たんだヘルネーア」

「使者の随行よ」

　彼女はちらりと後ろに目をやる。そこに少年が控えている。アルメインもその大人しそうな姿を確認した。

「随行員のくせに態度がでかい」

「ずいぶんな物言いね。この部屋もなんだか陰気」

「他の人間に話を聞かれない方がいいと思っただけだ。君と知っていたら地ち下か牢ろうでもよかった」

「またまた。昔組んでた仲間じゃない」

　仲間という言葉にアルメインは一瞬顔を歪め、ナリアは身体をこわばらせる。

「……あれはウィッタリア国の一度だけだ」

「そう、仕事で一度だけしか組んでない。でもあたしにはアルメインのことがとっても印象的だった。当時の評判は金で雇やとわれた謀略家で国を裏から動かそうとする策謀家。あなたはウィッタリアに雇われて、マスリーハー王妃の命を絶つことにした。それであの国は滅亡から免まぬかれたんだから、大したものね」

　ヘルネーアはさも感心したように語っていた。

　アルメインは苦い気持ちを心の奥に押し込めようと努力していた。自分の過去をほじくり返されるのは好きではない。ましてしばらくの間、行動を共にした女性には。

　当時の肩書きはこの女性の言うとおりだった。彼はヘルネーアを含む数名と共に雇われ、ウィッタリア国宮廷内の仕事に取り組んだ。

　滅亡の縁に爪つま先さきまでかかっていたウィッタリアを救ったのは、マスリーハー王妃の自害だった。そもそも王妃自身が国を売り渡す陰謀に関与していたのだ。血が流れるのを最小限に留めるために、アルメインは王妃に自害を勧めた。

　王妃の血と共に陰謀は収束した。ウィッタリア国はなにごともなかったかのように存続し、彼は報ほう酬しゆうを全て王妃の子供たちに渡すと姿を消した。

　ヘルネーアを前に、アルメインはなるべく平静を保とうと努力していた。こんなところで面会するなど、思いもよらないことだ。明らかに彼女は狙ってやってきていたが、ここで先手を取られては、後々まで風下に立たされる。

　そんな彼のことをナリアが密かにうかがっていた。アルメインは首を振って過去の記憶を追い出す。

「昔話はよそう。俺への謁見だろう」

「手土産を持ってくればよかったかしら」

「国家間の訪問だからその方が正式だが、君からもらおうとは思わない」

「冷たいのねえ。私、嫌われている？」

「君だって俺のことは好きじゃないだろ」

「どうかしら」

　ヘルネーアはにやにやしていた。

　二人のやりとりを、ナリアはじっと眺めていた。もし感情を自由に表に出してよかったのなら、露骨に口をへの字に曲げていただろう。自分の知らない兄アルメインの一面を、見せられた気がしていたのだ。

　ヘルネーアは後ろに下がる。少年と同じ位置に立った。

　そして跪く。

「では正式に。フィンメルハウゼン王国アルメイン代王、はじめてお目にかかるこちらの方が、バリストン王国国王スイン一世です。このたびは使者として拝謁いたします」

　その言葉と共に、宝石をぶら下げた少年が礼をした。

　少年は十二、三歳で眉び目もく秀しゆう麗れい、幼いが意思の強そうな顔立ちをしていた。しっかりとした物腰は、きちんとした教育を受けてきたことを感じさせる。

　アルメインは驚いた。少年が使者だったことではない。特別な行事があるわけでもないのに、一国の使者として国王が赴くことはないからだ。

　しかも他にもある。

「バリストンの国王は別にいるだろう。レンザック王が」

「父レンザックは昨日この世を去りました。僕は知らせを受け、フィンメルハウゼン王国を訪問する途中で即位したのです」

　ヘルネーアではなく、少年がはっきりとした口調で述べた。つい先ほどまでの目立たない印象とは全く違う。

　彼は焦げ茶色の瞳でアルメインを見つめていた。

「そしてアルメイン代王。あなたは僕の兄です」

「……なんだって？」

「僕は先王ルドニア三世の子でもあるのです」

　思わぬ告白に、アルメインもナリアもまったく声が出なかった。




　しばらくの間、臨時の謁見の間に、沈黙が流れていく。

　アルメインは絶句したまま、ヘルネーアとスインを見つめていた。この二人は果たして正気なのだろうか。バリストンの王のみならず、自分の弟だとは。

　突然のことで理解が追いつかない。眼前で起こっていることがいったいなんなのか、理解するまで時間がかかりそうだ。

　最初に発言したのは、意外なことにナリアだった。

「なにを馬鹿なことを！」

　彼女はたまらず進み出ていた。

「兄上の弟なら、私の弟でもある。父からはこんな年若い弟がいたとは聞いていない」

「馬鹿なことじゃないわ」

　ヘルネーアが応じる。

「ルドニア三世が房事に活発だったことは周知の事実でしょう。あなたたち以外に子供がいることがそんなにおかしい？」

「そう簡単に王の子供が現れてたまるものか。最近の皇統は畑で作られるのか？」

「フィンメルハウゼンなら、それもありうるでしょうねえ」

　ヘルネーアは当然でしょうと言いたげだった。

　彼女の説明には否定しきれない事実がある。アルメインの義父でナリアの実の父であるルドニア三世は、大陸に知らぬものがないほどの女好きであった。気に入った女性を見み初そめては片っ端から后とし、子供を産ませている。ナリアの母は一番目の后で、アルメインの母は七番目の后であった。

　公式には后は九人だが、子供の数はもっと多い。手をつけた女性の数はさらに上回るだろうともっぱらの評判だった。

「僕の母は、ルドニア三世の后ではありません」

　スインが言った。

「以前、バリストン王国のレンザック王がフィンメルハウゼン王国を表敬訪問した際に、妹のララフィーリを連れて行ったのです。ルドニア三世はララフィーリを気に入り、関係を持ちました。そのときできたのが僕です」

　噂程度だが、アルメインもレンザック王のことは知っていた。フィンメルハウゼンの風土と料理が好きで、在位中幾度も訪問している。

　少年は流りゆう暢ちように述べていた。

「レンザック王は一年近くフィンメルハウゼンに滞在していました。だから僕はこの地で生まれたのです。ルドニア三世は母を后にするつもりがあったようですが、廷臣や他のお后が反対されたそうです。バリストンはベールランドの一員ですから、逆に取り込まれると思ったのかもしれません。ともかく母はバリストンへと帰りました。不ふ憫びんに思ったレンザック王は自らの子として僕を扱うことにしたのです」

　説明し終わったスインは「すみませんが、水をいただけませんか」と言った。

　アルメインは飲み物を持ってくるよう命じた。少年の説明は筋が通っている。表敬訪問ならルドニア三世と顔を合わせる機会はあるだろうし、そこで見初められるなんていかにもありそうな話だ。王族という地位も申し分ない。むしろアルメインの母のように、庶民からいきなり后となる方が珍しいくらいである。

　とはいうものの、鵜呑みにするのは早計だ。

「確かにありがちな話だが、はいそうですかと信じるわけにはいかない」

　こう言ったのはナリア。

「証拠もないのに弟として扱えと？」

「でも、事実です」

「スイン殿の母御はなにをしている」

「半年前に世を去りました」

　そしてルドニア三世も、レンザック王すらこの世にはいない。裏付けを取れる人間はどこにもいなかった。

　アルメインはじっとスインを見つめていた。美少年と言ってよい顔立ち。恐らくは華きや奢しやな部類に入るであろう肉体。高貴な血が感じられると言えないこともない。

　本当とも噓とも断言できない。アルメインはルドニア三世の印象がほとんどなかった。連れ子だったこともあり、滅多に見たことがないのである。なのでスインに義父の面おも影かげを見つけることは困難だった。

　彼はしばらく考えた末に、口を開く。

「真っ先に謁見した理由はこのためか？」

　これにはヘルネーアが返事をした。

「ええそう。弟のことを知らせたいと思って」

「なんで君はスイン殿の従者になんてなってるんだ」

「バリストンで仕事をしているときに、偶然会ったのよ。あたしのことを気に入ってくれて、引き立ててくれた。少しは俸給分の仕事をしようって気になるじゃない」

　いかにもヘルネーアらしいとアルメインは思った。額がどうあれ、金の分はきちんと働く女性だ。

　安定感を欠く椅子に座り直す。

「白磁宮殿に連れてくること以外に、仕事があるのか」

「もちろん。それはね、フィンメルハウゼン王位の主張よ」

　はっきりと彼女は口にした。

「スインはあなたの弟でルドニア三世の血縁者。王の椅子に座る資格がある」

「この椅子に座りたいなら、いつだって譲るぞ。ふらふらしてかなわない」

「そんながらくたじゃなくて、玉座よ」

　ヘルネーアの言葉が、臨時の謁見の間に響く。

　彼女はフィンメルハウゼンの王位を要求しているのだ。アルメインとヴィントレーアがいる代王の位に割り込むつもりである。ことによると代王ではなく王そのものに。

　王位継承を定めた法典に年齢による差は明記されていない。先王の子であるなら、誰が王となっても構わないのだ。確かに資格はある。

　だが彼は動どう揺ようしない。ナリアもそうだ。この要求に欠点があると分かっていた。

「俺の弟だろうと別に意味はないだろ。メイドに案内させるから観光して帰ることを勧めるよ」

　アルメインの台詞にヘルネーアは片眉を上げた。

「あら、どうして」

「継承の儀はとっくに終わっているんだ」

　アルメインは続ける。

「ヒルトルート姉さんから代王に指名されたのは、俺を含めて四人。今は二人。もう継承権は発生しない。ヘルネーア、君がなにを企んでいるのかは知らないが、仮に俺の弟であっても、影響力はないぜ」

　アルメインの言葉は完全に正しいものだった。ヒルトルートが定めた継承は終了し、代王は決定されている。次に継承を定めるとしたら、アルメインとヴィントレーアがまず王となって、血縁者を招集するしかないのである。

「そうかしら」

　とヘルネーア。

「あなたの知らない事実があるかもしれないわよ」

「法典を曲げるほど俺は偉えらくないんだ」

「そっちに行ってもいい？」

　彼女は返事を待たずにアルメインへと近づいた。

　ナリアがなにかを言う前に、ヘルネーアはアルメインの足下に跪いた。その姿はなかなか様になっていて、忠誠を誓おうとする騎士にも似ていた。

　アルメインは少し嫌な気分になる。この年の女性に近寄って欲しくない。

　もっと離れるようにと言う前に、ヘルネーアは顔を上げる。

「アルメイン、どうぞあたしをよくご覧になって」

「なにを……」

「さあ」

　その言葉に引き寄せられるように、彼はヘルネーアの顔を見た。

　美しく、どこかナリアに似た顔立ち。雰囲気は騎士一筋だった妹に比べると、野性味に溢あふれている。ウィッタリアで出会ったときとほとんど変わらない。砂漠では本当に頼りになった。

　だが。

「あたしの目、あたしの目をよく見るの」

　ヘルネーアの瞳を覗のぞき込こむ。そこにあるのは深しん淵えん。美しさと狂気が同居した底なしの沼。どろりとした混こん沌とんが横たわっており、彼のことを手招きしている。

　恐怖を感じ、彼は目を逸そらそうとした。だができない。意識ごと摑まれており、覗き込むのを強制されていた。

「あ……」

　この感覚には覚えがある。あのときだ。八年前、寝室に連れ込まれて身体をまさぐられたときと同じ。狂気を孕はらんだ瞳が幼い彼を磔はりつけにしていたのだ。

「ま……さか……」

「分かったようね、アルメイン」

　彼の頭に消え去ったはずの声が響く。

「可か愛わいい雛ひな鳥どり。この女に従うのよ」

　ヒルトルート。死んだはずの姉。この世で一番美しく、一番恐ろしい女性。

　眼前の瞳も声も、ヒルトルートとまったく同じであった。

「噓……だ……」

「従うの。さもないと、もっともっと痛い目に遭あわせるわ」

　彼の身体は石になったように動かない。ヒルトルートの声が、頭の中で反響していた。

　どれくらいの時間が経たっただろうか。すっとヘルネーアは身体を引く。アルメインはそのままだ。

　彼女は礼をした。

「じゃあ謁見を終わります。あたしたちはこれで。なにかあったら連絡を」

　ヘルネーアはスインを促して立ち去った。

　ナリアは二人がいなくなるのを最後まで見守っていた。それからようやく、アルメインが言葉を発していないことに気づく。

「兄上……？」

　彼女の呼びかけにも答えようとしない。アルメインはただ茫然と、座ったままだった。






















　白はく磁じ宮きゆう殿でんで起こった事件は全てとは言わないまでも、多くが噂うわさとなって人の口にのぼる。メイドから庭師に。庭師から料理人に。料理人から出入りの商人に。あとは広がる一方。

　バリストン王国からの使者が年若い国王であり、ルドニア三世の子であると述べたことは極秘とされた。だがどれだけ密閉しても水は漏もれるものであり、場合によっては故意に噂が流されることもある。スインがアルメインと話した後、ヴィントレーアに謁えつ見けんした直後から、白磁宮殿内ではこのことで持ちきりであった。

　アルメインとの会話の内容は、カリーンが厳重に管理したため外には漏れていない。特にヘルネーアとのことについては。だがスインの存在だけは隠しようがなく、リューブルグ市内にも広まろうとしていた。そのため、酒場や辻つじ、貧ひん民みん窟くつに至るまで、ルドニア三世の落おとし胤だね、スインの存在が囁ささやかれることになった。

「一つの王座に二人の代王。そして三人目。これは面おも白しろい」

　不敵な笑みを浮かべたのは宰さい相しようのテルヒム。支持基盤が脆ぜい弱じやくであり、常に権力者の顔色をうかがっている身のため、混乱すればするほど自らを高く売りつけられると考えている。

「仮に本物であれば、ヴィントレーア代王もアルメイン代王も、顔色を悪くするであろう」

「継承はすんでおります」

　エルラニアの言葉を、老人は笑いながら否定する。

「本物であれば世の噂がどうなるかだ。二人の代王も無む下げに扱うことはできん。エルラニア、もっと頭を使え」

　彼女は反論しない。むしろ血縁者よりもバリストン王国の王であることが問題だと思っていたが、口には出さなかった。

「あの少年を白磁宮殿の住人にするのだ。そのために口添えすれば、こちらの価値も高まるというものよ」

　エルラニアは黙って聞いていたが、心の内では懸け念ねんを抱いていた。

（少年とは言え、曲がりなりにもバリストンの王だ。下へ手たをするとフィンメルハウゼンよりも巨大な力を白磁宮殿内に飼うことになる）

　相手はベールランド連合王国の一員である。このことで連合王国がフィンメルハウゼンに影響力をどれだけ強めることになるかもしれない。

　テルヒムもそれくらいのこと分かっているだろう。だが自分の策略でどうにでも操れると考えているのだ。弁説だけで世を渡り、宰相にまでのし上がった男である。フィンメルハウゼン王国を動かすのは自分であるとの自うぬ惚ぼれもある。

　しかしエルラニアの見るところ、さすがの宰相も遠くまで見通せる力が衰えているように思えた。かつて備わっていた洞どう察さつ力りよくはどこかに引っ越し、後あと釜がまを野心のみが占めている。

「エルラニア、陽よう暗あん神しんも陰おん明みよう神しんも、まだわしに力を振るえと言っているかのようだ」

　テルヒムの顔は野心と欲で光っている。

「代王の陰かげに潜ひそんでいたが、それも必要なくなった」

「は……」

「また聖下と話す必要がありそうだ。あの少年も双そう聖せい教きよう信者のはず。双聖教の威光さえあれば、わしに従わせるのは容易たやすいぞ」

「はい」

「準備をせい」

　かしこまりましたとエルラニアは返事をした。

　だが彼女は腹の内で、別なことを考えていた。双聖教信者であってもコットローに従うのだろうか。そもそも信者なのか。第一、なんのためにフィンメルハウゼンを訪問したのだろうか。

（調べた方がいいな……）

　単にそこらを調べるだけでは遅い。もっと手っ取り早い方法を使おう。しかも直接的に、一番確実な手段。

　その結果宰相に、いや王国そのものが非難をこうむっても仕方がない。目的はあいつらに復ふく讐しゆうすることなのだ。あのメイドと、気き位ぐらいの高いローディア騎士。

　エルラニアは欲望の海に浸っているテルヒムを置き、さっさと退出した。




　一方、代王にして国の顔でもある女性は、この事態を馬ば鹿か馬ば鹿かしいものとして捉とらえていた。

「弟が増えたか」

　そう言ったのはヴィントレーアだ。スインから「あなたの弟です」と聞かされたときは、驚くよりも先に冗じよう談だんだと思ったくらいであった。

「我が兄きよう妹だいは女が多い。が、ほとんどは他国に嫁とついでいて王位継承権もない。だがここに来て男か。ハイニル、ノイベク、ガルクト、あと幼少時に死んだ名前も知らない弟。皆死んだ時点で、アルメインしか残っていないはずだった」

　王座への敵は一人しかいないから、彼女も鷹おう揚ように構えていたのである。増えたとなると話が変わってくる。

「隠し子とはな。これ以上出てこないことを祈るが、今いるのも本当に子供とは限らん」

「では偽にせ物ものであると」

　イーレクリスが訊きき返す。ヴィントレーアは頷うなずいた。

「恐らくそうだ。いくら父が漁ぎよ色しよく家かとはいえ、こうもあっさり子種を残したりはしない」

「調べますか」

「そんな必要はない。騙かたりに決まっている」

　彼女の説に裏付けはない。ただの勘かんである。この女性は自らにとって分かりやすい説を好んでいた。

　イーレクリスもそのあたりは承知している。

「ならば、バリストン王は今後どういたします」

「王の血筋を騙るのは重罪だ。牢ろうに放り込め……と言いたいが、バリストン王を即刻断罪するわけにもいくまい。無視しておけ」

「では丁てい重ちような無視を」

「バリストン王に鼠ねずみほどの自尊心でもあるのなら、私に煙けむたがられていることに気づくだろう。この件で、アルメインとも話をする必要がありそうだな」

「肉親を名乗る人間が出てきては、アルメイン代王も心中穏やかではないでしょう」

「なに、あいつもとっくに偽物だと悟さとっているさ。代王が二人とも否定すれば問題はすぐに収まる。ローエルミナ！」

　呼びかけに小柄な女性が姿を見せる。彼女はちらとイーレクリスを見ると、憎々しげな視線を飛ばす。

　無視してヴィントレーアは言った。

「アルメインに会いたいから時間を空けろと言え」

「アルメイン代王は、もうお休みになっているはずです」

　ヴィントレーアは怪け訝げんな表情をする。ついさきほど、暗くなったばかりである。

「こんな早くにか？」

「料理人が言っておりました。なにも召めし上あがらずに床とこについたと」

「……そう見せかけて、なにか裏で工作でもしているのではあるまいな」

　彼女はつい、そう疑った。




　噓うそではない。その日のアルメインは早々に寝台へ入った。

　いつもなら書庫で調べものをするかカリーンに指示を飛ばす。だがそのどちらもせず、食事すら取らなかった。

　横になったといって眠れはしない。瞼まぶたの裏であのできごとが、勝手に再生されていた。

　ヒルトルートは病気で死んだはずだ。臨りん終じゆうまで看み取とったのだ。病気でやつれていた身体からだが、甦よみがえるわけはない。

　だがヒルトルートは死の直前、あの眼光を発していた。獲物を狙ねらうときの恐るべき輝き。欲望を隠そうとしない、爛ただれた眼光。それと同じものが、確かにヘルネーアにはあったのだ。

　彼は身体を震えさせた。あんな瞳ひとみをした人間が二人もいるとは思えない。だとしたら、ヘルネーアにヒルトルートが取とり憑ついているのだろうか。そんなことが可能なのだろうか。

　嫌だ、と思った。あんなことはもう味わいたくない。それほど心に深く傷となっているのだ。忘れようとしても忘れられない出来事。それがまた、現実となってのしかかってくる。しかも意外なところから。

「くそっ……！」

　跳はね起おきた。眠りもなにもあったものじゃない。横になっていたのに息ばかり荒くなり、鼓こ動どうは早くなる一方だった。

　寝台横にある水差しを手に取り、直接口をつけて飲む。水が幾いく条じようも口から垂れた。

　喉のどの渇かわきは癒いえたが、気は晴れない。

　ふと見ると、目の前に浮かぶものがある。臙えん脂じ色いろの宝石。フィンメルハウゼン王国王の証あかし、冥めい玉ぎよくであった。

「なんてこった……」

　口の中でうめく。普段は消えているが、冥玉はときおり姿を現すのだ。彼を見知らぬところへと誘うようにも感じられ、事実なにかが起こる。それは単なる悪夢であったり、人の死であったりする。

　手で冥玉を払おうとした。だが触れることはできない。まるで幻まぼろしだ。存在しているはずなのに、逃れられない幻。

「くそおっ……！」

　彼は叫さけんだ。

「カリーン、カリーン！」

　すぐに寝室の扉が開く。

「お呼びでしょうか」

「スイン一世につけた監視からの報告は」

「ヴィントレーア様に謁見し、それからコットロー聖主と会われたと思われます」

「会談の内容は」

「そこまでは」

「さっさと調べろ！　一つ残らず調べて俺おれに報告するんだ！」

　絶ぜつ叫きようしてから、我に返る。大音声は自身の耳にも届いており、正気に戻すことに役立った。

　カリーンを見て、彼は青ざめた。

「あ……すまない……」

「いえ」

　メイドはいつもと同じ表情をしていた。

「ご気分が優すぐれないのであれば、医師を呼びましょうか」

「いい。どうせ治りゃしないんだ」

　自じ嘲ちようするように言う。

　まるで死んだガルクトみたいだったと彼は思った。粗暴で短気で、すぐに怒ど鳴なる。死んだあの男と血の繋つながりはないが、白磁宮殿に住んでいる以上、どこかで似てしまうのだろうか。

　どうしようもない話だ。そういう血の匂いを消し去りたいがために、代王になったというのに。

　冥玉はまだ消えない。カリーンにこれが見えるかどうか、訊きく気にもなれなかった。

「寝ても起きても悪夢だな……」

「血を克こく服ふくすれば、いずれ安らかにお休みになれます」

「カリーン……座ってくれないか」

　アルメインは言い直した。

「俺の近くに」

　メイドは従った。

　彼は寝台に腰かけており、隣にカリーンが並んで座った。二人はしばらくの間無言でいた。

「カリーン……君は、冥玉と一緒に王に仕えていると言ったな」

「はい」

「王は……俺以外の王もこんなに苦しんだのか」

「……フィンメルハウゼンの王座は楽ではないとは言えます」

　彼女は静かに語る。

「十三王朝の正統な末まつ裔えい。外見上は華やかでも、内実は苦しみと憎しみの連れん鎖さです。王はその重圧から逃れるために独自の解消手段を持つようになります」

「ルドニア三世もそうだったのか？」

「あの方は美しい女性を見かけるたびに后きさきとされていました。それでお分かりいただけるかと」

　どういう意味だと訊き返すまでもなかった。

　ルドニア三世は王位の重圧を解消するため、漁色に走っていたのである。あまり外聞のよいものではなく、ことによっては軽けい蔑べつされるだろう。だがそうしなければならないほど、玉座と冥玉は重いのだ。

　しかもそれによってアルメインの母リノヴァーナは見み初そめられ、彼はこうして代王となっている。運命の縁を感じざるをえない。

「王家の血が奇き癖へきを呼び起こすのか、冥玉がそうさせるのか……」

「どちらが先かはわたくしにも分かりかねます」

　カリーンは答える。アルメインは自嘲的に言った。

「なるほどね。ルドニア三世もそうだった……としても、全然気が晴れねえな」

「ヒルトルート様はほとんど王位の重圧というものを感じておられないようでした。あの方は特別です」

「病気になる前は、冥玉は姉さんが持っていたんだよな」

「はい。結局は病を発せられてしまいましたが、あの方は本当に重圧をものともしておられませんでした。アルメイン様が去られてからは、いっそう政務にのめり込んでおられましたから」

「化物だな」

　思わず呟つぶやく。彼が白磁宮殿から逃げ出してから、ヒルトルートの噂はどこにいても聞こえてきた。その存在感に、身み震ぶるいをしたものである。

　ふと思うことがある。政務にのめり込んでいたとして、あれはどうだったのだろう。アルメインにもおこなおうとしていたこと。

「姉さんの……」

「ご質問の内容がヒルトルート様の性癖でしたら、ほとんどなかったと言えます」

「政治にのめり込んでいたんだったな」

「アルメイン様がいなくなられてから、ご自分を変えられたのかもしれません」

　そうだろうか。むしろ、胸のうちにずっと溜ため込こんでいたとしたらどうだろう。性癖というよりは復讐として。気位の高い姉だ。男を拒きよ絶ぜつしたことがあっても、拒絶された経験はないはず。

　拒こばんだのはアルメインだけ。そのことを死の間際に、彼に告白している。

「姉さんは俺のことを……恨うらんでいるのか」

　メイドは答える。

「愛されておりました。ですが、愛と憎しみはしばしば表裏一体となります」

「じゃあいまだに俺を憎んでいるのか……」

　ヘルネーアの瞳の中にあったあれは、紛まがうかたなき姉のもの。すでにこの世にいないはずなのに、彼の心臓を刺した。

　アルメインは息を吐いた。自分は姉の手のひらで踊らされているのか。

　カリーンがそっと言った。

「代王とは言え、責務は王と同じです。重圧を振り払うのであれば、欲望を解消するのも必要かと」

　彼はきょとんとして訊き返す。

「どういうことだ？」

「娼しよう館かんならリューブルグにもございます」

　一瞬遅れてメイドの言葉を理解し、アルメインは急いで首を振る。

「やめてくれ。ナリアに聞かれたらことだ」

「かつては娼館に暮らしていたこともあったと」

「金がなかったんだ。太ったおばさんの部屋で寝泊まりしていたよ。若い女は俺には無理だからな」

　娼館にも上下がある。彼がいたところは下も下、安酒を飲ませる店の二階にあった。金がないのに加えて、他に行き所がなかったためだ。

「女に近寄るのも大変なのに、娼館なんて」

「わたくしなら平気なはずでは？」

　彼は思わず、カリーンの顔を見返した。

　冗談を言ってるようには見えなかった。滅めつ多たにふざけた言葉など口にしない女性だ。

「俺が……あー、君と……」

「わたくしはアルメイン様に忠誠を誓ちかっております。どのようなことでも受け入れます」

　彼女は美しい。肢し体たいはすらりとしてしなやかで、絵画に出てくるような美女であった。眩まぶしさすら感じることがある。

　そしてアルメインは、彼女の身体になら触れられる。

　ごくりと、喉が鳴った。

「……いや」

　目を逸そらす。

「メイドに手をつけるのは背徳感が強すぎる」

「誰だれにも知られることはありません」

「だとしてもだ」

　彼は座る位置をずらして、カリーンから遠ざかった。

「ありがとう。今日はもういい」

　あえて素っ気ない口調を使う。メイドは立ち上がると頭を下げた。

「……ではわたくしはこれで」

「ああ」

「御用の際は、どうか遠慮なく」

　カリーンは立ち去った。扉が静かに閉められる。

　アルメインはしばらくぼんやりしていたが、思い直して寝台に潜もぐり込こむ。知らないうちに、冥玉は姿を消していた。
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　翌日から、スインは市中に繰り出していた。そう勧すすめたのはヘルネーアだったが、市民にとってはどちらでも同じ。

　ルドニア三世の子供という噂がある中、当の本人が現れたのはリューブルグの市民にとって結構な衝撃であった。しかも市場で買い物をし、値切りもする。年若い少年が商人相手に値段のやりとりをするのは市民にとって微笑ほほえましく、親近感を抱かせるのに充分だった。

「あれがルドニア三世の落とし胤？　可か愛わいいのね」

「買い物してるところが新鮮」

「今までのお高くとまった貴族たちとは違う」

　リューブルグ内にスインの存在は広まっていき、評判も高まる。まだ大きくはないものの「正式な王にしよう」との声もあるくらいであった。

　そんな中、アルメインはヴィントレーアに会った。

　これはヴィントレーアの側から強く申し出たものである。弟が増えた以上、今までの兄姉関係にも影響が出る。白磁宮殿内の大食堂が臨時の会談場所となった。

　食堂に入るなり、護衛役のナリアが目を細める。ヴィントレーアだけではなくテルヒムもそこにいた。

　彼女はカリーンに囁いた。

「なんであの男まで」

「どこからか会談のことを聞いたようです。代王二人が会うのなら、宰相もその場にいなければならぬと」

　メイドの返事に、ナリアは遠慮なく舌打ちする。

「エルラニアが嗅かぎつけたか。兄上、テルヒムに滅多なことは……」

　アルメインは二人の会話を聞いていない。陰いん鬱うつな顔で視線をさまよわせていた。

「兄上、どうなさったのです」

「ん？　ああ。すまない」

「お加減が悪いようですが」

「昨夜眠れなかっただけだ。心配ないよ」

　自分に言い聞かせるようにすると、彼は席に着いた。

　揃そろったところで、まずテルヒムが発言した。

「まずはヴィントレーア代王、アルメイン代王にお集まりいただき、恐悦に存じます。そも今回の会談は、先ごろ我が国を訪れたバリストン王がルドニア三世のお子であると宣言されたことに端を発し、それがしの呼びかけで」

　老人の長口上がはじまりそうになった途端、ヴィントレーアが遮さえぎった。

「馬鹿を言ってるんじゃない。話をしたがったのは私で、お前はそれに乗っただけだ。自分の頭から出たと偽いつわらないでもらおう」

「…………」

「前置きもいらん。スインの処遇をどうするかだ。そこからやるぞ」

　テルヒムは渋々言った。

「は……ではスイン殿が本当に故ルドニア三世のお子であるかどうか」

「偽物に決まってる」

　吐き捨てるようにヴィントレーアは言った。

「父が死んでからのこのこ出てくるのが証拠だ。王座への欲が出たのだろう。そんな下らんことより、もう少し実のあることを言ったらどうだ」

　罵ば声せいを浴びせられ、テルヒムの皺しわだらけの顔が赤くなる。宰相はもぐもぐと口を動かした。

「スイン殿を今後我が国で、どのように処遇するか」

「追い出せ」

　彼女は言い切った。

「バリストン王国に帰せばいい。それでおしまいだ」

「しかし、あの方はバリストンの王であり使者です。簡単に帰ってもらうわけには」

「なら首に縄でもつけて引っ張ればいい」

「なんと。乱暴すぎます」

　テルヒムが目を剝むいた。

「他国の王にそのようなことをしては見識が問われます。ここはしばらく我が国に滞在してもらった方が」

「金と時間の無む駄だだ。病に冒おかされた鼠を放置したら一家揃って罹り病びようするぞ。追い出すべきだ。それともスインにいてもらった方が、テルヒムには好都合か」

「なっ、なにをおっしゃる」

　皮肉による屈くつ辱じよくよりも、言葉の正しさによってテルヒムは狼ろう狽ばいした。

「ヴィントレーア代王のやりようは野や蛮ばんすぎると申しておるのです。およそ文明人とは思えぬやり方。そのようなことでは他国からも軽蔑されます」

「お前が気にしているのは他国ではなく宰相の椅い子すだろう」

「それがしは常に王国の将来を案じております。スイン殿をないがしろにしては、ベールランド連合王国からも抗議が来るでしょう」

「だったら軍を動員して一戦交えるまでだ」

　彼女は言い切る。兵数の多た寡かは問題ではない。戦って決意を見せるべきだと主張していた。

　テルヒムは口の端から泡を吹きそうになっている。

「そんなことをしてなんになるのです！　グーゼルホーフとも戦端を開きそうになったばかりというのに、もう他国と戦うのですか」

「お前の欲望に付き合う義理はないと言ってるだけだ」

「それがしを侮ぶ辱じよくするおつもりですか！」

「事実が侮辱になるのならな」

　ヴィントレーアはテルヒムを嫌っている。というより、武官以外を軽蔑していると言っていい。戦場で戦った経験のないものは軟なん弱じやくすぎて話にならぬというのが、かねてよりの主張であった。

　テルヒムとしてはそこが物騒で仕方がない。ただ欲望に関してはヴィントレーアの言っていることは外れていなかった。

「万が一スイン殿が本当に弟おとうと御ごであった場合、どうするのです」

「同じように追い出せばいい」

「それが乱暴だというのです！」

「乱暴なのはお前の欲だ」












　了りよう簡けんを見み透すかされている上、高圧的な物言いにテルヒムは口をぱくぱくさせるだけだった。このままスインが追い出されると手駒が減るとの考えが透けて見えるほどだ。

「……ア、アルメイン代王はどうお考えか」

　テルヒムから話を振られ、彼は顔を上げた。

「アルメイン代王もスイン殿をバリストン王国に帰した方がよいと思われるのか」

　その言葉への返答は、恐らくヴィントレーアが予想していないものであった。

「いや……ここに留めた方がいい」

「おお」

　テルヒムの顔が明るくなる。ヴィントレーアは驚いた。

「正気か？　どんな意味がある」

「もしかしたら本当にルドニア三世の子供かもしれない」

「それは私たちの弟という意味だぞ？」

「そう言っているよ」

　彼はこめかみを押さえていた。痛みが広がっている。瞼の裏にはヘルネーアのあの目つき。

　ヴィントレーアが馬鹿にした視線を浴びせた。

「どうしてそう言い切れる」

「言い切っていない……可能性の話だ」

「同じだ。代王の口から出る言葉は軽いものではないぞ」

　彼女の台詞せりふは正しい。公おおやけの場のなにげないひとことが、戦争の発端となることもありうるのだ。ましてやこの集まりは公式であり、宰相まで参加している。

　まばたきをするアルメイン。

「分かってるよ」

「ならば訂てい正せいしろ」

「それはできない。俺たちの弟なら見捨てられない。肉親だろう」

「そんなことは決まっていない。どこにも証拠はないのだ」

「偽物だって証拠もない。だったら弟かも……」

「ふざけるな！」

　ヴィントレーアが机を叩たたく。高い天てん井じようにまで音は響いた。

「まあまあお二人とも」

　テルヒムが口を挟はさむ。

「このテルヒム、アルメイン代王のお言葉に感かん銘めいを受けました。弟御の事を気き遣づかう姿勢、さすがは歴史ある王家の一員です。ルドニア三世のご子息である以上、疎おろそかに扱うことはできますまい」

　ヴィントレーアがじろりと睨にらむ。

「嬉うれしそうだな」

「王家に関わることですので」

「昔庭で見た蛙かえるに似てる。皺の寄り方がそっくりだ。鳴き声もさぞかし似てるだろうよ」

　彼女は立ち上がった。

「こんな茶番はおしまいだ」

「アルメイン代王が認められた以上、スイン殿を無理矢理帰すわけにはいきませんぞ」

「勝手にするがいい。私は認めん」

「認める認めないの問題ではありません」

「いずれスインは怯おびえて国へ帰るようになる。あるいは、死ぬか。後者の可能性が高いぞ。よく覚えておけ」

　ヴィントレーアは荒々しく席を蹴け立たてて大食堂から退出した。憤ふん激げきが床から伝わってくるようであった。

　テルヒムがにやにやしながらアルメインを見る。

「さすがはアルメイン代王、ヴィントレーア代王の言葉にも屈しない心は王者の風格です。ヴィントレーア代王は軍を掌しよう握あくしておりますが、なに、このテルヒムがついております。それがしの助言があればどのような困難をも乗り越えられるでしょう」

　老人は誇ったように喋しやべり続つづける。しかし彼はうつむいたままだった。

　再びまばたきをした。額から脂汗が流れる。

　無言で立ち上がる。

「兄上……」

　ナリアが心配そうに声をかける。彼の足下はふらついている。

　そこにカリーンが手を差し出した。

「お手を」

「……ああ、すまない」

　アルメインはカリーンを支えにして歩く。不快感が徐々に和やわらいでいった。

「カリーン、スインのことを調べてくれ。重点的にだ。あと、もう少しこのまま支えてもらえるか」

「かしこまりました。どちらのご命令も、お心のままに」

　その後ろ姿をこわばった目つきでナリアが見つめていたが、彼は気づくことができなかった。




（あのメイドは、また……）

　ナリアは心の中で呟いた。

（よくも兄上にあのようなことを……）

　本来なら口に出して詰め寄り、即座に引ひき剝はがしてやりたいところだ。だが相手はアルメインが信頼しているメイド。単にふらついているのを介かい助じよしているようにしか見えない。ナリアはローディア大陸の騎士として、なにより妹として嫉しつ妬とを抑えなければならなかった。

　彼女はむかむかしている気持ちを紛まぎらわせようと、大食堂から出て、意味もなく宮殿内を歩きまわった。

　自分でも無意味なことをしているとは分かっている。こうでもしなければアルメインの側そばにいられないのだ。護衛役失格かもしれないが、自らの心をなだめるしかない。

　それにしてもと彼女は思う。以前も二人の指先が触れていたが、今度は手と手だ。かなり露骨に取り合っていた。

「私は……いつになったら兄上と、ああできるのだろう……」

　無意識のうちに口に出る。幸い周囲に人はいない。

「ずっとでなくてもいい。一瞬でも……」

　それは噓であった。本当はずっと手を取り合い、共に過ごしたいのだ。彼女とて理想の家庭生活くらい夢想する。剣に頼らない人生。良人を持ち、子を産んで、幸せな人生を歩みたい。

　その相手は自分の兄以外、考えたこともない。

　ナリアはそこまで空想すると、一人で赤面した。またやってしまった。血が繋がっていないとはいえ兄妹。夫婦になるとは人じん倫りんにも双聖教の教義にももとる。我ながらなにを考えているのだろう。

　ふと顔を上げる。知らずしらずのうちに宮殿の、今まであまり近寄ったことのない場所に来ていた。

　中庭の近くだ。元々長兄のハイニルがこのあたりを使用しており、病弱だった彼の無ぶ聊りようを慰なぐさめるべく、様々な絵画や彫刻が配されていた。

「今はヴィントレーア姉様が使っているはずだな……」

　その姉の姿が視界の端にあった。

　寝室の前にいる。あの赤毛は見間違えようがない。ヴィントレーアだけではなく、横に女性がいた。

（確か……イーレクリスだったか）

　ヴィントレーアが扉を開け、イーレクリスに手を伸ばす。イーレクリスは貴族にかしずく夫人のように、優ゆう雅がにその手を取った。

　二人の姿は寝室内に消える。軍ぐん務む卿きようと部下というにはあまりにも親密な光景に、ナリアは唖あ然ぜんとする。

（なんだあの二人は……）

　彼女の心に、ある考えが浮かんでくる。ヴィントレーアは各所から求婚されているが、独身を貫いている。軍と共に生きることを誓ったからだと噂されていた。だがもしかすると、違う理由があるのでは。

　ナリアの心に様々な感情が渦うずとなって回転する。

　彼女にも好奇心はある。だが騎士としての誇りと倫理観のため、覗のぞき見みのような行為は極力押し殺してきた。それはナリアにとって「軽蔑すべきこと」だったのである。

　だが今は、どうしても興味が先に立っていた。それほど日頃のヴィントレーアとは思えない行為であり、ナリアの好奇心を刺激したのである。

　不意に彼女は、近くの物置に丈夫な縄があることを思い出す。すぐに取りに向かった。

　持ってきた縄を手に、階上へ移動する。その真下がヴィントレーアの寝室である。

　張り出した露台バルコニーの手すりに縄を結わえ付け、下へ垂らす。ナリアは縄を摑つかむと、ゆっくりと下りていった。

　幸い目撃している者はいない。ヴィントレーアが使っている一角であるため、使用人たちも用のない限り畏おそれて近寄らないのだ。なので縄にぶら下がっているナリアは誰からも見咎められることはなかった。

（私はなにをしているんだ……）

　自分でもどうしてこんなことをしているのか、分からない。これではまるでカリーンのようではないか。騎士の身で覗き見をしようとするなんて。

　だが心に湧わき上あがった疑念を確認するには、これしかないのも確かだった。

　窓の横まで下りる。確認するまでもなく、ヴィントレーアの寝室だ。ナリアはそのすぐ外にいる。

　壁はつるつるしているため足がかりがない。それでも苦労しながら窓に接近する。慎しん重ちように内部をうかがった。

　窓越しにヴィントレーアの姿が見える。その横には。

（イーレクリス……！）

　声を出さないよう大変な苦労がいった。二人は寝台に倒れ込んでいたのである。なにを意味しているのかナリアにも一瞬で理解できた。隻せき眼がんの勇ゆう将しようと謳うたわれた姉が、どうして頑かたくなに良人を持たないのかも。

　嫌けん悪お感かんよりも、はるかに大きな衝撃が彼女を包んでいた。

（姉はこんなことを……）

　縄を摑む手が汗で滲にじむ。

　このことを他の人間は知っているのだろうか。それとも自分だけか。そして知ってしまった事実を、どうしたらいいのだろうか。

　今のナリアには、とうてい結論を出すことができなかった。
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　翌朝。

　寝台でまどろんでいたアルメインは、扉を叩く音で起こされた。

　いつもなら朝食の支し度たくができたとの合図だが、今朝は違った。なぜなら、すぐに扉が開いて、小柄な少女が飛び込んできたからだ。

「お兄様、おはようございます」

　メーニカだった。彼女は無邪気な笑みを浮かべて、寝台の上に飛び乗ってきた。

　アルメインもつい微笑む。

「やあ、おはよう」

「今日はメーニカが一番最初にお兄様に会えましたわ。いつもはどうしてもメイドが先になってしまってます」

「カリーンの部下が、食事を持ってくるからな」

　しばしばカリーン自身も食事を運んでくる。毒への対策もあり、カリーンは料理も部下に作らせていた。彼女自身が作ることもあるという。

　メーニカは頰ほおを膨らませる。

「あのメイドはいつもお兄様にくっついています。メーニカならもっともっと上手じようずに料理しますわ」

「練習をしてからだな」

　メーニカは寝台の上で向きを変え、上うわ掛がけの下に潜り込んだ。横になる。

　アルメインの手を取った。

「お兄様の手は温かいのですね」

「そうか？」

「はい。メーニカはどうですか」

「温かいよ」

「あのメイドよりもですか？」

　彼は「どうなんだろうな」と返事をした。どうしてメーニカがカリーンとのことを承知しているかにまでは、考えが及んでいない。年若い妹はアルメインにとって癒やしにはなっても警戒することはなく、調べることもなかった。

　メーニカ自身も心中の悋りん気きを表に出したりはしない。

「お兄様、今日はなにをなさるのです？」

「客に会いに行く」

「あら、ひょっとしたら兄きよう姉だいが増えたことですか」

　アルメインは妹の顔を見る。

「なんだ、知っていたのか」

「皆、噂しております。その方はおいくつなのですか」

「十三のはずだ」

「ならば年上なのですね」

　とメーニカは答えたが、それ以上は関心を示していない。アルメインは意外に思った。

「ひょっとしたらメーニカに兄が増えたのかもしれないんだぞ」

　妹はくすりとする。

「兄だなんてあり得ませんわ。お兄様だって本当は信じておられないのでしょう？　兄姉が増えてもいいことありませんもの」

　彼は時々、この年若い少女が発する才気に驚くことがある。なにも知らない年齢と立場のはずなのに、事象を正確に捉えているのだ。

「……メーニカは賢い」

「お兄様にそう言っていただくのが、メーニカにとっての幸せです。メイドよりもナリアお姉様よりも、賢くありたいと思っています」

「目標があるのはいいことだ」

「それに、お兄様を好いているのはメーニカが一番だと思っていますから」

　メーニカは目をつむった。

　アルメインは寝息を立ててしまった妹の髪を、ゆっくりと撫なでた。白磁宮殿内で心を許し、触れることのできる数少ない女性だ。それだけでも充分だ。

　彼はメーニカを起こさないよう、そっと寝台を抜け出す。音を立てないよう支度をして部屋から出た。

　アルメインは彼女の「好いている」という言葉を兄妹愛だと受け止めていた。彼だけではなく、耳にした人間が百人いたら、全員そう考えるだろう。

　だがメーニカにとっては違う。文字通りなのだ。彼女は兄を愛している。血の繋がりも関係なく。

　寝室を訪れたのも兄と会話がしたかっただけではない。寝台の香りを味わいたかったからだ。兄の雰囲気、匂いの全てを愛していた。

　だから寝てはいなかった。寝たふりをしていた。そしてアルメインがいなくなってから、寝台で思う存分味わった。

（ふふっ……ナリアお姉様もカリーンも、こんなこと絶対にできないでしょうね）

　年若い少女は上掛けを頭まで被かぶり、含み笑いをする。それから指をゆっくり下腹部に伸ばした。




　アルメインは白磁宮殿の客間へ向かっていた。外国からの賓ひん客きやくは、二階にある眺めのいい部屋に逗とう留りゆうする。

　ナリアも一緒にいたが、この妹はどこか上の空なところがあった。

「具合でも悪いのか？」

　訊いてみたが、即座に否定される。

「いいえ。兄上こそ、昨日は足下が危うかったみたいですが、大丈夫でしたか」

「もう治った。気のせいだと思うようにした」

「私もです」

「え？」

「昨日私が目撃したことは、きっと気のせいです」

　二人は客室に着く。扉を叩くと「どうぞ」と声が返ってきた。

　中に入る。賓客向けだから内装は豪ごう奢しやだ。布には全て金糸による装飾が施され、壁には風景画が飾られている。暖色系の色が多く使われており、ベールランド連合王国内で買い求められたものだった。銀食器はことごとく磨かれてぴかぴかに光っている。

　中央にヘルネーアがいた。スインの姿は見えない。

　彼女は微笑んだ。

「あら、いらっしゃい。どうしたの、疲れた顔して」

「君たちの滞在は許可された」

「それはスインがルドニア三世の子供だって認めたということかしら」

「……今のところは、否定しない」

　アルメインの台詞にヘルネーアの顔が輝く。

「ありがと。さすがは相棒ね」

「元、だろう」

「元でも相棒は相棒よ」

　ヘルネーアは革張りの椅子に腰かける。二人にも勧めた。

「座ったら？」

「いらない」

　アルメインは彼女の元へ近寄った。

「目的はなんだ」

「なんのこと」

「俺にスインを弟だと認めさせただろう。なんのためだ」

「だって彼に雇やとわれたから」

「君が金だけの理由でこんな大それたことをするものか。他にも目的があるんだろう。それとも……姉さんの指示か」

　背後のナリアが不審そうにするのが分かった。彼は気に留めずヘルネーアの目を覗き込む。

　そこにあの輝きは見受けられない。砂漠で行動を共にした女性のものだった。

　ヘルネーアが苦笑する。

「あら、あたしを口く説どく気？」

「妙なこと言わないでくれ」

「こんなにあたしに近寄るなんて、狭せまい洞どう窟くつの中で一晩過ごして以来ねえ」

「あれは苦しかった。女は苦手だ」

「あのときも、あたしが女嫌いを克服させてあげるって言ったのに」

「余計なお世話だ」

　彼女から離れる。ヒルトルートの影は感じられなかった。

「慈じ悲ひからスインを助けてるのか？　君らしくもない」

「あの子可か哀わい相そうなのよ。小さい頃は他の兄姉からいじめられたんだって。上がみんな死んでいなくなったから、後継になれたけど」

「どこかで聞いたような話だ」

「だから優しい兄姉を求めているのかもね」

　ヘルネーアはアルメインとナリアの二人を眺めていた。

　分からないでもない。彼も優しくて美しい姉に憧あこがれていた。感受性の強い時期ならなおのことそうだ。あとで手痛い思いをするわけだが。

「君はいつまでスインにくっついている気だ」

「あたしは随ずい行こう員いんよ。雇われ続けている間は」

　彼女は立ち上がる。自分からアルメインに近寄った。

「でもあなたがいてくれって言うなら、いつまでもここにいてもいいわ」

　にこやかに笑う。あのときのいびつな瞳は見られない。

　かちゃりと音がして、二人の間に剣が割り込んだ。

　ナリアが長剣を腰から外し、アルメインとヘルネーアを分けたのだ。鞘さやに収めたまま、柄つかの部分を前に突き出しているのは殺意がないことを示すため。

　ただし言葉には怒気が混じっている。

「戯ざれ言ごとを弄ろうするな。兄上をなんだと思っている」

　面白そうな表情をするヘルネーア。

「あたしの相棒だった」

「今は我が国の代王だ」

「あたしから見れば昔のままのアルメインよ」

「兄上には敬称を付けてもらおう」

「あら、妹さん嫉妬してるの？」

　一瞬ナリアの顔は赤くなり、ついで険しくなった。

「不ぶ躾しつけな言葉を続けるのなら、この剣を鞘から抜いてもかまわんぞ」

「それは勘かん弁べん」

　ヘルネーアは一歩下がる。アルメインから離れるのを確認してから、ナリアは剣を引いた。

「これ以上兄上に失礼な態度を取るのであれば、次は斬きる」

「あたしが失礼な態度を取っているのは、どっちかといえばあなたねえ」

　ナリアは目を細め、自分より年上の女性を睨み付けた。

　一方アルメインは、二人が争っている間中、ずっと観察をしていた。それもヘルネーアを。

　彼女の瞳の中にヒルトルートの気配は感じられない。臨時の謁見の間で目撃した、恐ろしくも不気味な気配。自分と二人きりになったときの、姉の欲望剝き出しの雰囲気はどこにも見受けられなかった。

　ほっとしたが、ではあのときのことはなんだったのか。単なる気のせいで、疲労が自分に悪夢を見せたのだろうか。

（あの一回だけであってくれ）

　ふと気づいた。室内に、肝かん心じんの人物がいない。

「スインはどこだ？」

「外で散歩中。あまり部屋に閉じこもってばかりだと息が詰まるんだって、そこから見えるわよ」

　ヘルネーアが窓を指す。

　窓から見下ろすと、ちょうど真下を少年が歩いていた。日の光に金髪が輝き、なかなか幻想的な光景となっている。

　顔を引っ込めようとして、気がついた。

　奥の繁しげみが不自然なざわつき方をしている。風に揺れているのではなく、なにものかが潜んでいるような動き。

「スイン！」

　アルメインは叫ぶ。少年は最初に彼を見て、次いで繁みを見た。

　そこから剣を手にした男が二人、飛び出してくる。刃は真まっ直すぐにスインを狙っていた。

「危ない！」

　注意を促うながすがそれ以上はどうにもならない。襲撃者はこちらが手出しが不可能だと知って襲おうとしている。

　別の声がした。

「兄上、どいてください！」

　ナリアが叫ぶ。慌ててどいたアルメインに目もくれず、彼女は窓から飛び降りた。

　ナリアは着地と同時に長剣を抜く。

「兄上の目の前での狼ろう藉ぜきは許さん！」

　スインの前に出ると剣を振る。長剣と長剣がぶつかり、金属音が響いた。

　ナリアが手首をひねる。暗殺者の剣は弾かれ、地面に転がる。武器を失った男を蹴飛ばしてもう一人と対たい峙じ。

　残った一人は筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男であった。鍛きたえられた体たい軀くと巨大な武器。暗殺者にしては大柄。

　男が言葉にならない叫びを上げる。意味はなく、威い嚇かくのための大音声だ。

　が、ナリアは平然と受け止めた。むしろ先手を取る好機と捉えた。

　相手の動き出しを待たない。足を踏み込むと真横に薙なぎ払はらう。男の服が切れ、血が滲む。怒りにまかせて振り下ろされる剣をかわし、さらに斬りつけた。

　男の武器が地面に転り、彼の手首からは血が流れていた。

　ナリアは再び剣を構える。

「手加減したが、まだやるつもりなら、容よう赦しやはしない」

　気合いのこもった台詞を聞き、二人の男は無言になる。やがて後ろを向き、走って逃げていった。

　ナリアは剣を収める。ようやく下りてきたアルメインとヘルネーアが、スインを気遣った。

「怪け我がは？」

　アルメインがスインを起こす。

「大丈夫です。ありがとうございます」

「礼なら俺の妹に」

　スインはナリアに礼をした。

「兄上」

　その妹は、アルメインを手招きした。

「これをご覧ください。ここを」

　彼女は襲撃者が捨てていった剣を手にしていた。柄えの部分を指さす。

　小さいが、横向きの狼おおかみが刻まれていた。

「王国の国軍の印です。我が国の工房で作られた武器かと」

「じゃああいつらは兵士なのか？」

「姉上の部下です」

　軍を統とう括かつしているのはヴィントレーアである。宮殿の庭に潜んでいたことといい、ヴィントレーアが関与しているのは明らかであった。

「いざとなったら排除するって言ってたからな」

「宮殿近くには兵舎があります。スイン殿を宮殿内に留めない方がよいのでは」

　白磁宮殿内への武器の持ち込みは厳しく制限されるが、ヴィントレーアならいくらでも可能だ。多くの兵を武装したまま送り込むこともできるだろう。それを承知で守ることは困難を伴う。

　だがアルメインはすぐには妹の提案に乗らなかった。

「兄上、どうなさいました」

　彼はその言葉には返事をせず、一瞬ヘルネーアを見た。それからスインに言う。

「残念だがここは危険だ。スイン、別のところに移った方がいい」

「いえ、平気です」

「命を狙われるぞ」

「僕を狙う人間がいれば、僕を生かそうとする人間もいるはずです。運がよければその人たちが防いでくれます。それに、僕は王です。二か国の王。これくらいで死ぬようなら、その程度の運命だったと思うしかありません」

「生命は保証できないぞ」

「大丈夫です。それに兄さん……さっき、躊躇ためらいませんでした？」

　答えなかったが、図星だった。アルメインは少しの間、スインの命を天てん秤びんにかけたのである。スインが死ぬことで生じる利益と生かしておくことで生じる利益。死ねば悩みの種の多くが消える。

　だがヘルネーアに目が行ったことで見捨てることはできなくなった。彼女の瞳は元のままだったが、彼の心に呪じゆ縛ばくとなって残っていたのである。

　スインは微笑む。

「いいんです。でも僕はあなたの弟で、王の資格があります。これくらいの試練は乗り越えないと」

「…………」

「それと兄さん、今度ゆっくりお茶でも飲みませんか」

「今でもいいぞ」

「二人きりがいいですね。あとでヘルネーアに連絡させます」

　スインはヘルネーアを伴い、自室に戻っていく。

　アルメインは舌打ちしようとして思いとどまった。今ここでするのは、さすがにみっともない。

　代わりに妹に命じた。

「ナリア、一緒に来てくれ」

「どちらへ」

「姉さんのところだ」

　返事を待たずに、彼は駆けだした。




　白磁宮殿の反対側は軍の集結地であり、すこし離れた場所に兵の宿舎がある。どちらも王家の所有物。

　宿舎のすぐ側に、小こ綺ぎ麗れいな建物がある。そこは一種の執務室で、白磁宮殿守備の責を負っている近この衛え衛えい視しと兵士の指揮官が詰めていた。将軍府と呼ばれることもあった。

　つい数日前までは近衛衛視の指揮官がいたが、今は兵の指揮官が兼務している。それはヴィントレーアであった。

　アルメインはここに姉がいるとあたりをつけていた。

「ヴィントレーア姉さん！」

　彼は扉を開けるなり、大声で呼ぶ。後ろにはナリアもいる。

「いるんだろ、姉さん」

　室内にいた数名の将校が剣に手をかけながら立ち上がる。それを見たナリアが兄を守ろうと進み出る。

　アルメインは無視し、もう一度言う。

「姉さん！」

「やめろ、騒々しい」

　階段からヴィントレーアが下りてきた。

「なんの用だ。こんなところに来るとは珍めずらしい」

「用件くらい分かるだろう」

　彼の言葉を聞き、ヴィントレーアは隻眼で将校たちに目配せした。彼らは柄から手を離し、外に出て行く。

　中は三人だけになった。

「アルメイン、これは正式の会談ではないから書記はいない。ここでの話をあとで持ち出されても私は否定する」

　姉の言葉にアルメインは頷く。

「いいだろう」

「それで、お前はなにが不満なのだ」

「どうしてスインを殺そうとしたんだ」

「肯こう定ていも否定もしない」

　ヴィントレーアは簡素な椅子に腰を下ろす。アルメインにも勧める。

「俺は肯定と受け取るよ」

「だがこれ以上代王の座を増やしても仕方ない」

「やり方が乱暴すぎる」

「簡潔にかつ効率よくおこなうのが私の主義だ」

「スインはバリストン王でもあるんだ。白磁宮殿で殺されたなんてことがベールランド連合王国に知られたら、兵を送ってくるぞ」

「そうなったら戦えばいい。ベールランド兵に負けはしない」

　自信ありげにヴィントレーアが言う。彼女は自らが鍛えた兵がベールランド連合王国の兵に劣おとっているとは、まったく考えていなかった。

　それでは駄だ目めだとアルメインは思っている。南西のベールランドと戦端を開いたら、北のグーゼルホーフが喜んで介入してくるだろう。ヴィントレーアがどんな名将であっても、身体が二つない以上、南北両方で戦うことはできない。

　あるいは親切を装い、「ベールランドを追い出すための手伝いをしよう」と言ってきたらどうするのか。そのためにレンデン市に軍を駐ちゆう屯とんさせると言い出したら。侵略意図を露あらわにしていないだけに、余計厄やつ介かいだ。

　だがこの姉に説明しても、耳を貸そうとしないどころか笑い飛ばすだろう。「負ける戦を勝てる戦にする」というのが、彼女の主義だ。

　これまではそれでうまくいくこともあった。が、今は南北の大国が同時にうかがっており、自国の体力は数年前に比べても落ちているのである。

「用意が整うまで戦わない方がいい」

　アルメインの言葉に、ヴィントレーアは当然反論する。

「その用意とやらはいつ整う。じり貧よりも、兵が元気なうちに戦った方が得策だ」

「負けたら意味がないだろう」

「スインを殺せば戦争になる。では殺さなければ戦争にならないのか」

「そう……とも言い切れないけど」

　アルメインの言葉が曖あい昧まいなものになった。ベールランドがなにかと口実をつけては介入する可能性は充分にあった。

「だったら殺した方が手っ取り早い。それとも」

　ヴィントレーアの隻眼が鋭くなった。

「情でも湧いたか。本当に弟だと確信したか」

「……よく分からない」

　脳裏にまた、ヘルネーアの瞳が浮かぶ。

「……姉さんは、ヒルトルート姉さんに逆らえた？」

　ヴィントレーアが怪訝な顔をする。

「なにを言い出す。あの姉に逆らえた人間がいるのか？」

　アルメインは、口を幾度かぱくぱくさせ、ようやく声を出した。

「……逆らって逃げ出した人間もいるんだ。今、代だい償しようを払わされている。スインが弟だってことを否定できないようにね……」

　彼はそれだけを喉から絞しぼり出だした。

　眼前の姉は、余計分からないという顔をしていた。ナリアもまた、不審そうにしている。

　外から扉を叩く音がする。将校が入ってくると、一直線にヴィントレーアの元へと向かい、耳打ちした。

　彼女は幾度か頷く。

「アルメイン、お前のところから使いが来た」

　珍しいことに、彼女の隻眼がちょっと困ったように見えた。

「使いは構わんが、もっと身分の高いものにさせるべきだ」

　アルメインとナリアは頭上に疑問符を浮かべたが、すぐに理由が分かった。

　入ってきたのはカリーンであった。

「アルメイン様にお伝えしたいことがあります」

　メイドはいかにも丁てい寧ねいな言葉遣いをする。ヴィントレーアとその部下たちは、カリーンをただのメイドだと思っていた。そのため、重要な伝号を持ってきたことを不思議そうに見ている。

「こちらで申してもよろしいでしょうか」

「いいよ」

「スイン様がテーアドーラ大聖堂に向かったそうです」

「早い。なにをしに？」

「そこまでは」

「……分かった。下がっていいよ」

　カリーンは礼をして将軍府から出ていく。

　ヴィントレーアは吐き捨てるように言った。

「こうしているうちに、弟とやらは手を打ち出したようだな。アルメイン、連中と手を組む気はあるか？」

「どうだろう」

　姉の隻眼は、即座に色が変わる。

「ふざけた返事は止やめた方がいい。もし連中と手を組むようなことがあれば、刃やいばを振るうぞ。相手が弟でもだ」

「ヴィントレーア姉さんの恐ろしさは身に染みているよ」

「結構。我が玉座への道を阻はばまなければ、お前も長生きができる」

　アルメインは答えない。彼とて心中で期していることはあるのだ。

　それは王になること。だがこの姉も野心を隠していない。スインと共に、フィンメルハウゼンの玉座の前に立たち塞ふさがっていた。




　スインを乗せた馬車はテーアドーラ大聖堂への道を、ゆっくりと進んでいた。

　馬車の側面には、バリストン王国の紋もん章しようである鹿の角が鮮やかに描かれている。それは新しく描かれたもので、目立たせるためのものであった。

　事実、目にした人たちはこう噂していた。

「バリストンの王はやっぱり先王の子なのかねえ」

「大聖堂に行くのも、代王たちの弟だってことを告げるためだろう」

「聖主も認めるんだってさ」

　これらの噂話は野の火びのように広がっていく。無論スインとヘルネーアはこうなるように、わざとゆっくり向かっているのだ。

　特に熱心な双聖教信者には、革命的な出来事が起きるとの根拠なき確信が高まっていた。双聖教の教義は禁きん忌きが多いが、大変緩ゆるく解釈されている場合が多い。教義を第一に信しん奉ぽうし、ローディア大陸唯ゆい一いつの宗教にせねばと思っている人たちにとって、信徒たちを引き締める好機でもあるのだ。

　馬車がテーアドーラ大聖堂前に到着する。わざわざ人が多いところに停まったのも、また計算のうち。

　年若い王を一目見ようと群衆が群がり、それをどかすようにして扉が開き、スインが下りる。黄色い歓声すら上がった。

　少年王というのは、ただでさえ注目を集めやすい。それが自国の血縁であるならなおのことだ。

「スイン一世、赤ん坊に祝福を」

「双聖教を救ってください」

　スインは直接には答えず、にこやかに手を振りながら大聖堂内部へ向かった。

　ヘルネーアが先導する。大聖堂の中の特別室へと二人は通された。

　そこで待っていたのはコットローとテルヒムだった。隅にはエルラニア。

　少年は入るなり、礼儀正しく膝ひざを突いた。

「コットロー聖主、ようやくお会いできました。大変光栄に感じます」

「おお、スイン一世。ささ、こちらへ」

　コットローが椅子に座ったまま手招きをした。一国の王が自分に礼を尽くす光景は、彼の自尊心を充分以上に満足させる。

「我らが双神へのその態度、実に見上げたものだ」

「聖下は陽暗神と陰明神の代理人。当然のことです」

「うむ。だがここには我らしかいない。そんなに畏かしこまらずとも、神は許してくださる」

　コットローは立ち上がるように促した。だが椅子は勧めない。この場で座っているのは、彼自身だけだった。

　スインはコットローと正対した。

「では、聖下。私のお願いを聞いていただきたく」

「申してみよ」

「この身はバリストンの王ではありますが、フィンメルハウゼン王家の血族でもあります。ですが代王はそのことを認めようとはしません。アルメイン代王はまだ認めてくれているのですが、ヴィントレーア代王は相手にしてくれることもなく」

「ふむ。神も哀あわれみなさることであろう」

「ぜひともこのスインに、ルドニア三世の子であるとのお墨すみ付つきをいただきたいのです。聖下のお言葉なら代王も無視はできず、民衆も納得するでしょう」

「なんと大それた願い」

　コットローはテルヒムをちらりと見た。宰相は咳せき払ばらいをして言う。

「ヒルトルート代王から継承を受けた血縁者は四人。うち一人はすでに亡く、一人は病を発して代王位を返上なされた。スイン殿はその中に加わるおつもりか」

「ルドニア三世の落とし子でありますが故」

　スインの受け答えは堂々としている。自らの正しさを微み塵じんも疑っていないようであった。

　テルヒムは顎あごを撫でる。

「しかし今から認めるとなると、反発も強いであろう」

「そうであるからこそ、聖下のお言葉が必要なのです。また、宰相閣かつ下かにも口添えをいただければ、反対する声も小さくなります」

「ふむ。可能ではある」

　宰相は返事をする。近頃は軽んじられているテルヒムだが、肩書きは充分に効果を発揮する。特に他国に向けた場合は。

　さらに双聖教の聖主が認めたとなれば信しん憑ぴよう性せいが増す。ローディア大陸でもっとも人口に膾かい炙しやした宗教であるのだ。

　テルヒムはコットローに訊く。

「いかがなされましょう、聖下」

「話は分かったが、余はどのように発表すればよいのだ」

「ヴィントレーア代王の母上は、グーゼルホーフ出身と聞きました」

「フリーダニアという名だった」

「その方が不ふ貞ていを働いていたことにしてほしいのです。ヴィントレーア代王はルドニア三世の子ではなく、フリーダニアの不義の子であると。しかも、王妃となったあとに不貞を働いていたと」

「なんと！」

　さすがにコットローも驚きよう愕がくした。テルヒムもあまりのことに目を丸くしている。

　つまりスインは、ヴィントレーアがルドニア三世の子供ではないと広めることを要求しているのである。フィンメルハウゼン王家において養子、庶子は珍しいことではないが、王妃が不貞をして子を成したとあれば話は違ってくる。大変な醜しゆう聞ぶんだ。

　白磁宮殿は激震に見舞われるだろう。相手は王国の代王の一人、ローディア大陸に名の轟とどろく隻眼の勇将である。

「アルメイン代王は元より連れ子。たいして影響はないでしょうが、問題はヴィントレーア代王です。代王に相応ふさわしくないとなれば、自然と人心は離れ、この私に世間の支持は集まります」

「むう……」

　コットローの額ひたいに汗が浮かぶ。彼は拭ぬぐいもせず、スインの言葉を反はん芻すうしていた。どれだけ私生活が乱れていようと、このような捏ねつ造ぞうはおこなったことがないのだ。

「……余にそれが可能であると」

「フリーダニアは熱心な双聖教信者でした。そして聖下は双神の代理人。お言葉は神の託たく宣せんです」

「そこまでヴィントレーアが憎いか」

「そういうわけではありませんが、ヴィントレーア代王は私に刃を向けました」

「ならば、仮に神からそのようなお言葉があったとして、余に……双聖教にどのような利益があるのかな。最低でも双聖教の収入支出は我が方によって管理することにならねば」

「無論です。併せて、フィンメルハウゼン王家の継けい嗣しとなった暁には、バリストン王国と共に双聖教以外の宗教を排することを約束しましょう」

「ほう！」

「しばらくすれば私はベールランド連合王国の王ともなります。さすれば、ベールランド全土でも双聖教が唯一の信仰となるのです」

「なんと……」

　再びコットローが目を剝く。

　双聖教はローディア大陸最大の宗教であるが、他の宗教も存在している。どこの国にも土着や新興の宗教があり、根付いているのだ。

　これらが許されているのは、ヴィーリシス大王が大陸全土統一に各宗教の力も借りたからだ。見返りとして、あらゆる宗教の自由な布教を許したのである。

　このことは双聖教自身の布教にも大いに利点となった。しかしいったん利を得ると変わるもので、最大の宗教となってからはしばしば排他的権利をフィンメルハウゼン王に要求している。そのたびに退けられているのは、ヴィーリシス大王の前例を踏とう襲しゆうしているからであった。

　スインの提案は、前例を覆くつがえすことである。それをおこなうと言っているのだ。

　コットローの額から汗が消え、顔は歓喜へと変わっていく。栄光への階段が目の前にあった。

「そこまで双聖教に尽くすのであれば、きっと神も願いを聞き入れてくれるであろう」

「恐縮です」

「フリーダニアは妻としての貞てい淑しゆくを忘れた卑いやしい女である。ヴィントレーアもな」

「聖下のお言葉の通りです」

「スイン一世のフィンメルハウゼン王位継承に関しては、テルヒムが力を貸すであろう」

　宰相が急いで礼をする。コットローは手を差し出した。

「双聖教への忠節を」

　スインは跪くと、その手をうやうやしく取り、口づけをした。

「では私はこれで」

　少年は立ち上がると、コットローの前から退出した。あとにはヘルネーアも続く。

　賽さいは投げられた。彼はフィンメルハウゼン王となるべく、足を踏み出したのだ。




　スインとヘルネーアが部屋から出て行き、多少緊張がやわらぐ。コットローは椅子に座ったまま、相そう好ごうを崩くずしていた。

「のうテルヒム。ついに双聖教が世界を統治する時が来たぞ」

「おめでとうございます、聖下」

　宰相は皺だらけの顔で言った。

「ついにフィンメルハウゼンにおいても神の正義が成されます」

「世界は常に双神にひれ伏すのだ。たとえ十三王朝以来の王といえど、例外ではない」

「ヴィーリシス大王がこの場にいたとしたら、自らのおこないを悔くいて聖下の元に五体を投げ出したことでしょう」

「地の上、人の上、国の上に双神がおわすのだ。例外はない」

　テルヒムの世せ辞じに、コットローは満足そうに頷いていた。

　かつての双聖教は貧困の中から立ち上がり、相そう互ご扶ふ助じよを目的とした集団であった。だがその意義は、もっぱら宗教の上層において失われ、世俗と変わらないものになっている。コットローは世せ俗ぞくの欲を、濃縮したような男であった。

　宰相がその耳に囁く。

「神の託宣を得るのは聖下の特権。あの少年もそのことを分かっておりましたな」

「まったく賢いやつよ」

「ですが、いざフィンメルハウゼン王になった後、手のひらを返すことも考えられますぞ。今でもバリストン王なのです。軍をフィンメルハウゼンに進しん駐ちゆうさせることもあり得ます」

　コットローが眉まゆ根ねを寄せる。

「ふうむ……弱気ものはしばしば信仰を捨てる。ないとは言い切れん」

　老人の目が鋭いものになった。

「余はあのようなものの風下に立つ気はない」

「それがしにお任せくだされば、聖下の身を盤石なものにして見せましょう」

「どうやるのだ」

　再びテルヒムは囁いた。コットローの表情が見る見る明るくなった。

「なるほど、さすがは一国の宰相よ。弁舌のみで双聖教のために働くだけのことはある」

「お任せあれ」

　宰相はエルラニアに軽く合図をした。彼女は返事をせず静かに部屋から出て行った。




　アルメインはスインとコットロー、テルヒムの会話の内容を知らない。カリーンはテーアドーラ大聖堂も見張ってはいたが、エルラニアと「白はく磁じの吐と息いき」が完璧な防ぼう諜ちようをおこなっていたためだ。そのため後手に回っていることは否いなめなかった。

　彼は書庫での仕事を終えて自室に戻ると、いつも寝台に横になる。寝るわけではなく、その日起こった出来事を頭の中で整理するためだ。一度休息を入れることで、考えがまとまり頭も冴さえる。

　なので自室の扉を開けると、すぐ寝台に横になろうと思っていた。

　だがそうはいかず、むしろ仰天することになった。

　寝台には別の人物が腰かけていたのだ。

「はい。こんにちは」

　アルメインの私室に入り込んでいたのは、ヘルネーアだった。

　彼はいったん驚倒したが気を取り直し、渋い顔をした。

「おい、なんだ」

「ごめんね。でもあなたのメイドが謁見するところで待てって言ったのよ。でもつまんないからここに来たわけ」

「ここは俺の部屋だ。ナリア！」

　妹を呼ぶ。外で見張りをしていたナリアは、扉を開けて、やはり喫きつ驚きようする。

「……いつの間に忍び込んだ!?」

　剣を抜く。ヘルネーアはまあまあと言いたげに両手を上げた。

「なにもしないわよ。お願いがあるだけ」

「俺はないぞ」

　憮ぶ然ぜんとして答えるアルメイン。

「こうやって会ってくれるんだから、聞く気はあるんでしょう？」

　かつて共に仕事をしたときと変わらない瞳だった。アルメインは一瞬だけ考えてから、ナリアに頷く。護衛役の妹は躊躇ったものの、彼に従い廊下へ戻った。

　アルメインは壁際から椅子を持ってきて座った。

「お願いってなんだ」

「その前に、なにか飲むものない？」

「ない。あってもやらない。頼みごとはなんだ」

「冷たいのねえ……ねえ、スインがルドニア三世の子供だって噂が流れたこと、なかなかよかったと思わない？」

「あれは君の入れ知恵か」

「まあね」

　ヘルネーアは得意そうにしている。

「ウィッタリアでのあなたのやり方を参考にしたのよ」

「ずっと以前の話だ」

「ああいう手段は、いつだって有効なのね」

「君の目的はなんなんだ。スインを王座に就つけて、宰相にでもなるつもりか」

「いいわね、それ。伝統ある王国を操る女宰相。うん、悪くないわ」

　彼女は寝台に腰かけたまま、足を組んだ。すらりと伸びた脚が目につく。

「ただこのままあなたをないがしろにするのは悪いじゃない。お互い手を組んでヴィントレーア代王に対抗するってのはどう？」

　アルメインはじろっとヘルネーアを睨む。

「虫がよすぎる」

「数を揃えれば、ヴィントレーアもそうそう対抗できないわ」

「俺がスインと手を組めば、姉さんと露骨に敵対するってことだ。そりゃないね。それに君の背後には宰相やコットロー聖主がいるだろう。自室に蛇へびを放つ人間がいるか？」

「明日、フィンメルハウゼンを揺るがす発表があるわ」

　彼女はあたかも簡単なことのように言う。

「発表が終わってから、あなたが頭を下げて組ませてくれと言ってきたって、もう遅いわよ。今が最後の機会」

　アルメインは言下に拒否する。

「馬鹿馬鹿しい」

「いいえ。あなたはスインと手を組むのよ」

「ないって言ってるだろう」

「組むわ」

　ヘルネーアはじっと彼を見つめていた。

「あなたならやるはず。ウィッタリアでは王妃の命を奪った。王族だろうとなんだろうと、意のままに操る男。アルメインならこんな好機は逃さない」

「俺がするわけ……」

　そう言いかけて、絶句した。

　ヘルネーアの雰囲気が変わっていた。臨時の謁見室で見たあの気配。底なし沼のような寒気と恐怖。それらがないまぜになり、恐るべき色気となって放たれている。危険な香りとしか言いようのない空気。

　ヘルネーアの向こう側に、ヒルトルートがいた。

「言うことを聞くのよ、可愛い雛ひな鳥どり」

　ヒルトルートのものとしか思えない声が聞こえてくる。

「私を拒絶した雛鳥。でももう、そんなことは許さないわ」

「……ヒルトルート姉さん……」

　アルメインはよろめいた。かろうじて椅子から落ちないよう、身体を支える。

「まさか……いいや、噓だ。姉さんは死んでいるはず……」

「アルメイン。私を見なさい。さあ」

　ヘルネーアの瞳を覗き込む。そこにあるのは明確な、姉の色。

「あなたはヴィントレーアよりもよっぽど王に向いている。だから言うことを聞きなさい」

「まだ……ヴィントレーア姉さんとは……敵対したくない……」

「できるわよ。これくらいの困難は軽々と越えなさいな。それが王としての資質よ」

「スインは……なんのため……」

「ふふ。また怯えているのね。でも安心していいのよ。あなたが王となりたければ、こうするしかないのだから」

　アルメインの脳裏に、ヒルトルートの姿が甦る。優しく話しかけてくる姿。舞ぶ踏とう会かいで華麗に舞う姿。各国の大使と堂々渡り合う姿。そして、寝台で襲いかかってきたときの姿。

　かつてヒルトルートに嚙かまれた小指が、ずきずきしてくる。

　彼は掠かすれた声で言った。

「俺は……王家の匂いを消すって決めた……」

「なら従いなさい。スインと手を組むって。雛鳥が飛び立ちたいのならね」

「一度は……従った……スインのことを認めた……でももう、嫌だ……これ以上は……」

「…………」

「可愛い雛鳥」

「……俺は姉さんの匂いこそ……消したい……」

「アルメイン」

「……う……」

　彼は天井を仰ぎながらも拒絶する。

「嫌なんだ……姉さん……ヒルトルート……」

「ふふふ」

　ヒルトルートの声が頭の中に響く。

「成長したのね雛鳥は。でもまだまだよ。羽ばたきたい？　巣立ちたい？　なら非情にもならないと。雛鳥にだって、嘴くちばしはあるのよ」

「頼む、頼むから……消えてくれ……」

「なにが頼むって？」

　いきなり別の声がした。前を向くとそこにはヘルネーアが座っている。

　先ほどまでの気配はない。瞳の色も元のまま、かつて共に組んだ女性のものだった。

　彼女はどこか呆あきれていた。

「アルメイン、いきなりぶつぶつ呟くのはないんじゃない？　聞き取れやしないわ」

「……君とは組めない……」

「なによ。これだけお願いしても？」

「一度頼みごとは聞いたろ」

　背筋に汗が流れているのが自覚できた。

　ヘルネーアは陽気にしていた。

「それはないなあ。あたしたちと組んだ方がいいわよ。もうすぐ発表があるんだから」

「……なんの」

「まだ秘密。でも、あたしの贈り物を受け取ってくれたら、教えてあげる」

「いらない……」

「遠慮して欲しくないなあ」

　ヘルネーアは寝台から離れ、アルメインに近寄る。わざとらしく髪をかき上げると、胸元を少し開けた。

　驚くほど白い肌がうかがえる。

「あたしたち、こういう関係になったことって、なかったわよね。それってとてもつまらないと思わない？」

　ゆっくり接近してくる。ヒルトルートの恐ろしさではなく、健康的で明るい色香があった。

「そろそろいいんじゃない。あたしとあなた、こういうことをしても」

　彼女は充分美しい。砂漠では大商人たちが先を争って妻や愛人にしようとした。そのたびに笑って受け流していたのだ。

　だけどここでは、一人の男に迫ろうとしている。

「あたしずっと、あなたを狙っていたのよ。せっかくフィンメルハウゼンに来たんだもの。諦あきらめるのは嫌」

「……いや」

「え？」

「いや、いい……俺には無理だ」

　アルメインは立ち上がる。椅子の後ろに回り、ヘルネーアとの間に壁を作るようにした。

「もうおしまいだ。君との間にはなにも起こらない」

　彼女は両手を腰に当てた。

「まだ女嫌いは継続中なの？」

「一生治らないと思うぜ」

「今、治さない？」

「出て行ってくれ」

　扉を指し示す。ヘルネーアは肩をすくめる。

「つまんないのよねえ。砂漠でもそうだった」

「男で面白がるのは君の悪い癖くせだ」

「悪かったわね」

　ヘルネーアは口をへの字にする。

「あたしと関係を持たないと、損するわよ」

「君の陰謀には付き合わない」

「はっ、アルメインらしくないのね。あのアルメインらしく」

　彼女は吐き捨てるように言うと、退出していった。

　アルメインは大きく息を吐き、椅子に座り直す。そして首を振り、なんとか意識をはっきりさせた。
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　翌日、テーアドーラ大聖堂を中心に、ある噂が流れた。それはコットロー聖主が重大な発表をするとのことであった。

　内容までは分からないが、聖主直々におこなうというのだから、ありきたりなものであるはずがない。あらゆる階層の人間に金貨による施しを与えるとか、コットローが聖主の地位を降りるとか、中にはついに終末の日が訪れるなどというものまであった。

　発表を聞こうとする人間のため、大聖堂の正面は日に日に人が多くなった。人のいるところに屋台が出るのは常道であり、信者の懐ふところを狙う物取りも現れる。それらを取り締まろうとする兵士もおり、雑然とした混乱に見舞われていた。

　緑りよく雨う月づき二十七日（六月二十七日）早朝、コットローが大聖堂の露台バルコニーに現れたとき、群衆からは大きな歓声が上がった。

　コットローの横にはスインの姿。この二人が並んでいること自体が、まず異例であった。

「敬けい虔けんなる双聖教の信徒よ」

　コットローが呼びかける。ここには信徒以外の野次馬も相当数いたが、気にはしない。

「余の言葉は双神の言葉。双神は余に真実を述べよと仰せになられた。故に包み隠さず申さねばならぬ。ここにいるスイン一世。この方は紛れもなくルドニア三世の子であり、王位を継ぐ資格を持っている。継承の儀に関係なく、スイン一世はフィンメルハウゼンの王である」

　群衆がざわめく。やっぱりそうだったとの声もある。

「そして代王であるヴィントレーアは、実はルドニア三世の子ではない。母フリーダニアの不貞によって生まれた子なのだ。よって王位を継ぐ資格はないと断言できる。繰り返そう、ヴィントレーアは不義の子であると！　よってスインこそが真の王である。近いうちに、双神の加護の元、戴たい冠かんがおこなわれるであろう！」

　今度はより大きな、爆発のような声が広がっていった。

　フィンメルハウゼンの代王にして赤毛の猛将、隻眼の勇将がルドニア三世の実の子ではないという知らせは、瞬く間に駆け巡った。民衆の人気も高い女将軍が一瞬にして貶おとしめられたのだ。

　しかもこのことは、双聖教の聖主によって発表されたのである。効果は絶大だった。

　広まったのはテーアドーラ大聖堂の門前だけではない。住宅街、市場マーケツト、貧民街、娼しよう館かんに至るまで。もちろん白磁宮殿でもこのことは話題となった。

　そうなると当の本人の耳に入るのも時間の問題だった。

「私が不義の子だと!?」

　ヴィントレーアは隻眼を吊つり上あげ、烈れつ火かのごとく怒りだした。

「しかも母が不貞を働いたというのか。我が母まで侮辱するとは！」

「ヴィントレーア様、どうか」

「はっ、落ち着けというのか。これほどの屈辱を受けたのに、虫のように丸まっていろというのか。残念だが人だ。誇り高きフィンメルハウゼンの将だ」

　ローエルミナの忠告にも従う様子はない。

　彼女は将軍府で激げつ昂こうのまま命令を発していた。その感情は怒りによって支配されていた。

「イーレクリス！　兵を首都全域に派遣しろ。不ふ穏おんな噂を口にするものはその場で捕らえるのだ。抵抗するようであれば殺しても構わん」

「はい。すぐに」

　ヴィントレーアの命令は直ちに実行に移された。兵たちは武装したままリューブルグを巡回し、不審者を片っ端から捕らえていく。中には本当に、スインのことを喋っただけで斬られた人間もいた。南東部にある使われなくなった劇場が臨時の収容施設となったが、あっという間に満杯となった。

　元々リューブルグには治安維持組織として衛兵がいたが、ヴィントレーアの兵たちはまったく構わず逮たい捕ほしていく。ヴィントレーアは苛か烈れつな性格で、命令が実行されないことを極端に嫌がる。手を抜けば処罰されるのは兵自身となるのだ。そのため、任務への熱の入りようは尋じん常じようではない。収容施設に入りきらない人間は、その場で殺害された。

　この件に関し、今度はコットローではなくスインがさらに声明を発表した。

「私はいまだ王位にはありませんが、民衆を救う義務があります。よって数日中にバリストン王国の兵が治安を維持するためにやってくるでしょう」

　これはすなわち、他国の兵隊がフィンメルハウゼンに進駐することを意味していた。

　民衆はざわめいた。リューブルグに他国の兵がやってくるのはお断りだが、今の状況も耐えがたい。この際、バリストンの兵くらいいいのではないか。スインの兵でもあるし。

　勇気づけられた市民もいる。助けが来るのならと兵に公然と刃向かい、木片や石を投げつける。こうしてリューブルグは益々混乱していった。

　そんな中。

　アルメインは白磁宮殿にはいなかった。彼はスインの伝言を受け、外に出ていた。

　リューブルグ市内の南西部には市場マーケツトがあった。「万物の故郷」とまで称された都市なので、売り買いに訪れる人は多く、市場マーケツトもそれにつれて大きくなる。

　人が集まるところには自然とそれなりの店が建ち並ぶ。買い物に疲れた人間が食事をする店。遠方から来た商人のための宿屋。彼らを目当てにする娼館等々。

　アルメインが呼び出されたのも、そんな店の一つであった。

　簡素な軒のき先さきに卓と椅子が並べられ、注文した食べ物飲み物を受け取り、座って食事をする。安っぽい光景に違わず値段も安い。

　彼は外がい套とうを来たまま着席していた。顔は頭巾フードで隠している。しばらく周囲の人たちを眺めていた。

　こちらに注目する人はいない。皆忙しそうに歩き回っていた。こんなごちゃごちゃしたところに代王がいるとは思いもしないのだろう。内密の話をするには恰かつ好こうの場所かもしれない。

　向かいに誰かが座る。視線を投げると、小さく会え釈しやくした。

「わざわざおいでいただき、恐縮です」

　スインもやはり頭巾フードを被っている。

「断られるかと思っていました」

「別に。呼ばれりゃ来るとも。あの誘いが本気だとは思わなかったけどな」

「約束は守りますよ」

「俺の部屋に伝言紙を置いておくなんて気味が悪いぞ」

　少年は苦笑していた。

　あたりには物売りの声が響き、値引きをする人間との間で押し問答がはじまっている。二人の代王には見向きもしなかった。たとえヴィントレーアの兵たちが捕ほ縛ばくに勤いそしもうと、人の営みは止められない。

　スインが話し出す。

「柄がらも品もよくないところです。フィンメルハウゼンの代王がいらっしゃるには不適切では」

「慣れてるから平気だ」

「以前はこのようなところで生活していたそうですね。ヘルネーアから聞きました」

「あいつ、俺の悪口でも言っていたか」

「いいえ。アルメイン代王の話をするときは、いつも懐かしそうに、楽しそうに語っています」

　頭巾フードの奥の表情が、にこやかなものになっていた。

　アルメインは返事をせずに、周囲を確認する。特に目立った動きをする人間はいない。話に出たヘルネーアの姿もなかった。

「僕は一人できました。兄さんもそうでしょう」

「一人で行動するのは昔っからの癖だ。スインこそこんな猥わい雑ざつな店は好まないんじゃないのか」

「僕もこういうところで生活していたことがありましたから」

　外見は大事に育てられた貴族の風ふう貌ぼうだが、やはり辛しん酸さんを舐なめているのだろう。

　彼は興味深そうにあたりを見渡す。

「とても面白いですよね。フィンメルハウゼンの代王とバリストンの王が、こんなところに二人きりでいるなんて。周囲の人は思いもよらないはずです」

「俺たちを殺すなら、今が一番の好機だな」

「惜しいですよね」

　アルメインは手元にある木製の杯さかずきをいじった。

「それで、わざわざ呼び出した用はなんだ」

「僕を調べているそうで」

「君が俺でもそうしただろう」

「はい。でも事実は変わりません。僕はあなたの弟です」

　他に聞かれないよう小声だが、はっきりとした口調だった。

「そうかもしれないが、フィンメルハウゼンの王位継承権はないぞ」

「今はあります。聖主の言葉を兄さんも聞いたでしょう」

「まあな」

　無論直接は耳にしなかったが、見事だとは感じていた。民衆に血縁者の一人との意識を刻んだのである。継承の儀が密室でおこなわれるだけに、分かりやすい方が好まれる。

「兄さんは聖主の声を聞いてもなにも行動を起こしていない。ヴィントレーア代王と一緒に民衆を弾圧してもいいはずです。これは、僕を認めてくれたからでは？」

「……君を生かした方が、益になると思ったからだ」

「コットロー聖主もそう思っているでしょうね。きっと宰相も」

「君は人を説得するのが上手だな」

　肩をすくめるアルメイン。

「野心もよく見抜いている」

「聖主も宰相も無視できません。いずれ僕がフィンメルハウゼンを統治するときに必要な人材かもしれないんですから」

　アルメインの眉がかすかに動く。

「本気か？　そうまでしてフィンメルハウゼンの王位が欲しいのか。君はバリストンの王だろう。満足することを知らないのか」

「ええ」

　スインははっきりと言った。

「知っていますか？　王は力を求めるんです。広大な領土。巨大な軍。力によって民衆の上に君臨する。民衆もそれを求める。そうでなければ王である必要がありません。名もなき小国の王でも巨大なグーゼルホーフ帝国の皇帝でも同じです。ローディア大陸の王たることを皆夢見て、邁まい進しんしているのです」

　いったん言葉を切ってから、彼は続けた。

「兄さんにも協力してもらえればと考えています」

「俺が君に協力するのか？　曲がりなりにもフィンメルハウゼンの代王だぞ」

「僕が王位に就いた暁あかつきには、兄さんは副王に」

「まるで命令だな」

「そうです」

　きっぱりと言い切っていた。

　スインは、あたかも自らが王冠を得たも同然だと言いたげだった。この少年は王に協力するように命じているのだ。フィンメルハウゼン王家の血族である自分に。

　血統でいえば正しいかもしれない。スインが曲がりなりにもルドニア三世の血を引いているのに比べ、アルメインは七番目の王妃の連れ子なのだ。

「副王ってことは、俺は君より格下か」

「昨日までなら、並立することもあったでしょうね」

「ヴィントレーア姉さんは」

「あの方には退場してもらいます。答えが聞きたいですね」

　アルメインは返答をしなかった。じっと自分の手のひらを見つめている。

「……スインはいかにも、好みそうな感じだ。だけど反応ないな……」

「なんのことです」

「君にフィンメルハウゼン王たる資格があるかどうかの話だ」

「ありますとも。兄さんこそ僕と共に歩むのですか」

　少年は回答を求める。

「……そんなことはしない」

　アルメインは首を振る。

「俺は自らの手で闇やみを払うと決意した」

「フィンメルハウゼンにとってもいいことです」

「君のやるべきことなのか」

「そうです。王の冠がついた以上」

　少年は断言していた。

　アルメインは彼のことを見つめている。意思の強そうな顔。唇くちびるは引き締まり、ふざけた様子は微塵も感じられない。この年で王としての困難や苦労を受け入れようとしている。しかもローディア大陸に覇はを唱えるつもりでいるのだ。

　だがアルメインは、スインの言葉にわずかな違和感を嗅かぎ取とっていた。ごく小さな、異臭のようなもの。

「それは本当に……君の意思なのか」

「無論です」

「誰かからの影響じゃないのか」

「……昔の話をします」

　少年はゆっくり語りはじめた。

「まだ僕が一人きりで、宮廷内で味方が誰もいなかったころ、ある女性に言われたのです。僕は王になると。バリストンだけじゃなくてフィンメルハウゼンの王にもなるって。僕はその人に出生の秘密を聞かされました。薄々知っていたことですが、ルドニア三世の子供だと自覚したのです。それからその人を雇い、王になることにしました」

　アルメインはその女性が誰かは訊き返さない。

「あの人の瞳は魅力的なのです」

　台詞に喜き悦えつを混じらせ、彼は言う。

「美しくて、深くて、澄すんでいます。どこまでも身を任せたくなるような誘惑もあります。僕はいつまでもその気持ちに浸っていたい」

　スインはうっとりとしている。顔は上気し、ほのかな色気すら感じられた。

　アルメインの顔がこわばる。自然と言葉が発せられる。

「それは……危険だ」

「どうしてです。あの人の言うことに従ったから、ここまで来られました」

「そいつはヘルネーアじゃない。もっと恐ろしいものだ。麻薬よりも恐ろしいぞ。快楽に身を任せていたら抜けられなくなる」

　アルメインは諸国を回っていたときに、阿あ片へん窟くつに足を踏み入れたことがある。もうもうとする煙の中、人間が煙管キセルを咥くわえていた。目はどろんと濁にごっており、だらしなく横たわっている。生きるわけでもなく死ぬわけでもなく、ただずっと阿片を吸っているのだ。

　あの瞳に身を委ゆだねるのは、それと同じことなのだ。

「今すぐやめろ」

　スインはくすりと笑う。

「ひょっとして僕とヘルネーアへの嫉妬ですか？」

　アルメインは思わず立ち上がった。

「違う！」

「どうでしょうねえ。ああ、嫉妬でもいいんですよ。僕は兄さんに嫉妬してますから。兄さんはヘルネーアの昔の姿を知っている。悔しいじゃないですか、あんなに魅力的な女性と深い仲だったなんて。だから僕はフィンメルハウゼンだけじゃなくてヘルネーアも我がものにしたいんです」

「危険だ。あれは姉さんの……」

　そこまで口にして思いとどまる。今は亡きヒルトルートの話をして、信じてもらえるだろうか。いまだに悩まされているだなんて。

　少年はついに笑い声を上げた。

「代王の言い訳はみっともないですよ」

「……スイン、聞いてくれ」

　アルメインは怒りを飲み込み、なんとか平静を保とうとする。

「君が本当に王になりたいのなら、あの瞳は克服しなきゃ駄目だ。どろどろした沼に耽たん溺できして、一緒に沈み込むのは王のやること、人間のやることじゃない」

「変わったことを言うんですね」

「俺も君と同じようにあの瞳に囚とらわれていた。なんとかして克服するつもりだ。君は俺と同じ目にあっている。なんとしても、絶対に克服するんだ。今まで信じていたものを捨てることになるかもしれないが、それしかないんだ。君自身の尊厳に関わる。他人に操られるんじゃなくて自分の意思で生きろ！　さもないと、二度と引き返せなくなるぞ！」












　アルメインは知らずしらずのうちに大声を出していた。

　幾人かの人が振り向くが、すぐに元に戻る。言葉は雑ざつ踏とうに紛れて消えていった。

「……熱意は伝わってきました」

　スインは笑みを崩していない。

「でも無駄です。僕には、兄さんがヘルネーアを盗られまいとしてるようにしか思えません」

「……最後の忠告だぞ」

「それはありがとうございます。でも兄さん、兄さんはきっと僕に協力するようになります。そう決まっているんです」

　それは彼自身の言葉なのだろうか、それともヒルトルートの。

　スインは席を立つ。優雅に礼をすると立ち去っていった。

　アルメインはしばらくその場にいた。

　ヒルトルートは少年こそが美しいと言っていた。考えてみるとスインにはあのころの自分と同じ幼さが色濃くある。だからヒルトルートは目を付けたのだろうか。スインは囚とらわれたのだろうか。

　彼に協力はできないとアルメインは思った。彼の裏側にいるヘルネーアと、ヒルトルートの影に操られるのは絶対に嫌だ。アルメインは闇を払うと決意したのだ。だから手を組むことはあり得ない。

　スインの宣戦布告は受けて立つ。王室に流れる血の匂いは、なにがなんでも取り除かなければならなかった。

　少年と同じように、彼もまた決意をしているのだ。






















　コットローの宣言はフィンメルハウゼンを揺るがし続けた。ヴィントレーアの兵たちはますます苛か烈れつに取り締まりをおこない、一部ではそれに反発する民衆が投石をおこなって抵抗する。それがさらなる取り締まりを呼び、反感に繋つながっていく。

　アルメインは書庫で古い書物を引っかき回していた。ただでさえ本が山積みなところに、どんどん重ねられていく。放っておくと今にも倒れそうだ。

「あれはどこだ。どっかで見たぞ」

　散らかるのも気にせず、あちこちをかき回す。埃ほこりも舞い上がり、いくつか本の山が崩くずれた。

　カリーンが入ってくるなり、眉まゆを顰ひそめる。

「整理してもよろしいですか？」

　メイドの血が騒いだらしい。彼はいいとも悪いとも言わず、別のことを命じた。

「王家の家系図を探してくれ。名前が枝分かれしてるやつじゃなくて、王の個人的な特徴まで記載されているやつ。どっかにあったはず……」

「これでしょうか」

　カリーンは足下の一冊を拾い上げた。

　多くの紙を木製の表紙で綴とじた本である。綴じる部分は取り外しの利きく金具でできていて、あとから頁ページを足せるようになっていた。

「ああこれだ」

　彼は礼も言わずに受け取ると、長机の上の散らばった本をどかし、そこに載のせる。慌あわただしく開いた。

　読みたかったのはルドニア三世の項目である。この本は専門の記録係が記載しており、信頼度は極めて高い。公文書に準じた扱いとなっている。

　ルドニア三世は最近崩ほう御ぎよしたため、扱いも細かい。アルメインは指で該がい当とう箇所をなぞった。

「ルドニア三世の瞳ひとみの色……焦げ茶。髪は……金色」

　間違いない。彼の記憶とも合がつ致ちする。

　一方、スインの瞳と髪は。

「焦げ茶と金色だったな……。カリーン、これにはルドニア三世の后きさきは全員書かれているんだろ」

「はい。ですが、一夜限りの相手などは記載されていないでしょう。いちいち書いていては何頁になるのか見当もつきません」

「スインの母親が載ってないのも当たり前か……。ルドニア三世は農家の娘と貴族の娘が好きだったんだよな」

　アルメインの母親は前者である。国内巡じゆん幸こうのおりに見み初そめられた。

「俺おれの父親は兵士だったらしい。エゴールって名前なんだが、南方の出で髪が黒かったと聞いている」

「アルメイン様の髪も黒です。父親の特徴は子にも現れますから。血縁とはそういうものです」

「スインが弟の可能性は高いのか……」

「今の段階では」

　アルメインは本を閉じた。それから唇くちびるに指を当てる。

「……いいや、そんなはずはない。冥めい玉ぎよくはスインのために輝かなかった。野心と決意はいかにも冥玉が好みそうな感じだ。だけど輝かないのは認めてないからだ。弟じゃあない」

　スインと会話をしているとき、彼は何度も手のひらを確かめた。だがそこに冥玉の感覚はなく、少年の頭上に見ることもなかった。

「カリーン。スインの調査結果は？」

「色々あたりましたが、どうも漠ばく然ぜんとしています。フィンメルハウゼンで生まれたのは確かのようです」

「生まれてすぐにバリストンに連れて行かれたんだよな」

「そこなのですが、ひょっとしたら違うかもしれません」

　カリーンは奥の書棚に向かうと、ごちゃごちゃしている中から、迷わずに一冊の書類束を取り出した。

「フィンメルハウゼンを訪問した使者の記録帳です」

　書類束は太い紐ひもで綴じられていた。彼女は中頃を開く。

　アルメインはざっと目を通した。

「レンザック王はかなりフィンメルハウゼンに来てるんだな」

「よほど気に入ったようです。このあたりを」

　メイドの白い指が示した箇所を、彼はじっくりと読んだ。

「……なるほどね。もしかしたら使えるかもしれない」

　アルメインはそこの部分だけを束から外して丸めた。

「カリーンは引き続き、調べられるだけ調べてくれ」

「かしこまりました」

　退出しようとするメイドを、彼は呼び止めた。

「待ってくれ。カリーン、これは今とは別の話なんだが……魔ま導どうで死体を甦よみがえらせることはできるか？」

　彼女は訊きき返す。

「死体……ですか？」

「すでに死んだ人の肉体から魂たましいを取り出す手段はあるか。そして魂を他の人間に移すことはできるんだろうか」

　彼の疑問に、カリーンはすぐに返事をしない。

　うつむき加減になり、しばらく黙もつ考こうしている。アルメインも急せかさなかった。

「……直接は存じません」

　一つ一つ思い出すように、彼女は喋しやべる。

「わたくしたちの氏族は、人の精神に関わる魔導をほとんど使っていないのです。遠方の人と会話をする術だけです。ただ、遙はるか以前に氏族から分かれた集団がそのような魔導に長たけていたとの話はあります。ですがとうに滅びたはずです」

「魔導だけが残ることは？」

「それはなんとも言えません」

　とカリーンは説明した。

　間違いではないだろうとアルメインは思う。双そう聖せい教きようによって魔導が弾圧された現在、カリーンたち以外に使える人間がいるとは思えないのだ。

　ならばどのような手段でヘルネーアはあの瞳の色を持ち得たのか。あの瞬間、ヒルトルートが乗り移ったかのような雰ふん囲い気きを醸かもし出だしたのか。

（どういうことだ……）

　結論は出ない。カリーンも答えを持っていないようであった。

　書庫にナリアがやってくる。彼女も入るなり、内部の乱雑さに顔を顰しかめていた。

「今朝はこれほど乱れてなかったはずですが……」

「ここだけ時間の流れが早まったんだ。用件は？」

「スイン一行が宮殿を出てテーアドーラ大聖堂に居を移しました」

「旗き幟しを鮮明にしたのか」

　コットローと組むことにしたのである。コットローにはテルヒムもいる。そして双聖教と多くの信者。数は力だ。コットローが支持する限り、熱心な双聖教信者は従う。世せ俗ぞく化かが進むフィンメルハウゼン王家とは異なる道を行こうとしていた。

「カリーン、スインと一緒にコットローのことも調査してくれ。姉さんを止める……だけじゃ多分足りない。スインとヘルネーアの行動も防がないと」

　彼はしばらく黙考した。

「さっきの情報を使うか……」

　そこでカリーンが言った。

「ベールランド連合王国の情勢ですが、現地の部下から報告がありました。バリストン王国領内に、ホルディア王国の軍が接近しているそうです」

　ホルディアは現ベールランド連合王国のマックリーニ五世王を輩はい出しゆつした国である。バリストンを牽けん制せいするためなら、誰だれかがマックリーニ五世に入れ知恵したことになる。

「それと、ファブレー特命大使が、数日前から公邸に帰っていないそうです」

「道理でスインのことで、ベールランドがなにも言ってこないと思った。遊び歩いているのか？」

「女性好きだとは聞きました」

「そんなやつばかりだな。ついでに調べておいてくれ。俺は出かけてくる。ナリア、供をしてくれ」

　言われるまでもなく、ナリアはそのつもりだった。

「どちらへ向かうのです」

「テーアドーラ大聖堂だ」




　二人は馬を駆かって白はく磁じ宮きゆう殿でんを出発した。カリーンは別の調査のため、宮殿に残る。

　テーアドーラ大聖堂までひた走る。途中で露天商のところで立ち止まると、古着を二着購入した。

　一着をナリアに渡して着るように言う。

「頭巾フードで顔を隠すんだ」

「兄上は代王です。身分を隠すのですか」

「念のためだ」

　大聖堂周辺にはヴィントレーアの兵士がいる。兵はともかく、指揮官となると二人の顔を知ってる人間が多い。知られて報告でもされたら都合が悪い。

　兵士たちは大聖堂に近づくにつれて数を増やす。と同時に、殺気だった市民も多くなっていた。

「今にも戦いをはじめそうです」

　ナリアの呟つぶやきに、アルメインは答える。

「まずいな」

　テーアドーラ大聖堂近くまで馬で乗り付けた。下りてからは、怪しまれないようゆっくりと歩いていく。

　大聖堂の正面では信者が、手製の槍やりを手に警護していた。自主的にはじめているのだろう。統率が取れていない分、刺激したら危険なことになる。

　二人も誰すい何かされたが、「巡礼のものです」と告げると通してもらえた。

　中に入る。二人にとって、ハイニル、ヒルトルートの葬そう儀ぎのとき以来である。中では司教が祈りを唱えていた。信者たちが下を向いて唱和している。おかげで見み咎とがめられることもない。

　アルメインは小走りになる。

「兄上、どちらに」

「ここの奥に、確か客用のでかい部屋があったはずだ」

　廊下を走る。奥の扉を開けた。

　中は広い部屋。ここはコットローの私室のちょうど二つ隣にあたるのだが、彼らはそれを知らない。

　椅い子すに二人の人物が座っている。少年と女性。

　女性、ヘルネーアが立ち上がった。

「アルメイン……？」

「すまんな。こんな形の訪問となった」

　アルメインは頭巾フードを外した。ナリアも同じく正体を見せる。

　スインは二人のことを見ても驚かなかった。むしろ歓待する雰囲気すらあった。

「わざわざご足労をいただいてすみません。ヘルネーア、飲み物をお二人に差し上げてください」

　椅子も勧すすめてきたので、アルメインは腰を下ろした。

「そろそろ来るころだと思っていました」

　とスイン。

「僕の提案を受けてくれるんですね」

「いや。君と組むつもりはない。むしろ、身を引くように勧めにきた」

「どうしてです？」

　アルメインは筒状に丸めたままの紙を取り出した。カリーンが探し出した書類の一部である。

「君はここで生まれてから、バリストン王国に連れ帰られたと言った。だけどそれは違う。ここにあるのはフィンメルハウゼンを訪問した使者の記録だが、訪れただけじゃなくて、帰国する使者のことも記してある。特にこの日」

　彼は紙を広げると、下の方を指さした。

「王国暦七百五十年霧きり夜や月づき七日にレンザック王がバリストン王国に帰国している。その時の随ずい員いんが一人増えているんだ。しかも少年とある」

　アルメインはスインに視線を向けた。

「わずか二年前だ。君はこのときはじめて、バリストンに行ったんじゃないのか？　それまではリューブルグの人間だった。つまり」

「僕が両王家とはなんの関係もないと言いたいのですね」

　スインはにこりとした。

「ばれましたか」

「それは、王の子を騙かたったことを認めたってことだな」

「いいえ。ちょっと大おお袈げ裟さに語っただけです」

　少年はヘルネーアになにごとか囁ささやく。彼女はすぐに、厚めの書類束を差し出した。

「僕が二年前にはじめてバリストン王国に行ったのは本当です。それまではフィンメルハウゼンの貴族、トルグレーク公こう爵しやくの家で育てられました。母ララフィーリは僕を生んだ直後から公爵に預けたんです。庶子ですから、自分で育てづらかったようですね。ここにあるのがその時の書き付けです」

　アルメインの前に書類が広げられる。そこには女性らしい優ゆう雅がな筆跡で、トルグレーク公爵に子供を預けると書かれていた。

　彼は幾いく度ども見直した。ララフィーリの筆跡は知らないが、本物のようにも感じられる。

「それが出生の証拠になると思います」

　ナリアは身をかがめ、アルメインに小声で言う。

（カリーンに調査させますか）

（無む駄だだ。トルグレーク公爵家はもうない。ジネル姉さんの乱の時、俺が救わなかった大貴族の一つなんだ。ヴィントレーア姉さんが滅ぼしちまった。あの邸宅、こないだ更地になってたぞ）

　ジネルの行動が未遂に終わった際、アルメインは貧乏貴族は救ったものの、大貴族はあえて放っておいた。王権強化に繋がると考えてのことだが、この場合は裏目に出ていた。

　二人の会話を聞いているかのように、スインは微笑ほほえむ。

「理解いただけたようでなによりです」

「どうして赤ん坊のころにバリストンに帰ったと噓うそをついたんだ」

「その方がバリストンの貴族にはよかったんですよ。フィンメルハウゼンと違って、宮殿に顔を出さない割には出自にこだわりますからね」

　筋は通っていた。スインも自らの正しさを確信していた。

　それでもなお、アルメインは信じられなかった。冥玉は輝かなかった。いかにも冥玉が好みそうな人物なのに、なにもなかったのである。王が冥玉を選ぶが、冥玉もまた王を選ぶ。ならばスインは王ではないのではないか。

　もっとも客観的な証拠もない。そしてコットローやテルヒムは、スインがルドニア三世の子であり王位継承権がある存在として扱っている。

　アルメインは椅子に深く座り直す。

「スイン、君はたいしたもんだ。ルドニア三世の子供だって信じていい気がしてきた」

「事実は変わりません」

「俺としては、もう少し君に慎重な行動を望みたい」

「僕は自分の信じる道を進んでいるだけです」

「前にも言ったが、それが罠わなだ」

「そうでしょうか」

「せめてコットローたちと手を切れ。双聖教が王国に食い込んだら、将来禍か根こんを残す」

「それは要求と受け取っていいですか」

　スインの台詞せりふに、アルメインは軽く頷うなずいた。

「否定はしないよ」

「それはもったいないですね。双聖教の権威は充分利用できます。僕は敬けい虔けんな信者です」

「とてもそうは見えない」

　アルメインの台詞にあははと笑いながら、少年は返答した。

「僕も聖主や宰さい相しようの力は利用するつもりです。向こうだって僕の立場が必要でしょうから、利害関係は一致しています。すでに双聖教と宰相が、僕を正式なフィンメルハウゼン王として発表する手て筈はずを整えています」

　自信に満ちた口調であった。

　アルメインはまだ代王だが、スインは王になると言っている。継承の儀を経へておらず、正式なものではないが、なにしろ双聖教の聖主の元で戴たい冠かんするのだ。民衆の目には正当なものとして映るだろう。

　コットローにとっても大きい。彼の手でスインの頭に王冠を載せることになれば、王室における双聖教の権威は飛躍的に高まるだろう。王の上に双聖教が存在することにも繋がるのだから。

　唯ゆい一いつ、スインは冥玉を手にしていない。だが人々は冥玉のことを伝説として知っていても、目にしてはいない。正当性を主張する根拠に繋がらなかった。

「……ベールランド連合王国自体が君を好ましく思っていないぞ。ホルディア王国の兵が、バリストン領内に近づいている。君の力が強くなりすぎないように牽制するんだろう」

「聖主か宰相の仕し業わざかもしれませんね」

　スインは知っていたと言わんばかりに頷いた。

「確かに面倒ですね。距離を置いてもいいですよ。ただ僕も兄さんに願いを聞いてもらいます」

「君を弟と正式に認めろってことか」

「ヴィントレーア姉さんを止めてください」

　アルメインは目を細める。

「あの人は武力を持っている。暴発されたら大変です。現に、大聖堂周辺の兵を増やしつつあります」

「苛烈な姉さんの始末を俺に任せるのか。あの勇ゆう猛もうで、短気な人の」

「できますよ、兄さんなら」

　スインはさらりと言った。

　アルメインはしばらく無言だった。この少年は自分が手を出さず、邪魔者を排除しようとしている。殺すのではなく、無力化するか自分の下に置くのだ。

　頼みごとではあるが、実際は命令に近い。スインの言葉でアルメインがヴィントレーアの無力化に動くのであれば、立派な部下であろう。

　見事なものだと彼は感じた。このことは少年の頭脳から出たものなのだろうか。

　ちらりと、横で控える女性に視線をやる。

「……いいだろう」

　アルメインは告げた。

「姉さんは俺がなんとかする」

「結構です」

　スインは鷹おう揚ように頷く。その仕草もまた、どこかルドニア三世に似ている。

「だけど俺は、君の下に就ついたわけじゃない」

「副王の座にありますよ」

「まだフィンメルハウゼンの代王だ」

　彼は腰を浮かす。ナリアに、先に外に出ているよう促うながした。

「これで帰らせてもらうが、ヘルネーアを借りるぜ」

　スインの返答を待たず、アルメインも部屋から出た。

　ナリアは周囲の警戒のためか、離れた場所で待っていた。油断なく剣の柄つかに手をかけている。

　しばらくしてヘルネーアが出てくる。彼女は不敵な表情を浮かべていた。

「あのアルメインもスインに白旗ってところかしら」

「負けたわけじゃない。……君はどうしてスインの元についたんだ」

「せっかくウィッタリア国から二人で戻ったのに、あなたがすぐにいなくなったからかしら」

　意地悪そうにヘルネーアは言う。アルメインは口をへの字にする。

「そこまで君は策略好きだったか」

「あなたを見習って、もっと頭を使うようにしたのよ」

「だったら成功している。あの構想は君から出てきたんだろう」

「じゃああなたは私に負けたのね」

「君の狙ねらいはなんだ。そんなに権力が欲しいのか」

「そうねえ。アルメインが副王になるなら、あたしは宰相くらいにならないと釣つり合あいが取れないから」

　なんだってと聞き返そうとした彼に、ヘルネーアは囁いた。

「あたしの良人になりなさい」

　ぎょっとして、アルメインは彼女の顔を見返した。

「俺を……？」

「良人が副王で妻が宰相。なかなかのものだと思わない？」

「馬ば鹿か言うな」

「そうかしら。こうすればスインの地位は盤石になるわ」

「俺が婚こん姻いんするなんてあり得ない」

「するの。フィンメルハウゼンに平和をもたらしたいのならね」

　アルメインはもう一度、ヘルネーアの顔を見た。

　その瞳に、姉と同じような色は見られない。いや、うかがえる。ヘルネーアの意思と混在して、独特の光彩を放っていた。

　これはヘルネーアの意思なのだろうか。それとも、姉のものか。

　彼は身体からだを引いて離れる。

「……やめとけ。スインが嫉しつ妬とする」

「あの子には年相応の王女がいればいいの」

「俺は……婚姻なんかあり得ない」

　彼は背を向ける。ヘルネーアの瞳に、ヒルトルートのものとは別の恐ろしさを感じてきたからだ。

　足早にナリアの所へ行くと、早口で「帰るぞ」と伝える。

「なにをしても無駄よ、アルメイン」

　背中にヘルネーアの言葉が突き刺さる。

「早く諦あきらめることね」

　ナリアが、心配そうに見つめる。アルメインは極力感情を見せないように努めていた。




　停めてあった馬のところに戻ると、アルメインは妹に告げた。

「俺は寄り道する。調べなきゃならんことができた」

「では、私も」

　当然のように、ナリアはついてこようとしたが、彼は押しとどめた。

「俺一人で大丈夫だ。先に白磁宮殿に戻っていてくれ」

　妹が戸と惑まどう。

「それでは護衛役を果たせません」

「慣れているところだから平気だ。ローディア騎士が出向く場所じゃないぜ。先に帰った方がいい」

「私の聞き間違いですか？　きっと聞き間違いなのですね」

　予想以上の反発に、アルメインは困ったようになる。

「ナリアまで行かなくていいと思うんだがなあ」

　彼女はむっとしたように言った。

「兄上がいない間にも、ずっと鍛たん練れんを積んでまいりました。どのような場所であれ、怯ひるんだりはしません」

「でもなあ」

「兄上！」

　ナリアに詰め寄られ、彼は渋々認めた。

「分かったよ。すぐに出るぞ」

「常に用意は整っております」

　むっとしたように言われ、アルメインは肩をすくめた。

　二人は再び騎乗し、大通りを南西に飛ばす。やがて通りから外れると、狭せまい道に入った。

　このあたりは狭いわりには人が多い。そもそも馬が通ることを想定していない。人混みを馬の蹄ひづめで蹴け散ちらすわけにもいかず、徒歩と変わらない速度となった。

　行き着いた場所は、貧民街の一角であった。狭い路地に多数の建物が並び、足の踏み場もない。彼らは適当なところで馬から下り、ごちゃごちゃした中をかきわけるようにして歩いた。

　アルメインはこんな状況はお手のものだ。なにしろ以前は住んでいたのだから。ナリアもそれほど躊躇ためらわずについてくる。

　貧民街の端、都市を守る城壁のところまでやってきた。この一角には場違いなほど立派な建物が立ち並んでいる。建物はまるで宿屋のようで、大きさは大小様々。訪問者の懐ふところに合わせたような作りだった。

　ナリアが先頭を行くアルメインに話しかけた。

「今度は顔を隠さなくていいのですか？」

「ここじゃ不要だ。俺のことを誰も気にしない」

「妙な話です」

　アルメインの言葉通り、道行く人々は自分のことにしか関心がなく、二人に注意を払っていなかった。

「確かこの辺りに……おっ、あったあった」

　アルメインの眼前には、木製の看板があり、泡が溢あふれそうな柄杯ジヨツキが描かれている。これは文もん盲もうのための目印であり、真下に「モグローの麦酒ビール」と書かれていた。

「酒場……ですか」

「まあな」

　妹の質問に曖あい昧まいな返答をして中に入る。

　店内はむっとするような熱気だった。天てん井じようはそれほど高くなく、左側に階上への階段がある。昼間から麦酒ビールをあおっている男たちのどの顔も赤く、笑い声が絶えない。

　数人がアルメインたちに向いた。中の一人が声を上げる。

「おっ、おいおい、とんだ客だぜ！」

　その言葉に、笑い声がぴたりと止やんだ。男たちは柄杯ジヨツキを置き、立ちあがった。

　こっちにやってくる。肉体労働をしているためか、どの身体も非常にごつく、筋肉が盛り上がっている。上半身裸はだかのものもいた。

　先頭の一人、禿とく頭とうの男が指をぽきぽき鳴らしている。

「なんだ、おめえら」

　殺気を感じ、ナリアが進み出た。

「止まれ」

「姉ちゃん、あんたには訊いてねえぜ」

「止まらなければ斬きる」

「はっ、斬るって？　そこの男に訊いてみろよ。姉ちゃんの言うことなんか無視していいって言うぜ」

「侮ぶ辱じよくは許さん」

「やる気か、ええ？」

　ナリアの殺気が高まる。だがアルメインは妹を制すると、前に出てにやりとした。

「ドグリク、久しぶりだな」

「アルメイン！」

　ドグリクと呼ばれた禿頭の男は、大きな腕でアルメインを抱え上げた。

「はっはー！　このやろう、ようやく来やがって！」

「お前と違って俺は忙しいんだ」

「出世したじゃねえか！」

　ドグリクは後ろを向いて叫さけぶ。

「おい、アルメインが来たぞ！　代王様だ！」

　その言葉に店内が湧わいた。

　次から次へと男たちが群がってくる。アルメインは酒さけ臭くさい男たちに囲まれて、揉もみくちゃになった。

「久しぶりじゃねえかこの野郎！」

「もう貧乏人には用がないのかと思ったぜ！」

「相変わらず汚きたねえ恰かつ好こうしてるけどな！」

　アルメインも笑いながら応じる。

「悪かった、野や蛮ばんなやつらと付き合ってたってバレたら、ルント川に沈められちまうからな！」

「言うじゃねえか！」

「とりあえず一杯くれ。ああ、そこにいるのは妹だ。瞬まばたきする間にお前らの首を全部斬り落とすから注意しろ」

　おっかねえ、と言いながら男たちは笑った。そこでようやくナリアは緊張を解いた。

　二人は椅子を勧められた。アルメインは座るが、ナリアは立ったままだ。

　麦酒ビールがなみなみと注がれた柄杯ジヨツキが、眼前に置かれる。店主が「おごりだ」と言っていた。

　ナリアが囁く。

「兄上、ここはどういうところなのです？」

「見ての通りだ。近くに俺が住んでいた古着屋がある。仕事がないときはここと往復していた。全員顔見知りだ」

「どうしてわざわざ来たのですか」

「リューブルグ市内の大抵のことは、ここで訊けば分かるようになっている。カリーンたちより情報が早いこともあるからな」

　彼は柄杯ジヨツキに口をつける。

「飲むか？　このまずさがいいんだ。店主のモグローは水で倍に薄めるからな」

　奥から「その代わりどこよりも安いぞ」と声が飛ぶ。アルメインは肩をすくめる。

「何倍飲んでも酔えねえから、結局他と同じだけ払うことになるんだよな……。ドグリク、ちょっと訊きたいことがあるんだが、いいか」

「おう、なんでも訊きな」

　ドグリクが丸い椅子に座る。巨体のため、床がきしみを上げた。

　アルメインは柄杯ジヨツキを円卓に置く。

「ヘルネーア、覚えているだろ」

「あの女か。お前と一緒にウィッタリアから帰ってきたっけな。目つきが色っぽかった。俺が思うに、あいつお前に惚ほれてたぞ」

「……それはいいよ」

　隣でナリアがむすっとしていたが、彼は察することなく訊き続ける。

「俺と別れてからなにをしてたか知りたいんだ。詳しいやついるか」

「一番知ってるって意味じゃあ俺だな」

　ドグリクが答える。アルメインは片手を高く上げて、店主に合図。

「モグロー、ドグリクに一杯。俺のおごりで」

「遠慮はしねえぞ。あの後、アルメインがグーゼルホーフまで仕事に行っただろ。ヘルネーアは随分お前のことを捜していたんだ。当分戻ってこないって知ったときは、落ち込んでいたなあ」

「そういうところも省はぶいてくれ」

「だらしねえ。ともかくお前がいなくなって、しばらくこのあたりでくだを巻いていたが、結構でかい仕事もするようになったみたいだな。宮殿から人が来てたぜ」

「白磁宮殿から？」

　アルメインが聞き返す。ドグリクは髪の毛のない頭を撫なでた。

「お前が知らないのもおかしいだろう」

「俺があそこで寝起きするようになったのは最近だよ。誰かの仕事を頼まれてたのか？　テルヒム？」

「相手は男じゃねえぞ。一回だけ聞き耳を立てたときは、ヒルトルートの使いだって言ってたな。二人でどこかに行ってたぞ」

　アルメインは思わず唾つばを飲み込んだ。

　あの姉の名前が、こんなところにまで出てきた。ヒルトルートは正攻法であれ裏工作であれ、あらゆる手腕に長けていた。なので貧民街に目をつけてもおかしくはないが、ヘルネーアと接触していたとは。

　ドグリクは柄杯ジヨツキの中身をがぶ飲みした。

「ちぇ、もうねえや」

「いくらでもおごってやる。使いってのはどんなやつだった？」

「昔の話だ……と言いたいが、結構覚えている。このあたりじゃ見ない恰好だったんだ。メイドだったよ」

　横のナリアが緊張する。アルメインはどきりとして、躊躇いがちに口を開く。

「……ひょっとして、青っぽい髪じゃなかったか……？」

　ドグリクは首を振る。

「いいや、真っ黒だった」

　アルメインはほっとして、「違った」と呟いた。彼に付き従う、あのメイドではない。

　ナリアは多少複雑な表情をしている。ドグリクはしばらく黙っていたが、やがて恐ろしげに首を振った。

「そういやあ、なんかおっかねえメイドだったぜ。いい家で働いているとも思ったが、こんなとこにも怯みやしねえ。人形みたいな顔だったなあ……でまあ、ヘルネーアはそいつに連れられてから、数日で帰ってきた。しばらく上にも出入りしてたぞ」

　頭上に向かって指さす。

　天井より上は店の二階部分だ。さきほど男が数名上っていったが、そのまま下りてこない。

　アルメインは意外そうに言った。

「上？　ヘルネーアのやつが？」

「別に商売替えってわけじゃない。訊きたいことがあったみたいだな」

「とすると、俺も上で訊く必要があるか……」

　彼は嫌そうに顔を顰めた。その表情のまま、麦酒ビールに口をつける。

「ちょっと嫌だな」

「でしたら私が行って参ります」

　ナリアがそう言った。

「いや……やめておけよ。ドグリクに頼むから」

「私を信用してください。なにを訊いてくればよろしいですか」

「あー……だったら、ヘルネーアのことを覚えている人間を連れてきてくれ」

　分かりましたと返答して、ナリアは二階へと向かう。

　ドグリクがアルメインに訊く。

「お前、妹にやらせるのか？」

「言い出したら聞かないんだよ」

　しばらくして。

　階段を駆け下りる音がする。ナリアが顔を真まっ赤かにして、息も荒く戻ってきた。

「あ、兄上！」

「だから言ったろ」

「この上は娼しよう館かんではありませんか！」

　実は「モグローの麦酒ビール」は、酒だけではなく女性も売っているのである。下でご機嫌になった客たちは、上に行って金額の交渉をし、上う手まくいったらそのまましけ込む。

　どちらも格安である。そのため、この店は金のない男たちにとって救世主のようなものであり、たまり場となっていた。

　アルメインはやんわりと妹に反論する。

「娼館とは言い切れないな。あくまで酒場が主で、売春は従」

「そういうことではありません！」

「許可は取ってる。リューブルグじゃ娼婦雇やとうにも許可制だって事くらい知ってるだろう」

　許可証を発行し、税金を得ているのである。売春は絶対になくならない商売なので、財源としても安定していた。

「不潔です！」

　ナリアの叫びに、ドグリクが面おも白しろそうな顔で反応した。

「こいつはいっとき、上にいる中年の娼婦に食わせてもらってたんだ。だけどだらしねえから、奥の寝台で一人で寝ていたんだぜ」

「兄上！」

　妹の剣幕に、アルメインは思わず身体を引いた。

「待てよナリア。金がない男が転がり込むのは、昔から女のとこって決まってるだろ」

「その時私は白磁宮殿で、お帰りになるのを待ちわびていたのです！」

「宮殿には行きづらかったんだ」

　ヒルトルートがまだ生きていたからだが、さすがにここで口にするのははばかられた。

「それより、上から連れてきてくれって件なんだが……」

「ご自分でどうぞ」

「勘かん弁べんしてくれ」

「どうしてもというなら呼んできますが、私の兄上への尊敬心がどんどん薄れております。お忘れなく」

　冷たく告げると、ナリアは再び階上へと赴おもむいた。

　かなり長い間待たされたが、妹は一人の娼婦を連れて戻ってきた。かなり年の食った、恰かつ幅ぷくのいい中年女性であった。

「こちらの方が、ヘルネーアについて存じていると」

「あんたがあたしに質問あるって男？」

　女性は音を立てて椅子に腰を下ろす。

「こっちは商売やってんだ。ただじゃ手だって握らせてやんないよ」

「手は握らないが、これを受け取ってくれ」

　アルメインは銀貨を一枚出すと女性の前に滑すべらせた。

　瞬く間に、銀貨は女性の手の中に消えた。

「あらやだ、色々喋りたくなったよ」

「ヘルネーアはどんなことを聞いていたんだ」

「なんかねえ、昔ここらにいた娼婦の話だったよ。捜してるみたいだったね」

「若い娼婦か」

「いいや。とうが立ってるって言っちゃああれだけど、そんな女を捜してた」

　アルメインは思わずナリアと顔を見合わせた。ヘルネーアは一体なにをしていたのだろうか。

「で、捜した相手はいたのか」

「それがいたんだよ。ここじゃなくてあっちの角の店にいたんだけどね。昔」

　角の店は「貴婦人の後ろ髪」という店だとドグリクが教えてくれた。「モグローの麦酒ビール」とは違い、純粋な娼館である。

「そこでずっと働いていた娘だったね。ま、あたしらはなにかと助け合うこともあるんだけど、『貴婦人の後ろ髪』はお高くとまっていて付き合おうとはしなかったからね。とにかくそこで働いていたよ」

「じゃあヘルネーアは見つけたんだな」

　中年の娼婦は肩をすくめた。

「見つけたって言えるのかね。死んでたんだから」

「死んだ？」

「ああ。ヘルネーアって言ったっけ、あの女はそれほど落ち込んでいなかったけどねえ」

　アルメインは「そうか」とだけ言った。

　捜した相手がこの世にいなかったとなると、ヘルネーアの人捜しは意味がなかったことになる。

　と同時に、彼はいまだ引っかかることがあった。では何な故ぜヒルトルートはヘルネーアと接触したのだろう。その後に人捜しがはじまり、死んでいてもあまり落胆はしていなかったらしいのだ。

　アルメインは中年の娼婦に「ありがとう」と言った。

「あらもうおしまいかい。あんた上には来ないの」

「遠慮する」

「あんた昔、ここでくだを巻いていたアルメインだろ。知ってる子が上にもいるよ」

「よろしく言っといてくれ」

　アルメインは立ち上がる。店主に銀貨の詰まった袋を渡して、「全員に飲ませてやって」と頼んだ。

「なんだ、帰っちまうのか」

　つまらなさそうにドグリクが声をかける。

「悪いな。ここは俺のおごりだから、いくらでも飲んでいいぞ」

「代王なんて面白くねえだろ。戻ってくりゃ歓迎するぜ」

　アルメインはその言葉に、ほんの少しだけ未練の色を見せた。

「俺も時々そう思うよ」

　彼はナリアを連れて「モグローの麦酒ビール」から出た。

　白磁宮殿には戻らず、通りの角へ向かって歩いて行く。ナリアが恐る恐る訊いてきた。

「兄上、もしかすると」

「ああ。『貴婦人の後ろ髪』に行く」

　妹は腰に手を当てる。

「また娼館ですか」

「楽しみだろ」

「私をそんな女だと思っているのですか」

「訊きたいことができた」

　歩いているうちに、周囲は徐々に猥わい雑ざつな印象を醸し出してきた。

「貴婦人の後ろ髪」のある地域は、リューブルグでも有数の娼館が立ち並ぶ地域だ。高級から格安まで並んでおり、貴族が馬車で乗り付けるような店もあれば、日銭を稼かせいだ男が転がり込むような店もある。もっと金のない連中は「モグローの麦酒ビール」のような店に行く。

　角にある大きな店の前で立ち止まる。派手なところはないが、かなりの大きさだ。隣にも同じような作りの店があるが、そっちは普通の宿屋となっている。

「入るのですか」

「入れてくれたらな」

　アルメインは入り口で、「主人を呼んでくれ」と叫んだ。

　しばらくごたごたする音がしてから、奥からでっぷりとした主人が出てくる。女だった。顔を白粉おしろいで塗りたくり、首には宝石をじゃらじゃら鳴らしている。東方地域名物の煙管キセルまで持っていた。

　女主人はアルメインとナリアのことをじろじろ眺めた。

「そっちが働いてこっちはヒモか。女は上玉だね。前渡し金はいくら欲しい？」

「しっ、失礼なことを言うな！」

　ナリアが激げつ昂こうして剣を抜こうとする。アルメインは手で制する。

「残念だが違う。ちょっと訊きたいことがあるんだ。協力してくれ」

「は？　そういう輩やからはお断りだよ」

　奥へ戻ろうとする女性を引き留めるアルメイン。

「まあ待ってくれ。昔ここで働いていた女を捜してるんだ。もう死んでしまって、別の女も捜していた」

「はあ？　そんな雲を摑つかむような話、協力するわけないだろう」

「捜していた女はヘルネーアって言う」

「帰んな！」

「強行手段は取りたくない。中に入れてくれ。自分で話を聞く」

「馬鹿言ってんじゃないよ！」

　女主人はアルメインに煙管を突きつけた。

「うちはお上からきちんと許可証を発行してもらってる優良店なんだ。お偉いさんもちょくちょくやってくるんだよ。関係ない人間は役人だって中に入れないよ」

「代王でも？」

「皇帝だってお断りだ！」

　目の前で大きな扉が閉められた。

　アルメインは開けようとして思いとどまる。ナリアに訊いた。

「娼館の許可証ってどこが発行しているか知っているか？」

「……知りません」

「宰相の管かん轄かつ下かかもしれねえな」

　ふと彼は顔を上げる。物音が聞こえてきた。

　テーアドーラ大聖堂の方角だ。風に乗り、喧けん噪そうが伝わってきた。

　彼は舌打ちを一回。娼館に入るのは諦め、妹に告げる。

「宮殿に戻るぞ。まずい状況になったようだ」




　白磁宮殿の書庫に戻ったアルメインを、カリーンが待っていた。

「緊急の知らせが入ってきました。市内のあちこちで、ヴィントレーア様の兵が民と衝突しています」

　メイドは付け加えた。

「死人が出はじめました」

「ついに」

　隣でナリアが嘆たん息そくしている。

「兄上にお願いがあります。ヴィントレーア姉様を早く止めるべきです。兵をお貸しいただければ、私が直接出向いて対抗します」

　ナリアは市民に被害が出たことに心を痛めている。ローディア騎士として、弱者をいたわるのは当然の発想であった。

　アルメインは首を振る。

「俺は兵を持ってないよ」

「でしたら近この衛え衛えい視しを」

「彼らは宮殿守備専門だ。兵をなだめても、姉さんを抑えるのがな……。先にコットローをなんとかするか」

　カリーンが言った。

「ヴィントレーア様を優先した方が好ましいと思われます。軍ぐん務む卿きようで、兵の指揮権があります。あの方は激情的であり、いざとなれば、市街の半分を灰かい燼じんに帰きすこともためらわないでしょう」

　メイドの言葉はもっともであった。

「今に火の手も上がりそうだな」

「どうなさいます」

「手を出さなくても、いいっちゃいいんだよな」

　現在表で派手にやり合っているのは、スインとヴィントレーアである。なにもかも二人でおこなって、共倒れにでもなれば万々歳だ。

　だがアルメインはヴィントレーアを止めるとスインに約束してしまった。こうなることまで予測していたのなら、見事にしてやられたということになる。

　これもまた、ヘルネーアの入れ知恵だろうか。

「バリストン兵がやってきたら市街戦になるな……」

「民衆の一部はすでにバリストンからの助けを求めています」

「ベールランドって言わないあたりが、スインは上う手まい」

　ベールランド連合王国からの軍が進しん駐ちゆうすると言われれば民衆も反発するだろうが、バリストン兵なので嫌けん悪お感かんはやわらいでいる。スインはバリストン王なのでフィンメルハウゼンの味方であるとの希望的観測もあった。

「カリーン、グーゼルホーフの様子は」

　メイドは報告書も見ずに情報を披露した。

「まだ静観中ですが、動員ははじめているでしょう。バリストンの兵がリューブルグまで到達すれば、国境を脅おびやかすかもしれません」

「二正面に敵を構えるのはまずいな。バリストン王国の動きを見張らせろ。移動をはじめたらすぐに知らせるんだ」

「はい」

　彼女は遠くを見るような目つきをする。遠話を使用しているのだ。遠方にいる部下と頭の中で会話ができる魔導だ。距離が離れすぎている場合は、何人かのメイドが中継して伝える。

「対外はそれくらいしかない。いざとなったらファブレー特命大使でも脅おどす。まだ行方ゆくえ不ふ明めいなのか？」

「見つかったという報告はありません」

「じゃあヴィントレーア姉さんを止めるのに、どういう手がいいか……」

「兄上」

　なにか言う前に、ナリアが口を挟んだ。

「どうしても、ヴィントレーア姉様を止めねばなりません」

「ああ。市街戦がはじまりつつある。スインと約束までしちまった。止めるしかない。だけど俺には兵がないんだ」

「ならばお話しがあります。人払いを」

「俺とカリーンしかいない」

「二人きりでお願いします」

　きっぱりとした物言いにアルメインは多少の驚きを感じたが、かたわらのメイドに頷いた。

　カリーンは部屋から出て行く。

　アルメインはナリアと二人きりとなった。彼は机に直接腰かける。

「それで、二人っきりでの話ってのはなんだ」

「さきほどのヴィントレーア姉様のことですが……私に任せてもらえませんか」

「前にも言ったが、俺は兵は持ってないぞ」

「いいえ、私が一人でヴィントレーア姉様を止めます」

　さすがにアルメインは驚いた。

「できるのか？」

「はい……」

　どこか自信なさげな返答に、アルメインは渋い表情を作る。

「できないのなら、無理しなくていいぞ」

「そうではありません。ヴィントレーア姉様のことは止められます。ただそれは……ローディアの騎士として、好ましい方法ではないのです。とても正々堂々ではありませんから」

　彼女はアルメインを正面から見み据すえて言う。

「ですが、私は兄上のためにおこないます。これが兄上の助けになるのであれば……」

　妹の表情には、ただならぬ決意が見て取れた。彼には心中深くまで察することはできないが。自信があるのだろう。そしてそれは彼女にとって、真っ当とは言えないやり方なのだ。

　アルメインは一瞬だけ迷ってから、頷いた。

「分かった。方法は聞かない。任せよう」

「ありがとうございます。それと……」

　ナリアは戸惑い気味に付け加えていた。

「……こういうことを口にするのは、兄上に忠誠を誓ちかった騎士としてあってはならぬと考えています。で、ですが、騎士とは言えないやり方をおこなう以上、少しくらいお願いをしてもいいのではと……」

　つっかえがちに喋る妹とは対照的に、アルメインは怪け訝げんな表情を作る。

「どんな願いだ？」

「兄上……私のことを、抱きしめてもらえませんか」

「俺が、君を？」

「はい……」

　見つめるナリアの瞳は、悲壮感に満ちている。彼は冗じよう談だんで紛まぎらわせようと考えていたが、とてもできなかった。

　代わりに質問する。

「……どんな理由で、なんだ？」

「こっ、これは私にとって一大決意なのです。日頃メーニカやカリーンばかり兄上に触れてばかりで、私は……羨うらやましく……」












　妹の目が潤うるみつつあった。

「ヘルネーアまでが兄上のことを知っております。私は置き去りにされるばかりです。もう、我が慢まんができないのです……」

　一大決意だというのは分かる。ナリアは自尊心が高く、男性だろうと女性だろうと屈したり媚こびたりしないのだ。冷静で禁欲的。まして「抱きしめて欲しい」などと幼女のようなことは口にしない。

　だが彼女はアルメインに望んだ。それは大袈裟ではなく、自身の誇りをかけたものなのだろう。

　そしてアルメインも同じく、一大決意となる。

　彼は身体が緊張するのを感じていた。

「抱きしめれば……いいのか」

「はい。褒ほう美びなどと言う言葉を口にすることを許されない身ですが……私は、どうしても兄上に……」

　すがるようなナリアの表情。

　この障害はアルメインには高すぎる。ヒルトルートの行為によってつけられた傷は癒いえていない。他人からは見えないだけに、余計厄やつ介かいだ。

　しかし思いつめた表情の妹を拒きよ絶ぜつすることも、また困難を伴う。

「……分かった」

「ありがとうございます、兄上」

　彼はぎくしゃくと、両腕を広げる。ナリアはゆっくりと近づいた。

　アルメインの胸に飛び込む。予想以上に華きや奢しやで細い身体に、彼は戸惑った。

　ゆっくりと広げた腕を閉じる。卵を確認するように慎重に触っていった。胸に当たる感覚は柔らかく、手で触っている背中もまた柔らかかった。

「あ……」

　ナリアが声を漏もらした。アルメインはびくっとして、腕を放そうとする。

　顔を伏せたままナリアが言う。

「兄上……もっと、強く……」

　彼は背中に汗をかいた。背だけではなく、額にも、首筋にも。心臓の鼓こ動どうは早くなり、喉の渇かわきを覚える。

　それでも求められるがまま、妹を抱いた。

　ナリアは顔を伏せている。表情は見えないが、甘い香りが漂ってくるようだ。騎士でもなく妹でもなく、一人の女性としての姿があった。

　彼は天井を仰あおぐ。

「兄上……兄上……ああ……」

　小さな声が耳をくすぐる。

「幼い頃から……こうしていただくのが、私の夢でした……」

　純粋な想い。痛いほど伝わってくる。

　だがそれでもなお、アルメインには恐怖があった。

　女の性に対する恐怖。たおやかなだが痺しびれるような物腰。美しいが心に入り込んでくる声音。全てが彼にとって鋭利な刃物となる。痛みこそ感じないが、全身をくまなく傷つけられていた。

　堪こらえていたのは、ナリアを無む下げに扱いたくないという、肉親としての気持ちがあったからに他ならない。

　静かに、時間をかけながら、腕を解いていく。同時に身体は後ろに下がっていった。

　ナリアは夢うつつな表情のまま顔を上げた。

「……兄上……」

「ナ、ナリア。もういいか」

「……はい」

　ほんの少し残念そうな色を浮かべながら、妹は返事をする。

　次の瞬間にはもう、護衛役としての彼女に戻っていた。

　丁てい寧ねいすぎるほどの礼をする。

「では私は姉上のところへ行って参ります」

「頼む」

　ナリアは長剣を鳴らしながら退出していった。

　アルメインは扉が閉まったのを確認すると、即座に窓を開けて深呼吸する。ぐったりと窓枠にもたれかかった。

　以前に比べて、女性への嫌悪感が多少薄れている。苦労はしたがナリアを抱きしめることはできたのだ。慣れたというべきだろうか。

　それでも嘔おう吐としなかったのは奇跡だなと、彼は思っていた。




　ヴィントレーア配下の兵と、民衆との衝突は増大しつつあった。軽度の負傷は当たり前になっており、重傷者や死者も出つつある。

　ここに至り、ついにテーアドーラ大聖堂から声明が発せられた。

「市民よ剣を取れ」

　こう告げたのはコットローであった。

「ヴィントレーア代王の兵は信仰を汚し平和な営みを破壊しようとしている。剣には剣を。諸君らの背後には双聖教がついている」

　民衆に武ぶ装そう蜂ほう起きを勧める言葉だった。ヴィントレーアに王位の資格なしと宣言したことに加え、剣を取って戦えというのだ。これを考えたのは宰相のテルヒムだったが、人々はコットローの言葉だと信じた。

　実際に兵と戦うには勇気がいる。なので努めていつも通りに生活しようとする人が多かったが、一部の信仰篤あつき人たちは実際に武装した。そしてテーアドーラ大聖堂に集まりはじめた。

「聖下をお守りするのだ」

　武装した信者は口々に叫んだ。

「不義の子にして信仰の敵ヴィントレーアから双聖教を救わねばならない。我らの手で聖下をお守りする。双神の加護のあらんことを」

　実際には神が助けてくれるかどうかはともかく、信者たちは助けてくれると信じている。中には「双神の加護があるから素手でも勝てる」と言い出す人間までいる始末であった。

　これらの報告を受けたヴィントレーアは即座に反応した。しかも怒りを持って。

「兵をテーアドーラ大聖堂に向けろ。他は放っておいても構わん。コットローとスインを引っ張り出してやる」

　聖堂の奥から引きずり出せという意味である。無論、物理的に。

　これにはさすがに、部下からも慎重を求める意見が出た。

「兵の中には双聖教の熱心な信者も多くいます。テーアドーラ大聖堂を攻撃するとなると、叛はん逆ぎやくするものが出るかもしれません」

　ローエルミナの台詞に、ヴィントレーアは不機嫌そうに応じる。

「では包囲に留めろ。ただし聖堂から出ようとするものがいたら一人残らず捕らえるのだ。ただし」

　隻せき眼がんの女性は苛烈さを隠そうともせずに付け加える。

「さらに母と私を侮ぶ蔑べつするようであれば、容よう赦しやはしない。信仰というものが刃やいばの前にいかに脆もろいものか見せてやる」

　彼女の命令によってテーアドーラ大聖堂には軍が派遣され、周囲を封ふう鎖さした。

　まるで城じよう砦さい対攻囲軍であった。戦端こそ開いていないが、緊張感だけがむやみに高まり、一触即発である。遠からずうちに血みどろの戦いになると、誰もが噂していた。

　ヴィントレーアの将軍府にナリアが訪れたのは、その日の昼過ぎであった。

　隣に兵の宿舎があるためか、武装した兵が大勢行き来している。兵は大隊ごとに編成され、出撃していった。

　彼女は一瞬眉を顰めてから、扉を開ける。

　一階には数名の将校がいた。何人か顔を上げてナリアを確認したが、代王の妹だと知ってなにも言わなかった。

　階段を上り、ヴィントレーアに面会を求める。隻眼の姉は応じてくれた。

　ヴィントレーアが室内に招き入れる。

「お前が私の元に来るとはな。とうとう部下となる決心がついたか。将軍の座を用意しているぞ」

「いえ、兄上の使いです」

「ふん、アルメインか。ならば正式な話し合いというわけにはいかない。私は立ち話と同程度に扱う」

「分かってます。ヴィントレーア姉様も公おおやけにしたくないと思うはずですから」

　ナリアはそう告げた。

「ほう、まるで我が弟の様な口ぶりだな」

　ヴィントレーアは隻眼を面白そうに歪ゆがめる。

「なにしに来たか当てて見せよう。私の兵たちを引かせろと言うのだろう」

「はい」

　ナリアは首しゆ肯こうした。ヴィントレーアはにやっとする。

「やはりな。だが私はあのような侮辱を聞き流すほど寛かん大だいではない。あのような声明を発表すること自体、私を玉座への道から遠ざけようとする策略だ。スインと双聖教には相応の報いを受けてもらう」

「噂は民衆の娯楽です。放っておけばよろしいのでは。弾圧したら息が詰まってしまうでしょう」

「別の噂なら私も止めたりはしない。が、これは許さない」

「……いえ、止めていただきます」

　ナリアは言い放つ。ヴィントレーアの隻眼がぴくりと動く。

「どんな理由で」

「……ヴィントレーア姉様。私は姉様を尊敬しております」

　ナリアは静かに語り出した。

「兄上がいなくなり、途方に暮れた私に道を開いてくれたのは姉様です。剣の腕を鍛きたえ、軍へ導いてくれました。近衛兵編成へ尽力してくれたことも忘れておりません。ですから姉様にはただ、軍を引いてくださるようお願いするのみです」

「冗談は止めろ。私は私を侮辱するものを許さないだけだ」

「罪なき市民です」

「噂を口にするだけで、死罪に値する」

「……私は兄上に忠誠を誓った身です。姉様と対決するようであれば、躊躇わず兄上につきます。ですがやはり、姉様には妥だ協きようしていただきたいのです」

「はっ」

　ヴィントレーアは、ナリアの心を嘲あざけった。

「お前が私のやり方に口を挟む権利はない」

「ですが」

「まるでアルメインのようだな。あの弟はつまらぬ工作を得意とするようになったと聞く。ついに妹まで堕だ落らくしたか。我が覇は道どうに立たち塞ふさがるものは、肉親とて容赦はせん」

　隻眼が怒りに満ちていく。その言葉は、幼き自分を支えてくれた姉ではなく、権力に固執する女性にすぎない。そうナリアは感じていた。

　彼女は一度、目を伏せた。それから顔を上げる。

「私は姉様の異性関係を知りません。早々に婚姻すると思っていました。ですがそんな気配はなく、かといって不満を抱いているようでもありません」

「なにが言いたい」

「実はある機会に、私は姉様が寝室でなにをしているのか知ったのです。それから調べました。姉様がこれまで、寝室でどう過ごしているのか。ここ数か月で十名近く女性を深夜に呼んでいますね。全員部下です」

「なっ……！」

　隻眼が見開かれる。ヴィントレーアが青ざめた。赤毛の勇将が、今まで見せたことのない顔色となった。

「今はたった一人が相手です。イーレクリス将軍がずっと夜よ伽とぎを務めています。綺き麗れいな人です。あれだけの人であれば、女性といえど耽たん溺できしてしまうのでしょうか」

「どうして知っている!?」

「見ました」

　ナリアは冷たく告げた。

　ヴィントレーアは顔を青くし、それでも瞳は怒りに燃えている。手はぎゅっと握られ、歯を嚙かみ鳴ならしていた。ぎりぎりと音を立てており、今にも折りそうだった。

　口から呪のろいのような言葉が発せられる。

「……なにが望みだ」

「兵の引き上げを。そして今後は代王としての野心をお控えください」

「断ったら」

「姉様のことを全ての人が知ることになります。醜しゆう聞ぶんはローディア大陸全土に広がるでしょう。あのメイドたちが広げます」

　そしてヴィントレーアは好奇の目に晒さらされるだろう。非難の的となり、酒場では性せい癖へきが面白おかしく語られるだろう。彼女は誇り高い。勇名を馳はせる女将軍ではなく、猥わい談だんを飾る色情女として語られるのは絶対に好まなかった。

「……スインを支持しろと言わないのは、慈悲のつもりか？」

「どうでしょうか」

「……お前は口をつぐむのだな」

「私は姉様の趣味には関知しません。姉様は姉様です」

　ヴィントレーアは息を荒くし、ナリアを睨にらみつけていた。

　やがて横を向く。

「……いいだろう。たった今から兵は引き上げる」

「ありがとうございます」

「礼などいるか。出ていけ！」

「姉様にこのような取り引きを申し出たくありませんでした」

「黙れ！　私はもはやお前を許しはしない。軍に戻ってこいなどとも言わん。恥を知れ！　ローディア騎士としての精神も忘れた女が……！」

「……私は兄上のために働くと、誓ったのです」

　隻眼の女性は怒ど鳴なった。

「さっさと消え去れ！」

　言われるまでもなかった。ナリアは一刻も早く、この場を立ち去るつもりでいたからだ。なので次の瞬間には、すでに姿を消していた。
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　ナリアの交渉は、劇的なほど威力を発揮した。ヴィントレーア隷れい下かの部隊は瞬く間にテーアドーラ大聖堂周囲から姿を消し。同時に衝突も回避されていった。

　民衆の間に安あん堵どの空気が満ちると同時に、これはやはりヴィントレーアがスインのことをついに認めたからでは、との噂うわさも流れつつあった。

　白磁宮殿のナリアはアルメインに「終わりました」と告げるだけで、なにをしたか話そうとしない。彼も訊かなかった。

「国境の具合はどうなっている？」

　アルメインに質問されたカリーンは、簡潔に答えた。

「動きはありません。ホルディア軍の牽けん制せいのため、バリストンの兵は移動をおこなわない模様です。軍は帰郷しつつあります。グーゼルホーフ帝国は動員しましたが、帝都へ移動しています。あの国の権力闘争がここに来て表面化した模様です」

「そりゃ好都合だ」

　他国が手出し出来ないのは助かる。歴史と伝統があるとはいえ、フィンメルハウゼンは周囲に比べて小国なのである。

　不穏な情勢は収まったが、この件で一番得点を稼いでいるのは、やはりスインであった。

　どこからともなく、スインのおかげで戦闘が回避されたとの噂が流れ、「やはりあの方こそが王に相応ふさわしい」との意見も散見された。それらはテーアドーラ大聖堂周囲から発せられていた。

「コットロー聖主とテルヒム宰相が、噂元のようです」

　とカリーンは報告した。

「双聖教の信者が積極的に荷か担たんしています。スイン一世の評判はまだ高まるでしょう」

「ヴィントレーア姉さんの気持ちが少しは分かってきたよ」

　とアルメイン。とはいえ、さすがに噂した者を捕らえようとは思わない。

　こういう場合は大元に対処する方が早い。水が漏れたら、ひび割れを塞いでから水を掻かき出だすべきだ。

「スインはコットローと手を切るつもりがないのか。俺にただ働きをさせる気か」

　独ひとり言ごとじみた文句に、カリーンが答える。

「先ほどのバリストン王国の兵が動かない件ですが、どうやらリューブルグ市内のベールランド大使館から書簡が送られたためのようです。マックリーニ五世王に直接届けられたのかもしれません。ただ、通常の外交書簡とは手続きが異なっている模様です」

　アルメインは思わず膝ひざを叩たたきそうになった。

「分かったぞ。コットローかテルヒムがマックリーニ五世をそそのかして、スインの動きを止めたのか。このままだとスインの力ばかり強くなるから、自分たちの存在誇こ示じだ。主導権も握ろうとするはずだ」

　その時、書庫にメイドが一人やってきた。カリーンの耳元になにごとか囁く。

　メイドの長は頷いた。

「スイン殿の戴冠を、明後日におこなう模様です」

「早い」

「テーアドーラ大聖堂の露台バルコニーで、聖主自らがスイン殿の頭に冠を授ける演出です。民衆に見せるのでしょう」

　アルメインはうめいた。

「スインのやつ、バリストン軍が足止めを喰らったんで従ったな」

　やはりコットローとテルヒムに狙いを定めるしかない。水漏れの元が、あの老人なのだ。

「抑えるか」

「コットロー聖主の身辺を探らせていましたが、あまりテーアドーラ大聖堂から出ることは多くありません。もっぱら大聖堂内で生活しております」

「あいつがそんなことで満足できるとは思えない。すげえ俗ぞく物ぶつだぞ」

「そう思って部下に周辺を調べさせましたところ、コットロー聖主がしばしば外部から人間を呼んでいると判明しました」

　カリーンは部下から受け取った走り書きを、直接アルメインに見せた。

　アルメインはざっと目を走らせる。そしてにやりとした。

「なるほどねえ。双神の代理人も人間だったってことか」

「向かわれますか」

「当然だ。カリーン、部下で腕の立つのを集めてくれ。代王自らここの店に出向こうじゃないか」

　カリーンは承しよう諾だくする。だが側そばにいたナリアが不満げにしていた。

「私も行きます」

「例のあの場所だぞ」

　ナリアが、なんだか分からないという表情だったので、彼は走り書きを見せた。

　妹はやがて頰ほおを薄く染めた。

「……お供します。兄上が向かわれるのならば」

「知ってる場所だ、馬で飛ばすぞ」

　一行は白磁宮殿を出発した。




　アルメインとナリア、そしてカリーンをはじめとするメイドたちの様子を、じっと観察していたものがいる。それはつい最近、ナリアによって耳を切られた女性であった。彼女は慎重に慎重を期していたため、カリーンにも察知されることはなかった。

「最近のアルメイン代王は、外出が多いな」

　エルラニアは呟いた。

「行く先を突き止める必要があるか。コットローと宰相の障害になるかもしれない」

　だからといって、彼女が障害を防ぐとは限らない。エルラニアは己の利益のみを考えているのだ。

（少しだけならコットローに恩を売るのも悪くはない。それに、あいつから聞き出すことがまだ残っている）

　まずはアルメインたちの行方だ。そう考え、彼女は追跡を開始した。




　アルメインたちはかって知ったる道をひた走ると、馬を止めた。そこはつい最近訪れたばかりの場所であった。

　娼館「貴婦人の後ろ髪」と隣の宿屋には結構な数の客が入っているようで、喧噪が外に漏れていた。時々嬌きよう声せいも混じってくる。

　アルメインは馬から下りると、カリーンに告げた。

「このあたりを囲め」

　カリーンは合図をする。部下のメイドたちは「貴婦人の後ろ髪」をぐるりと取り囲んだ。

「一人も逃がすなよ。店の人間が客に紛れて帳簿や書き付けを持ち去るかもしれない」

「お任せください」

「ナリア、入るぞ。まだ娼館は苦手か？」

「断ったらカリーンを連れて行くのですね。私が行きます」

　アルメインはナリアと共に堂々と正面から店に入った。

　内部は薄暗い。客がそれぞれ顔を合わせたりすることがないようにしているのだ。それでも声は隠しようがなく、あちこちの部屋から嬌声が漏れていた。ナリアの顔が引きつる。

　アルメインは声を張り上げた。

「全員そのまま！　この店は内務局によって取り調べられることになった！」

　娼館は許可制で、取り仕切っているのは宰相配下の内務局である。もちろんアルメインはテルヒムに許可を得ていない。

　嬌声がぴたりと止まる。同時にざわめきが激しくなった。裸の男性と女性が飛び出して逃げようとしたが、外で包囲していたメイドたちによって押し戻された。

　ナリアは顔をしかめている。腰に布を巻いただけの男が「これでなんとかならんか」と銀貨を差し出したが、「さっさと戻らないか」と怒鳴りつけた。

「コットローがこの店から女性を派遣してもらってることが判明した」

　とアルメインは妹に説明する。

「証拠を押さえる。書き付けでも証人でもいいから捜す」

　アルメインは立て続けに指示する。

「ナリアは娼婦と客を見張ってくれ。従業員はそのへんに並ばせるんだ」

「服を着せてもよろしいですか」

「娼館で服を着ていたら変だろう」

　ナリアは文句を言いたそうだったが、彼はさっさと奥へ行く。

　その時、階上から例の女主人が下りてきた。ぎろりとアルメインを睨む。

「またあんたか。役人だったのかい。ウチは明朗会計許可もちゃんともらってる優良店だよ」

「許可証は昨日失効した。検査する」

「はあ!?　ちゃんと更新したろうが」

「更新してないことになったんだよ」

　アルメインは階段を上った。女主人が出てきた部屋を狙っていた。

　女主人は泡を食って追いかけてくる。

「待ちなよ、あんた本当に役人かい!?」

「言っただろう。代王だ」

　彼は扉代わりの布をめくると、足を踏み入れる。ごちゃごちゃした室内には、帳面に金貨や銀貨が散乱していた。

　彼は遠慮なく室内の捜そう索さくをはじめた。女主人が煙管を振り回して叫ぶ。

「ちょっと、金を一ドランでも盗んだら承知しないよ！」

「金ならいらねえから安心してくれ」

　証拠が必要なのだ。「貴婦人の後ろ髪」は娼婦の出張もおこなう。とすると、どの場所に出張させたかの記録も残っているはずであった。テーアドーラ大聖堂へ出張させた記載を見つければいいのだ。

　だが。

「くそっ……どこにもねえ」

　アルメインは帳面の束を片っ端から探したが、どこにもない。出張記録はあったが、テーアドーラ大聖堂は書いていなかったのだ。暗号で処理しているかとも思われたが、それもない。

　彼は焦あせった。貴重な時間が消費されていく。カリーンが店の名前を間違えることはない。どこにあるのか。

「コットローが店に来るはずはない。絶対に記録が……」

「なんだか知らないけど、目当てのものはないようだねえ」

　女主人の声が聞こえてくる。

「役人だか代王だか知らないけど、さっさと出て行ってくれないか。こっちはいい迷惑だ」

　彼は女主人を問い詰める。

「記録に残さないで裏でやっていたのか」

「馬鹿言いなさんな。そんなことが露見したら、永遠に許可が下りなくなるだろうが」

　部屋の外を見ると、女主人は得意げになっている。アルメインの鼻を明かしたと思っているのだろう。

　彼は書類の束を放り投げた。

　首を振る。この店から娼婦が送り込まれているのは確かなのに証拠はない。

　アルメインは部屋を出た。女主人は、はっはと笑っている。

「ほらほら、帰った帰った。営業の邪魔だよ。あとで迷惑料請求させてもらうからね」

「勝手にしてくれ……ん？」

　アルメインはふと左横を見る。壁際に大きめの扉があった。

　なにげなく扉の取っ手を引く。そこもまた通路となっていた。

「宿屋か……」

「勝手に開けないでくれないかい。隣の宿屋に泊まっている人が、行き来しやすいようにしてるんだ」

「経営者は？」

「うちの旦だん那なだよ」

　そこにナリアがやってくる。アルメインは言う。

「引き上げるぞ」

「その必要はありません」

　妹は憮ぶ然ぜんとした表情だった。

「向こうの部屋に証拠があります。娼婦と一緒に司教が寝ていました。呆あきれた話です」

　アルメインは彼女の指し示す部屋に視線を向けた。

「司教？　双聖教のか？」

「それだけではありません。隣には枢すう機き卿きようがいたのです。まったく、人を導く責任のある人たちが、このようなところに入り浸っていたとは……！」

　ナリアは剣を振り回したい様子だった。アルメインには好都合。

「よし、そいつらを使う。カリーンに言って司教と枢機卿の顔と名前を控えさせろ。身柄を抑えてもいい」

　彼は店から出ると、馬に乗る。直接コットローに会うつもりであった。




　アルメインはコットローと数回しか言葉を交わしたことがない。幼い頃は聖主の存在そのものを知らず、大きくなったときはすでに国を出しゆつ奔ぽんしていた。一番最近会ったのはハイニル、ヒルトルートの葬儀の際であるが、型どおりの挨あい拶さつをしたにすぎない。

　それでも彼はコットローの性格を承知している。双神の代理人にも拘かかわらず、その俗物根性と権力欲は、宮殿にいると耳に入ってくるのだ。

　アルメインは、テーアドーラ大聖堂でコットローへの対面を求めたとき、代王であることを強調した。さもないとコットローは、気にも留めなくなるだろう。

　従者によって通された部屋で、コットローはいかにも鷹揚に待ち構えていた。

「これはアルメイン代王。このような場所に来ていただき、恐悦至し極ごく」

　一応の敬意を払ってはいるが、椅子から立ち上がりもしない。

「なに用ですかな」

　アルメインは壁際に目をやる。幕が下がっているが、どうも人の気配がある。誰か忍んでいるのかもしれない。

「アルメイン代王？」

「……スインの戴冠の件だ」

　彼の言葉にコットローは笑みを浮かべる。

「そのことなら用意は調ととのいつつあります。近日中にスイン一世はフィンメルハウゼンの王ともなるでしょう」

「ここに代王がいる。ヴィントレーア姉さんも」

「無論承知はしております。ですが双神のお心はスイン一世の頭上にあります。戴冠もやはり双神の思おぼし召めしによるもの。まさかアルメイン代王は、中止せよとは申さないでしょうな」

　アルメインは目を細める。

「俺が思うに、スインよりも双聖教に問題がある。倫りん理りの面で」

「双聖教は人々を救うためにあります。まさかそのようなこと」

「聖主は自らの言葉が真実であると思っているのか？」

「信徒を導くものとして当然のことです。代王」

　最後まで聞かず、アルメインは部屋の外に声をかけた。

　扉が開き、ナリアが入ってきた。彼女は二人の人物を連れてきている。

　コットローの顔がぴくりと動く。アルメインは言った。

「聖主の方がよく知ってるだろう。司教と枢機卿だ。娼館で見つけた」

　男性二人ははどちらも面目を失ったようにうつむいていた。

「調べたところによると、常連のようだ。ここ数年通いっぱなしだ」

　コットローは憮然としたまま言う。

「……この二人はかねてより不品行だと言われておりました。意外ではありませぬ」

「これを発表したらどうなると思う」

「…………」

「双聖教の権威も、聖主の威厳もが損なわれるだろうな」

　しばらくの間、室内を沈黙が支配する。そのまま時が過ぎ去るのを、ただ待っているかのように。

　先に喋り出したのはコットローだった。

「……二人から司教位と枢機卿位を剝はく奪だつし、僻へき地ちでの布教活動からやり直してもらいましょう」

「その程度ですむわけがない」

「では代王のご意見は」

「戴冠式の延期を」

　アルメインははっきりと告げる。

「そうすれば醜聞は外に出ない」

　コットローは前のめりになった。

「娼館での行為でそれはあまりにも。双神の御み心こころに反します」

「だから延期でいい」

　アルメインはあえて期限を示していない。すなわち無期延期と同義語でもあった。

　彼は足を組んだ。

「バリストン王国をホルディアの軍が牽制しているだろう。あれはテルヒムの仕業だと思っている。スインにあんたらの力を見せつけるためにやったんだろうが、ちょっと早すぎたな。おかげで俺は国境を気にする必要がなくなった」

　コットローは一見感情を露にしていない。だが内心、歯嚙みしているのは明白だった。

「……いいでしょう」

　喉の奥から絞り出すように言う。

「しばらくは延期します。情勢が平穏になってから戴冠はおこないます」

「結構。双神の代理人の言葉だ。噓はないと信じる」

　彼は立ち上がると、ナリアを連れて部屋から出た。

　コットローの見送りはない。怒りを表しているようだが、アルメインは気にしなかった。
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　アルメインがいなくなり、コットローは遠慮なく大声を出した。

「ええい、忌いま々いましい男だ！」

　アルメインたちが出ていったのを見計らって、壁際の幕が開いた。

　現れたのはテルヒムであった。彼はコットローに向かい、深々と一礼した。

「聖下のお怒り、このテルヒムも大いに心を痛めております」

「あの小僧め。くだらんことをやりおる」

　コットローはまだ残っていた司教と枢機卿に向かい、「さっさと出ていけ」と怒鳴りつけた。

　この男は貧困の中から双聖教の伝道者となり、頂点にまで上り詰めた。強烈な経験と自負が現在の地位を支えていた。

　それゆえ自分以外の権力者を強烈に嫉ねたむ。年下の人間となればなおさらだ。なのでアルメインに出し抜かれたことは、自尊心を傷つけられるのに充分な出来事であった。

「女を買うならまだしも、露見するとはとんだ愚おろか者」

「むしろあの程度で終わってよかったと思うべきでしょう」

「どこがいいのだ!?」

「聖下の地位はいまだ安泰です。他のことまで知られてしまっては……」

「む……」

　テルヒムの言葉にコットローは怒りを鎮しずめる。だが恨うらみが晴れたわけではない。

「あの小僧は、ひょっとするとヴィントレーアよりも厄介かもしれん」

「アルメイン代王は直情的なヴィントレーア代王とは違い、裏でなにをしているのか分からないところがあります」

「生意気なやつだ。余に下らぬ取り引きを持ちかけたことを、後悔させてやる。小僧の尻尾しつぽを摑み、追い落としてくれるぞ」

　コットローにとって権力とは世俗、天界の二つを操るものである。双聖教の頂点は極めた。次は王権力となるのは当然だった。邪魔するものは排除しなければならない。

　彼の希望はたった一つ、双聖教とフィンメルハウゼンを合わせた祭政一致の王国の設立だ。そこの頂点に君臨するのだ。可能であると信じているし、今が最大の好機だ。

　テルヒムが言う。

「スインと共にいるヘルネーア。あの女はあれで策士です。スインの為と説得すれば、我らのために策を弄ろうするかもしれません」

「ふむ……」

　コットローは豪奢な椅子に深々と身体を沈めた。いずれはこれを、玉座以上にしなければならないと、固く信じていた。




　その日の深夜。

　リューブルグ市内にあるレーナウ城は、かつては城砦としても使用されていたが、現在は監かん獄ごくとなっていた。一番高い塔には、短期間だがアルメインも閉じこめられていたことがある。

　一般の囚しゆう人じんは中庭に面した建物に収監されていた。ここは陽が当たり、場合によっては運動も許される。凶悪な犯罪者は日当たりが悪く、湿度の高い場所に入れられた。

　さらに凶暴であったり、重要な犯罪者は地ち下か牢ろうに送られる。脱獄の心配がないからだ。太陽とは縁がなく、緑も見あたらない場所で犯罪者は朽くち果はてていく。市内であるにも拘わらず市民の生活とは隔かく絶ぜつされた世界がそこにはある。

　レーナウ城を管理しているのはもっぱら軍。軍規違反の人間も収監する必要があるからだ。もっともヴィントレーアは規律にうるさく、違反したものは容赦なく首を刎はねるため、最近は連れてこられる囚人の数自体が減っている。

　一般の犯罪者は役人たちが管理している。役人たちを指揮しているのは、宰相ということになっていた。

　そのためレーナウ城の地下にはヴィントレーアが知らない場所もある。いや、ことによると宰相すら知らない秘密の部屋が。

　その場を管理しているのは「白はく磁じの吐と息いき」。エルラニア率いる諜ちよう報ほう集団である。

　地下牢の並ぶ部屋のさらに奥、誰も知らず声すら聞こえない一室に、エルラニアはいた。

　室内の天井は低いが横には広い。そして壁には鉄鎖が下がっていた。

　エルラニアは中央にいた。脇わきには木製の長机。上には様々な器具が載っている。

　もしここになにも知らぬ第三者がいたのなら、器具を見て目を剝むいただろう。そこにあるのは矢やつ床とこ、小刀、火ひ箸ばし、鉤かぎ爪づめなどだからだ。しかもそれらは黒ずんでおり、ところどころに乾いた血がこびりついていた。












　鉄鎖には一人の男が縛られている。いや、その姿はむしろ、ぶら下がっていると称した方が正しかった。彼の身体は傷だらけであり、全身から血を流していた。真下には藁わらが敷き詰めてあるが、これはしたたり落ちる血を吸収するためのもので、ことがすんだら、死体と共に燃やしてしまうものだ。

　男は死体同然であった。だがまだ生きている。意識はあり、喋ることも可能であった。

　エルラニアが、そういう状態にしているのだ。

　彼女はうつむいている男の顎あごを持ち、上を向かせた。

「う……」

「喋る気になった？」

「う……」

　男はうめき声を上げている。

　エルラニアは薄衣一枚だった。この部屋にいるときは、いつも裸同然なのだ。テルヒムを責めるときと同様に、相手が苦く悶もんするところを全身で受け止める。そのことが自身の快感となる。

　彼女は角張った太い針を取り上げると、脇腹に刺していく。

「うあああ……！」

　悲鳴が上がり、掠かすれていく。死にはしないが引き裂かれるような苦痛を、男は味わっていた。

　男の名はファブレー。ベールランド連合王国の特命大使である。エルラニアはそんな男を拷ごう問もんにかけているのだ。

　しばらく前に、彼女はこの男を誘ゆう拐かいした。放置し飢うえさせた後、訊きたいことを訊く。だが正面から訊いたところでどうせ答えてはくれない。ならばこういう手段に出るのが流儀であった。

　エルラニアは針を回す。角が肉をえぐる。

「ぐああああ……」

「早く言いましょうか」

「わ……私は……ベールランドの大使だぞ……」

「知ってる」

「大使にこんなことをして、ただですむと……」

「そんなことに興味はないわ。訊かれたことに答えて」

　今度は針を押し込んだ。

「ひぐっ……いいいい……」

「鳴き声がまるで豚ぶたね。あいつそっくり」

　その言葉が宰相を指していることは明らかだったが、ファブレーに知る術すべはない。

「痛みは快感と紙かみ一ひと重え。でもあなたには快感をあげない。痛みだけを提供する。どう？　喋る気になった？」

　ファブレーは顔を上げた。目からは止めどなく涙が流れている。

「……わ、私は……お前の言うとおりに、陛へい下かに書簡を送ったぞ……」

　ファブレーはマックリーニ五世に「ホルディア軍を動かして、バリストン王国を牽制なさるよう」書簡を送付している。むろんこれはエルラニアが拷問にかけて無理矢理書かせたものであるが、それは気づかれていない。ベールランド連合王国本国にファブレー行方不明の報が届かないよう、大使館員は買収し、伝書使クーリエは殺害していた。

「それだけで終わると思っていたの？」

　エルラニアは針をそのままに、指で弾く。

「ぐあああ……」

　身み悶もだえするも、手て枷かせはがっちりと固定されて外れる様子はなかった。

「なんだ……なにが知りたい……」

「バリストン王国の王のこと」

「お、王だと……。私が忠誠を誓うのは、ホルディア王国の王にしてベールランド連合王国国王マックリーニ五世のみ……」

「忠誠心をもっと試してみる？」

「や、やめろ！」

　針を動かす仕草をしただけで、ファブレーは観念した。

「……陛下は私に、スイン一世の行動を黙認するよう。フィンメルハウゼン領内で死亡することになっても手出しをしないよう伝えてきた……」

「理由は？」

「スインはバリストンの王だ……次の連合王国の王……だが、その次はリクイム王国の王だ……」

「ああ、リクイムの王はマックリーニ五世と仲がいいものね」

　リクイム王としてはスインが死んだ方が、連合王国の冠が近くなる。ホルディア王に、スインがなにをしようが黙認するように懇こん願がんしたのだろう。

「でもただスインが死んだだけじゃ、リクイムの王はともかく、ベールランド連合王国自体に益がないわよ」

　エルラニアは針をぐいぐい体内に差し込んでいく。そのたびにファブレーは悲鳴を上げ続けた。

「うがああああ……」

「ほら、答えて」

「ス、スインが死んだら……口実にして攻め入る……」

「ああなるほど。あわよくば全土を、そうはいかなくてもリューブルグを含む首都地域を手に入れれば、テーアドーラ大聖堂がついてくるからねえ。でもマックリーニ五世がそんな簡単に頼みを聞くかしら。あの人、もっと大人おとなしくない？」

「…………」

「あら、ひょっとしたら他にもなにか？」

　彼女はもっと太い針を手に取った。そしてそしてファブレーの股こ間かんをまさぐる。

「ここに刺すと面白いことになると思わない？」

「や……やめてくれ！　話す！　王の方針ではない……どちらかといえば……あの、メイドの進言だ……」

　エルラニアの眉がぴくりとした。

「誰だって？」

「王の側には……常にあのメイドが……控えていて……不老の……」

　ファブレーの声はどんどん小さくなっていく。激痛による苦しみを避けようと、脳が感覚を遮断しはじめたのだ。

「あいつらは……王を……帝国とも……」

「気絶されちゃあ困るわ」

　エルラニアは針を抜き、死にはしないがさらなる苦痛を伴う箇所へ差し込んだ。悲鳴と共にファブレーは覚かく醒せいする。

「起きたわね。さ、続きよ」

　宰相の秘書官はにこりとした。






















　テーアドーラ大聖堂の周囲は平へい穏おんなものになっている。ヴィントレーアの兵の姿はなく、過激な双そう聖せい教きよう信徒もいない。元のような信仰の地へと戻っていた。

　この件に関連して、一部ではコットローがなんらかの重大な発表をするのではとの噂うわさも流れたが、その気配もなかった。ただ、「一部の人間が品行を欠いたおこないをした」として、地位を剝はく奪だつされたとの知らせがあったのみである。

　アルメインにとってもこれは平穏だが、永続的なものだとは思っていなかった。野心家のコットロー、テルヒムも、激情家のヴィントレーアも、必ずなにか仕掛けてくると考えている。特にヴィントレーアは兵の中から腕うで利ききを選えりすぐり、特別な部隊を編成しつつあった。

　なによりスインがこのまま黙っているとは思えない。代王二人と同格以上だとの評価を築きつつある。戴たい冠かんの機会を棒に振るはずがなかった。

　書庫で彼はスインへの監視態勢を強化するよう命じた。もちろん、コットローと宰さい相しように対しても。

　了解したカリーンと入れ替わりに、ナリアが入ってくる。

「兄上、さきほど伝言を託たくされました」

「誰だれだ。まさかヘルネーアじゃないだろうな」

　また手を組めとか副王になれとか言ってくる可能性はある。

「メーニカからです」

「なんだって？」

　アルメインは虚きよを衝つかれる。ナリアは話を続けた。

「それが、兄上と……出かけたいと」

「出かける？」

　先ほどまでスインへの対応策を練っていた。そんな中あまりにも可か愛わいらしい提案だったので、思考が混乱したのだった。

「まあ……メーニカらしいか」

　考えてみれば、十歳の少女らしい誘いである。最近のアルメインは忙しさにかまけていてメーニカのことを忘れがちだったから、怒っているのかもしれない。

　アルメインは少しだけ笑った。頰ほおを膨らませている妹の顔が目に浮かぶようであった。

　反対に、白けたようなナリア。

「いらっしゃるのですか」

「断る理由がないだろう。カリーンによると、俺おれにも少し休息が必要らしい」

　妹の誘いは絶好の機会だと思えた。

「メーニカは兄上に甘えすぎです。ときには突き放すことも必要かと」

「いや俺が悪いんだ。最近構ってやれなかったからな」

　アルメインはすでに立ち上がり、出かける支し度たくをしている。ナリアはますます機嫌を悪くした。

「子供ではないのですから、放っておけばいいのです」

「十歳はまだ子供だろう。妹に優しくするのは悪いことじゃない」

「私も妹ですが」

「じゃあ、今度一緒に出かけるか」

　何気なく返した言葉だったが、ナリアは驚いたように立ち尽くし、見る見る顔を赤らめる。明らかに、アルメインの言葉をどう受け止めようか迷っていた。

　短時間逡しゆん巡じゆんすると、彼女はそっぽを向いた。

「……私は兄上の護衛です。仕事以外で御一緒する……わけには……」

「別にいいだろ」

「……いいえ。ですが、ど、どうしてもとおっしゃるのなら……」

「そうか」

　彼はあっさりと誘いを引っ込める。それを聞いたナリアは、見るからに落らく胆たんしていた。

　アルメインは妹の心の変化に気づかない。思考はメーニカに向いていた。

「一人でいいよ。妹に会うのに護衛はいらない」

「…………」

　ナリアは返事をしない。代わりにカリーンが言った。

「一応、わたくしの方でアルメイン様のことは追跡します」

「なんだそりゃ」

「魔ま導どうで人の居場所を特定する術があります」

「便利だな」

「難しい術です。親しい間柄でなければ不可能ですので」

「俺と君は親しいってことか」

　カリーンが頭を下げたので、表情はうかがい知れない。

「場所が特定できるだけで、なにをしているかまでは分かりません。くれぐれもお気をつけください」

　その言葉を見送りにして、アルメインは部屋を後にした。




　メーニカは馬車を用意していた。彼女は自分専用の馬車をかなり所持している。その数は、白はく磁じ宮きゆう殿でんにいる誰よりも多い。

「お乗りになってお兄様。秘密の場所にお連れします」

「そんなところがあるのか」

「着くまで内緒です。きっとお兄様はご覧になったことがないはずです」

　言われた通り、彼は馬車に乗った。御者は見慣れない女性が務めていた。

　馬車の窓には幕がかかっていて外が見られなかった。

「本当に秘密の場所なのか？　俺、大抵のところには行ったぞ」

「お気きに召めすはずです」

　ごとごとと馬車は揺れる。何度か角を曲がり、しばらくしてから停止した。

　アルメインが下りる。眼前にはうっそうとした繁しげみと、芝生しばふが広がっていた。空には鳥が舞っている。ところどころに休息用の長なが椅い子すもあった。

「へえ……」

　彼は感心する。雑然とした郊外の自然ではなく、きちんと手入れのされた庭園だった。

「ここはテーアドーラ大聖堂の裏庭ですわ。メーニカのお気に入りなのです」

　年若い妹はそう説明した。

　彼がテーアドーラ大聖堂の裏庭に来たのは、実ははじめてのことだった。この場が王室の所有だとは知っていたが、訪れる前に国を去った。

　なので今は新鮮な気持ちでいた。彼は宮殿の庭が好きだが、ここは勝るとも劣おとらない。先日までテーアドーラ大聖堂周辺では民衆と兵が衝突していただけに、静かな風景は心地好い。それでもどこか陰いん鬱うつな印象が強いのは場所柄だろうか。

「お気に召しません？」

「いいや、いいところだ」

「よかった。お気を悪くされたら、どうしようかと思っていたのです」

　メーニカは大おお仰ぎように胸を撫なで下おろす。

　二人はゆっくりと庭を散策した。

　鳥が鳴き、風が木々を揺らす。大聖堂内には双聖教徒がいるはずだが、それらの喧けん噪そうもここまでは届いていなかった。

　多少起伏はあるが、庭はおおむね平へい坦たんだ。二人は中央の開けた場所に出た。

　メーニカが中央にある像を指さす。

「ヴィーリシス大王の像ですわ。お兄様そっくりです」

　彼は苦笑する。

「似てないだろ」

　メーニカは可か愛わいらしく頰を膨らませた。

「いいえ、似ております。お兄様はきっと大王よりも偉大になるのです」

　彼女は像の正面にある石の箱まで案内した。

　そこには手絹ハンカチが二枚敷しいてあった。傍かたわらにはいつの間にかサリューンが控えている。

　サリューンは二人を見て頭を下げた。

「飲み物の準備もできております」

　ハンカチとハンカチの間に盆が置いてあり、湯壺ポツトと茶杯カツプが載のせられている。

　メーニカはにこりとした。

「ありがと。もういいわ」

　メイドは再び頭を下げると姿を消した。

「お兄様、お座りになって」

　メーニカはアルメインが座るのを待たずに、腰を下ろす。

　二人は盆を挟はさみ、横に並ぶ恰かつ好こうになった。

　妹が直々に茶杯カツプに紅茶を注ぐ。

「最初の一杯を、お兄様に捧ささげたいと思いますわ。双聖教とヴィントレーア姉様の争いを収めたお兄様に」

「ありがとう」

　二人は茶杯カツプを目の高さまで持ち上げてから口をつけた。

　メーニカは、紅茶を飲むアルメインをじっと眺めていた。

「このたびのお兄様のなされたこと、メーニカは感かん銘めいを受けました」

　彼は苦笑する。

「たいしたことじゃない」

「いいえ、たいしたことです。民衆の被害を抑えるだけではなくて、ヴィントレーア姉様に軍を使わせなかったのですから。もしテーアドーラ大聖堂に軍が突入して制圧してしまったら、王国でヴィントレーア姉様に逆らえる人はいなくなります。他国の介かい入にゆうもあったかもしれませんし」

「メーニカは本当に鋭いな」

　アルメインは感心する。まさに彼女の言葉通りのことを、彼も考えていたのだ。

「でも、ヴィントレーア姉様の兵を引かせたのはお兄様じゃないのですね」

「よく知ってるな。あれはナリアだ」

　なにげなく返事をしたが、彼はメーニカの顔色が変化していることに気づいていない。

「どんな交渉をしたのか言おうとしないが、見事なもんだったよ。兵は狼ろう藉ぜきを働かないし、ヴィントレーア姉さんも派手なことをしなくなった」

「メーニカはナリア姉様がなにをしたのか存じておりますわ」

「へえ、どこで知ったんだ？」

　メーニカはそれには答えず、アルメインをじっと見つめていた。

「それよりお兄様……ナリア姉様って、お兄様になにかお願いをしませんでしたか？」

「そんなことまで知ってるのか？」

　年若い妹はにこりとする。ただし目は笑っていない。

「はい。メーニカはお兄様のなさっていることは、なんでも知っているのです。ナリア姉様はお兄様に抱きしめてもらったのですよね」

「ああ……」

「お兄様、どうしてナリア姉様のことを抱きしめたのですか？」

「どうしてって……」

　アルメインは言葉が出ない。それどころか頭がぼんやりとしてきた。耳の辺りもなんだか熱い。どうしてこんなことになるんだ？

　メーニカの言葉が遠くから響いてくるように感じられる。

「ナリア姉様ばかりずるいですわ。ああいうことはまず、メーニカにしてくださらないと。そうでしょう？」

「そ……うか……」

　彼は知らずしらずのうちに、胸を押さえていた。

　鼓こ動どうが高鳴っている。脈も速かった。頭に血が上っているようで、何な故ぜか身体からだが熱い。

　メーニカが見上げていた。

「どうなさったのです、お兄様」

　つぶらな瞳ひとみ。邪気のない顔。幼少と言ってもいい年なのに、どこからともなく漂ってくる色香。

「メーニカ……」

　そこまで言って、アルメインは絶句する。

　妹と自分の間に、あれを見たのだ。臙えん脂じ色いろの宝石。鈍く輝く冥めい玉ぎよくを。

　恐らくメーニカには見えていない。だが彼の眼前にはある。挑発するように輝き、自己を主張している。

　冥玉が現れるとき、決まって悪夢に見舞われ、決断を迫られる。彼の精神を揺さぶってくるのだ。無視しようとしてもなんらかの手段で心に腕を突っ込んでくる。そしてろくでもないことをさせようとする。

「メーニカ」

「お兄様……お顔がなんだか、強こわ張ばっておられます」

「俺のことが嫌いか？」

「いいえ。メーニカはお兄様のことを好いております」

「それで……それでいい」

「きゃっ!?」

　メーニカが小さく叫さけび声ごえを上げる。

　アルメインが荒々しく湯壺ポツトと茶杯カツプを撥はね除のけると、その場で組み敷いた。

　石の箱の上に押し倒し、のしかかっていく。小さな身体は彼によって押さえつけられた。

「お兄様、なにを……」

「静かにするんだメーニカ……これは内緒の遊びだ」

　アルメインは柔らかい口調で言う。だが手には力を込めている。

「痛いですわ……」

「少しくらい痛い方が楽しい」

「これも遊びなのですか」

「ああ。二人だけの内緒の遊びだ」

　アルメインはゆっくりと唇くちびるを近づけていく。メーニカの声が歓喜のものに変化する。

「嬉うれしい……。お兄様、こういう遊びなのですね」

「そうだ」

「ああ……メーニカは、お兄様のものになります」












　彼の下には華きや奢しやな身体が横たわっている。薄衣に膨らみはないが、将来はきっとしなやかで、彫刻のような美しさを放つだろう。だが今は、力を入れればすぐにでも折れてしまいそうだ。

　右手を使い、メーニカの服を脱がそうとした。

　ふと、頭の片隅で声がする。

　なにをしているんだ。そこにいるのは妹で、しかもまだ初経も来ていないような幼女だ。押し倒してどうするつもりだ。

　なにをするのか決まっている。この身体を我が物に。この場は二人きりで誰にも知られることはない。楽しむには絶好の機会だ。それこそが望み。

　望み？　誰の？

　アルメインは何度も瞬まばたきをした。

「う……」

「お兄様？」

「メー……ニカ……」

　痛みを堪こらえるように目をつむる。頭が割われ鐘がねのように鳴っている。そして目を閉じてもちらつく臙脂色の宝石。

　妹相手になにをしているんだ。組み敷いて自分のものにしようとしている。欲望の赴おもむくまま、幼い肉体に自らの証あかしを刻もうとしている。

　これではまるで姉と同じじゃないか。ヒルトルートの、あの悪夢と。

　ヘルネーアと出会ったことが影響しているのか。あの瞳の中に映ったものはヒルトルートと同じ。姉の呪じゆ縛ばくから逃れられないのか。それこそが冥玉のしようとしていることなのか。

「くそ……従わない……従わないぞ……」

　無理矢理身体を起こす。全身が重い。メーニカから離れるのを拒こばんでいるかのようだ。

「……俺は、血を克こく服ふくするって決めたんだ……」

　メーニカは雰囲気の変わったアルメインにきょとんとしていた。

「どうなさったのです？」

「すまない……すまない、メーニカ」

　アルメインはかろうじてそう言う。

「馬ば鹿かなことをした。許してくれ」

「そんなこと思ってませんわ。お兄様の好きなようになさってよいのです」

「大丈夫、もうしない」

　彼は石の箱を下りる。地面に座り込んだ。

「……疲れているんだ……」

「お疲れなら横になれば」

「いい……」

　アルメインは心を落ち着けようと深呼吸する。ゆっくりと目を閉じた。瞼まぶたの裏で冥玉が、徐々に小さくなっていく。

「……すまない。先に帰らせてもらう」

「はい。どうかお身体をお大事に」

　彼は返事をせず、よろよろと馬車が停めてある所へ向かう。気の高ぶりはなくなりつつあった。

　馬車内でもアルメインはぐったりしていた。白磁宮殿までの時間が永遠にも感じられるほどで、到着したときは転げ落ちそうになったくらいだ。

　驚いたのは出迎えたナリアである。彼女はカリーンと一緒に帰りを待っていた。

「兄上……怪け我がをなされたのですか!?」

「いいや……なんでもない」

「典てん医いを呼びます」

「いらない。休みに行って疲れて帰ってきたなんて、とんだ笑いものだ」

　彼はそう言う。ナリアは納得しない。

「メーニカはまた兄上に迷惑をかけたのですか」

「そうじゃない」

「しかし兄上。まるで戦地から帰ってきたようなお姿です。どうしたら短時間でこんなことになるのです」

「なんだろうな。ナリアの話をしていた気もするんだが……」

「私の？」

　きょとんとするナリア。

　一方静かに見ていたのはカリーンだった。アルメインに手を貸しながらも、別のことを考えている様子だ。

「失礼します」

　手を伸ばし、アルメインの瞼を開いた。ナリアが不快な表情を作る。

「おい、失礼すぎるぞ」

　メイドは返事をしない。ただ「薬……？」とだけ呟つぶやく。

「アルメイン様、本日はお休みを。それと、今後メーニカ様とお会いになられるときは、必ずわたくしが同席いたします」

「カリーン、兄上の護衛は私の役目だ」

　ナリアが反発するが、メイドは静かに返答する。

「この件に関してはわたくしの方が適切だと考えます」

　そう告げると、カリーンはアルメインに肩を貸しながら寝室へ向かって行った。




　アルメインが去った後もしばらく、メーニカは石の箱に横たわったままだった。

「惜しかった……。サリューン」

　メイドを呼ぶと同時に身体を起こす。無表情な女性が音もなく現れる。

「ここに」

「お兄様は思ったより理性的だったわ。あなたが盛った薬、たいして効かないんじゃない？」

「大変お強い精神力の持ち主でいらっしゃいます。あるいは、冥玉の加護があるのかも」

「あら、冥玉ってそんなこともするの？」

「あの宝石は気まぐれなのです」

　メーニカは石の箱から下りた。

「それにしても……ナリア姉様はつまらないことをしたわね。ヴィントレーア姉様の兵を引かせてしまうなんて。しかもお兄様に抱きしめてもらうなんて、なんて図々しいのかしら」

　少し怒ったような口調になっていた。

　顎あごに指を当てて首をかしげる。その仕草は大層愛らしい。

「ナリア姉様にはちょっと罰を与えましょう。メーニカのものに手を出したら罰を受けるってことを知ってもらわないと。サリューン、あれをやってくれないかしら」

「と申しますと」

「幸せな人に幸せな贈り物よ」

　合点がいったか、サリューンは了承した。

「かしこまりました。例の人物にやらせます」

「いいわね。こういうときのためにいるんだから。働いてもらわなくちゃ。……この贈り物、きっと気に入ってくださるわ。どちらのお姉様も、ね」

　にこにこしながらそう語るメーニカは、まるで邪気のない人形のように見えた。
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　最近のヴィントレーアは将軍府に詰めている。兵たちの声と武器や防具の響きが好きで、専用の寝室まで作らせていた。白磁宮殿に全く戻らなくなったのは、ナリアと顔を合わせる可能性があるからだ。無意識のうちに斬きりかかるかもしれず、自分でも抑える自信がない。

　そのせいか、夜は激しく部下の身体を求めるようになった。荒々しく白い肌を貪むさぼっていると一時的にでも悔くやしさを忘れられる。この日もイーレクリスに、先に寝台に入っているよう命じていた。

　その日の夜も暗くなってから、ヴィントレーアは寝室へやってきた。

「すまんな、遅くなった」

　ヴィントレーアは寝台に声をかける。中にはイーレクリスがいるはずだ。いつものように、少し丸まりながら。

「遅れた詫わびはしないが、私の寝台を暖める特権を与えたことにする」

　彼女は装具を外した。常に武器は身につけており、部下にもそれは徹底させているが、さすがに寝るときは外した。ただしすぐに手に取れるよう、枕元に置くようにしている。戦場の作法だ。

「コットローもテルヒムも、私を避けようとしている。嚙かみつくとでも考えているのかも知れんな。間違ってはない。誰から問わず、嚙みつきたい気分だ」

　寝台の端に腰かける。

「ナリアめ、どこで私とお前の関係を知ったのか。これで手足を縛しばるらしい。妹と思えぬやり口だ。私を怒らせたいらしい。……ま、これくらいでお前との関係をやめるつもりもないが。そう思うだろう」

　返事がない。

　寝台で誰か寝ているのは確かだ。上うわ掛がけが盛り上がっている。だが、ぴくりとも動かなかった。

　ヴィントレーアは愛人がふざけているのかと思った。イーレクリスはしばしばそのようなことをおこなう。そうやってヴィントレーアを困惑させたあと、折せつ檻かん混じりの愛あい撫ぶを楽しむのだ。

　だが今は、返事の素振りもない。

　嫌な予感がして、ヴィントレーアは上掛けをはぎ取る。

「……イーレクリス！」

　彼女は思わず叫んでいた。

　部下であり愛人である女性は横たわっていた。ただその身体は動かず、生気もない。

　目は見開かれたままで口も半開き。顔は真っ白で生気がなく、胸から大量の血が流れていた。血は寝具を赤く汚している。まだ乾いておらず、じっとりと粘ねばついていた。

　殺害されたことは一目で明らかだった。

「イーレクリス、起きろ、起きるのだ！」

　返事はない。抱え上げても手足はだらりと下がっていた。

　ヴィントレーアも愛人の命が絶たれたことは理解している。それでもなお、叫ばすにはいられなかった。

「誰だ、誰にやられた!?」

　心臓の辺りに短剣が刺さったままとなっている。柄つかにあるのは、双頭の狼おおかみをかたどった紋章。

　軍のものだろうか。いいや違う。これはすでに存在しない部隊が使用していたものだ。近この衛え兵へいが好んで使用した紋章。

「……ナリアの仕し業わざか……」

　取り引きはすんだはずである。それでもイーレクリスを殺すあたり、妹は容よう赦しやしないのだ。わざとらしく武器を残していったのは、警告の一種かもしれない。逆らうなとの伝言だ。ナリアはそう告げている。そしてアルメインも。

　歯を嚙み鳴らす。妹としてなにかと手加減してきたつもりだが、こうまでするなら考えがある。慈悲はいらず、容赦する必要もない。

　彼女は剣を手に取った。

「誰かいるか！」

　ローエルミナが姿を見せる。彼女はイーレクリスの死体を見て、さすがにぎょっとした。

「これは……」

「余計なことは訊きくな。宿舎の兵を叩たたき起おこせ。白磁宮殿に向かうぞ。指揮は私が執とる」

「白磁宮殿に、ですか」

「訊くなと言っている」

「ですがそれではまるで叛はん乱らんです」

　彼女はちらちらとイーレクリスの死体を見る。その顔にはどこか浮ついたものがある。

「こう申してはなんですが、イーレクリス将軍はヴィントレーア様の寵ちよう愛あいを鼻にかけていた嫌いがありました。誰に殺害されたにしても、この件は内密に葬ほうむり去さるべきです。イーレクリスは身から出た錆さびであると……」

　ヴィントレーアは無言で剣を抜いた。力を込めると、一挙動でローエルミナの胸を刺す。

「あ……」

　ローエルミナは「信じられない」という表情を顔に張りつかせたまま、絶命した。

　ヴィントレーアは剣を引き抜きながら叫んだ。

「血には血であがなってもらう。逆らうものにはすべからく死を！」

　イーレクリスの魂たましいを鎮しずめるためには血が必要だ。多くの血が。イーレクリスは鎮ちん魂こんの血で舗ほ装そうされた階段を上り、天へ召されるべきだ。

　彼女は決断した。心は復ふく讐しゆうで満ち、目は血走っている。血を見なければ、いや見たところで、とても収まりそうになかった。




　宿舎から集められた兵は、ろくに命令も聞かされずに白磁宮殿まで走らされた。なにがはじまるかは想像するしかない。彼らにとって明らかなのは、抗命したらその場で首が飛ぶということだ。それほどヴィントレーアは憤いきどおっていた。

　白磁宮殿の正面には近衛衛えい視しがいる。彼らは完全武装の兵を見て驚き、一応の誰すい何かをした。

「ここは王族のおわす宮殿である！　兵は武装を解き、しばし待たれよ！」

　兵たちは躊躇ためらい、後ろにいたヴィントレーアをうかがう。

　隻せき眼がんの代王は頷うなずいた。

「やれ」

　兵の剣が近衛衛視を貫く。こうして殺さつ戮りくの幕が開けた。

　血走った目をした兵たちが宮殿に踏み込む。その異様な光景に、使用人たちは仰天し、悲鳴を上げた。

　ヴィントレーアが大声で命令を下す。

「アルメイン代王、そしてナリアをなんとしても捕らえよ。腕の二本や三本、なくなっていても構わん。邪魔をするものどもは叩き斬れ！」

　兵は彼女の命令を忠実に遂行した。特に「邪魔をするもの」は、宮殿内にいるものほとんど全てに適用されたのである。廊下をただ歩いているだけでも邪魔であるし、質問に直ちに答えなかった場合でも邪魔となる。部屋の隅で震ふるえているのは捜そう索さくの邪魔で、外に逃げようと駆け出すのは邪魔な上に不審者ともなる。

　狂乱に取とり憑つかれた兵たちは、次々に殺害を繰り返した。中には暴行と略奪に勤いそしもうとするものもいたが、仲間の兵が即座に始末する。他のものに気を取られてはいけない。アルメインとナリアを捕らえなければ、間違いなく彼ら全員が死罪になるのだから。

　死という名の暴風が駆け巡った。宮殿のあちこちで血しぶきが上がる。白い壁はどんどん血に染まっていき、白磁という言葉に違う意味を付与しつつあった。

　兵の襲撃に真っ先に気づいたのは、カリーンであった。

　滅めつ多たにないことだが、彼女は駆け足で書庫に飛び込んできた。アルメインはびっくりしてメイドに訊いたくらいだ。

「カリーン、君も走ることがあるのか」

「アルメイン様、ここから脱出を」

「おい、もう寝ようと思っていたんだぞ」

「兵が襲撃してきました。ヴィントレーア様の手のものです」

　扉の脇わきにいたナリアが、喫きつ驚きようして聞き返す。

「馬鹿な、姉上とは約束している！」

「間違いありません。白磁宮殿を死体置き場に変えるつもりです。兵たちは口々に、アルメイン様とナリア様を捕らえろと叫んでおります。お二人は脱出を。部下が案内します」

　メイドが数人やってくる。ナリアが再び訊いた。

「宮殿の、使用人たちはどうなっている」

「お忘れください。兵たちに理性は通用しません」

　ナリアは反発する。

「いや、見捨てるわけにはいかない。カリーンが兄上を安全な場所へ」

　そして彼女は駆けだした。




　カリーンの言うとおり、宮殿の廊下は血に塗まみれていた。あちこちに死体か怪我人が転がっている。数が多すぎて、現実味がないくらいだ。

　ナリアが宮殿内の人間を見捨てないと言ったのは本心だった。だがそれ以上に、ヴィントレーアに訊きたいことがあった。脅きよう迫はく混じりとはいえ、行動を控えるよう納得させたのである。それが破られた理由が知りたかった。

　武装した兵が何人か迫ってくる。彼らは口々に「ナリア様だ！」「いたぞ！」と叫んでいる。

　彼女は走りながら剣を抜いた。速度に乗ったまま、先頭の兵の胴を薙なぐ。

　兵は血を吹き出し、あっさりと倒れた。次の兵は袈け裟さ懸がけに、その次の兵は頭から剣を振り下ろす。

「私の邪魔をするな！」

　ナリアは大声を出した。

「前を遮さえぎるものは容赦しない！　道を開けろ！」

　その迫力に兵は怯ひるむ。が、自分たちに課せられた命令を思い出し、遮しや二に無む二に突き進んできた。

　剣ではなく槍やりが突き出された。先端が血でぬらぬらと光っている。ナリアは剣を振り、穂先をことごとく切り落とす。

「亡き父から拝領した豪剣だ、この程度で傷つけられると思うな！」

　足を踏みだし、槍を握っている兵を斬り飛ばした。さすがに兵たちも、悲鳴を上げて後ずさりしていく。

　奇妙なことに、ヴィントレーアの元に行きたいナリアと、捕らえてヴィントレーアの元に連れて行きたい兵の思惑は一致していた。だが血と死体の数が興奮を呼び、眼前の相手を倒してからというやり方に傾かせていた。

　ナリアはたった一人だが、数の差をものともしなかった。ヴィントレーアの兵は数で圧倒しようとするも、鋭い剣先の前に倒れていき、むやみに負傷者と死者を増やしていく。

「なにをしてる、弓だ、弓を持ってこい！」

　指揮官らしき男が絶ぜつ叫きようする。ナリアはその男に突進すると、袈裟懸けに斬りつけた。

　床に倒れ込む指揮官。だが命令は実行された。数名の弓兵がやってくると、ナリアに向かって弦つるを引き絞る。

「放て！」

　号令と共に矢が放たれる。ナリアは剣を振り、大半を叩き落とす。

「つっ！」

　一本だけ太ふと腿ももに命中した。思わず膝ひざをつく。

　やったぞと声がして、兵が駆け寄ってくる。彼女は痛みを堪えて立ち上がり、さらに数名を斬り伏せた。

　そこにさらに矢が放たれる。また命中。上から覆おおい被かぶさるように兵が飛びかかってくる。ナリアは剣を突き出して兵士の腹を貫いた。

　だがそこまでだった。彼女は身体を押さえつけられ、ついにその動きを止められてしまった。

　抜け出そうとしても巨きよ軀くの男たちが体重をかけているのでどうにもならない。男女の体格差が仇あだとなった。

「縛れ！」

　指揮官の声。

「ヴィントレーア様の元へ連れて行くのだ！」

　ナリアの身体は引っ張り上げられ、両腕に縄をうたれた。口まで塞ふさがられると、強引に歩かされる。

　正面の広間に連れて行かれた。そこには屈強そうな兵と一緒にヴィントレーアが待っていた。

　口の布を解かれ、跪ひざまずかされる。ヴィントレーアが燃えるような赤毛と共に見下ろした。

　ナリアは怯まず睨にらみ返かえした。

「ヴィントレーア姉様、なぜこのような狼藉をなさるのですか!?」

「それはこっちの台詞せりふだ。自分がなにをしたか分かっているな」

「なんのことです」

　ヴィントレーアがナリアの目の前に短剣を投げ捨てる。かつて近衛兵に装備させたものだった。

　刃やいばは血で汚れている。

「イーレクリスがそれで殺された。お前の仕業だ」

　ナリアは驚倒した。

「なっ……！　私はそのような真ま似ねはしません！」

　その言葉に、ヴィントレーアはさらなる怒りを募らせたか、ナリアの髪を摑つかんで引っ張った。

「ここに来て偽ぎ言げんを弄ろうするか！」

「私ではないのです！　私が姉上に卑ひ怯きような取り引きをしたことは認めます。ですが、これは私ではありません！」

「卑怯……はっ、そうだ。ナリア、お前は卑怯者だ。私はまんまと陥かん穽せいにはまってしまった。そして部下を失った」

　ヴィントレーアの目が吊つり上あがる。

「全てお前の仕業だ。私を愚ぐ弄ろうしたあげく、イーレクリスまで奪うか」

　ナリアは絶句した。姉の隻眼の奥に悲しみと怒りが渦巻いていたからだ。それらが豪雨となって、自分に降り注いでいる。

「もはや妹ではない」

　隻眼の女性は剣を抜く。

「必要なのは血だ」

「私を……殺すのですか」

「もはやお前を殺あやめたところで痛つう痒ようを感じない。その首を切り落としてイーレクリスに捧げよう」

　彼女は大きく振りかぶった。ナリアは唇を嚙みしめ、思わず目をつむる。

　次の瞬間、彼女は別の物音を聞いた。




　兵士が振るう剣と犠ぎ牲せい者しやの悲鳴は、アルメインのところにも届いていた。

　しばらくは兵の悲鳴も上がっていた。ナリアが戦っていたためだが、それも今は収まっている。

　彼は耳を澄すませたが、妹の声は聞こえてこなかった。

　カリーンが催さい促そくした。

「アルメイン様。こちらから脱出を」

「……ナリアは」

「あの方はわたくしに、アルメイン様のことを託されました」

「その命令は無効だ」

　彼は告げた。

「ナリアを救出する。カリーン、君も部下を率いてくれ。ただ」

　そして付け加える。

「君らがどういう存在かも知られてしまう。それでも頼みたい。やってくれるか」

　彼は魔導のことを言っていた。カリーンと部下のメイドは同じ氏族で固められ、古来から魔導を得意としている。だが魔の力はローディア大陸で禁きん忌きとされているのだ。存在が露見したとき、風当たりが強くなるか、場合によっては迫害されるだろう。彼はそれを恐れたのだ。

　カリーンは静かに首を振った。

「アルメイン様、そのようなおっしゃり方は困ります。わたくしはアルメイン様のために存在しています。影ではありますが、そのことに代わりはありません。ただひと言、命令していただければよいのです。わたくしも部下も、喜んで従います」

「どのようなことでも、か」

「左様です」

「そうだったな……」

　アルメインは、今度は躊躇わずに下げ知ちする。

「カリーン、兵たちを白磁宮殿から追い払え。やり方は問わない」

「かしこまりました」

　メイドは礼をすると、部下を率いて部屋から出ていった。




　血しぶきは止まらない。兵たちはナリアは捕らえたが、まだアルメインが残っている。見つけ出すまで殺戮は終わらないのだ。

　部屋の扉は開けられ、隠れていた使用人が引きずり出される。アルメインの居場所を訊かれ、知らないと答えると虚言として始末される。死から逃れたい一心で知ってると返答すると、本当に虚言なのでやはり殺された。

　もはや殺戮だか捜索だか区別がつかなくなったあたりで、兵の一人が「アルメインは書庫にいる」との情報を手に入れた。

　情報をもたらした使用人は顔面を血に塗れさせながら喋っていた。

「必ず書庫で仕事をなさるのです。もしかしたらもう脱出されているかも……」

　兵は使用人にとどめを刺すと、書庫にいるぞと仲間に伝える。その言葉は瞬く間に広まり、即座に書庫へと走ろうとする。

　が、書庫へ続く廊下に、数名の人間が立ち塞がっていた。

　そこにいるのはどれもメイドであった。先頭に立っているのはカリーン。

「あれはアルメイン代王のメイドだ」

　兵の一人が叫ぶ。

「あの先にいるぞ」

　兵たちが走る。剣と弓でメイドを片付けるつもりだ。

　カリーンたちの動きは変わらない。動どう揺ようした様子もない。ただ無言で指を複雑な順番で曲げていた。

「殺せ！」

　兵の絶叫と同時に、カリーンは手を前に突き出す。

　灼しやく熱ねつが放たれた。火炎が巨大な球となり、兵を薙ぎ倒す。火炎は次々に出現しては突き進む。向かってくるものにも、逃げようとするものにも等しく炎が襲ってきた。

　無声呪じゆ文もんから発動する魔導は、兵たちの誰もが経験したことのない攻撃だった。無から有が生み出され、火炎が牙きばを剝むく。ありえない光景に混乱した兵は動きを鈍らせ、蛮ばん勇ゆうを削られていった。

　廊下に響く悲鳴は、死への扉を開けていく。

　カリーンの部下たちも同様に無声呪文を放っていた。氷が廊下と天てん井じようを覆って保護し、火炎がそこを突き進む。氷は蒸発し、もうもうとした湯気を充満させる。そこに別のメイドが風を起こし、視界を晴らしていった。

　メイドが歩を進めるたびに、確実に兵が死んでいく。剣を振るおうとしても彼女たちには届かず、放たれた矢も風によって撃ち落とされるか、炎で燃え尽きた。

「なにをしている！」

　指揮官が叫ぶ。

「やつらを倒さねば、ヴィントレーア様に処罰されるぞ！」

　そう鼓こ舞ぶした指揮官は兵ごと焼かれ、ついに指揮するものがいなくなった。

　恐怖が自らに向かうと、人は容易に心が折れる。それは市民も兵も変わらない。

　ついにヴィントレーアの兵たちは、吾われ先さきにと逃亡を図った。武器もなにもかも放り投げ、とにかくこの恐怖から遠ざかろうとする。

「逃がすな」

　カリーンは簡潔な命令を下した。

「おこないのツケを払わせろ。利子を上乗せして」

　魔導を解き放ったメイドたちは、単身であっても恐るべき殺戮機械となった。出入り口に先回りし、次々と兵を始末していく。悲鳴が他のところに漏もれないよう、防音の魔導まで使用していた。

　兵によって支配されつつあった白磁宮殿は、今や元に戻りつつあった。勇気づけられた使用人もメイドに兵の居場所を教え、狩り出しに協力する。

　アルメインが姿を見せたときには、兵の姿はほとんどなくなっていた。

　彼もさすがに驚きよう愕がくの表情を浮かべている。兵の死体があちこちに転がり、焦げた匂いと水蒸気が立ちこめていた。

「もう安全です」

　アルメインの傍らにカリーンがやってくる。

「生き残った兵は戦う意欲を失っております。その連中も片付けましょうか」

「……いや、それよりナリアだ」

　アルメインはなるべく地位の高そうな兵を捕らえるよう命じた。

　一人の将校が引っ張られてきた。武器は持っておらず、服はぼろぼろで顔は火傷やけどしていた。

「ナリアはどこにいる」

「……ヴィントレーア様のところに……」

　将校は息も絶え絶えになりながら答えた。

「正面の広間に……いる……」

　アルメインは将校を放置すると広間まで走った。

　広間は何人もの来客を迎えるために、広い作りになっている。かつてはここでジネルの陰謀が暴かれた。

　今はヴィントレーアの部下で充満していた。メイドによって追い立てられた兵も合流しているため、かなりの数となっていた。

　そこにアルメインとメイドたちが突入する。

　カリーンたちは魔導を手加減した。全力攻撃でナリアまで巻き込んでは元も子もないからだ。だがそんなことは兵にとって慰めにならない。

　灼熱と酷こつ寒かんと暴風が、同時に襲いかかった。

　あちこちから絶叫が上がる。魔導攻撃を受けた兵は戸と惑まどい、慌あわて、逃げだそうとした。そしてそれらは全て徒労となる。剣も矢も役には立たず、盾たてですら防ぎえない。

　喧噪が広間を支配した。そのほとんどは悲鳴だ。混乱の中、兵たちは逃げまどい、そこを魔導が貫いていく。

「ヴィントレーア様をお守りしろ！」

　いまだ戦意を保っている兵が叫ぶ。広間の中央に大盾が並べられ、甲こう羅らのような防壁となる。

　だがそれはカリーンたちを引き寄せる目印にしかならなかった。

「私がやる」

　カリーンは頭上に手を掲かかげる。空気が回転し渦となり、そのまま放たれた。

　竜巻が盾と後ろの兵たちを巻き上げた。天井に叩きつけられ、床に落下する。

　ヴィントレーアの姿が剝き出しとなった。それでも生き残りの兵が守ろうとするが、やはりカリーンがまとめて吹き飛ばす。

　アルメインは近寄った。ヴィントレーアは片膝をつき、隻眼で見上げている。

「アルメイン……」

「姉さん、ナリアは」

「ふん……私を捕らえたはずなのに、妹の心配か」

「ナリアはどうした」

「さあな」

　ヴィントレーアは皮肉っぽく笑った。

「私はナリアに死を与えようとした。だが寸前で何者かに拉ら致ちされた」

「なんだって」

　周囲を見回す。兵が幾人も倒れているが、確かにナリアの姿はなかった。

「生きているのか!?」

「さっきまではな。今は知らん」

　アルメインはヴィントレーアを立たせる。メイドが縄で両手を縛ろうとしたが止やめさせた。

「代王だ。敬意を払え」

「ほう、私のことをまだ代王だと言ってくれるのか」

「白磁宮殿へ兵を入れるのは禁じられている。なのに襲撃して使用人たちを斬ざん殺さつしたんだ。目撃者は大勢いる。ここで姉さんを殺しても問題にはならない。だけど……俺は殺しはしないよ」

　アルメインはゆっくりと告げる。

「俺たち姉きよう弟だいは死にすぎた。ここらで止めたい。ヴィントレーア姉さんには静養が必要だ。軍ぐん務む卿きようの任を下りて休んでいて欲しい。ジネル姉さんと同じように」

　メイドに「連れて行け」と合図をした。

「ふん、甘いな」

　ヴィントレーアは連行されながらも喋っていた。

「私が諦あきらめると思うか？　さっさと殺さないと、また刃を振るうぞ。イーレクリスのためにもな」

　姉の姿は宮殿の奥に消えていった。

　アルメインはカリーンに、生き残った兵たちの武装解除を命じた。間を置かずに、将軍府と兵舎も制圧した方がいいだろう。期せずして、彼は最大の競争相手を蹴け落おとすことになったのである。

　しかし、彼にとって重要なことがまだ残っていた。

　ナリアはどこに行ったのだ？
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　ヴィントレーアの剣が振りかぶられたとき、さすがのナリアも観念した。人は死を覚悟すると、目をつむることが多い。

　だがいつまでたっても何も起こらないので、薄目を開けてみたら、目の前が真っ白になっていたのだ。

　匂いから、それが煙えん幕まくだとすぐに気づいた。逃げ出す絶好の機会だとも察した。だが彼女の身体は縛られたままであり、走ることにも苦労しそうだ。実際足をもつれさせて転んだ。

　そこを引っ張られる。

（誰だ!?　兄上？）

　すぐに違うと分かる。手の感触が男性のものではなかった。強引に連れて行かれた。

「何者だ!?」

　返事はない。頭の上から麻袋を被せられ、視界も奪われた。

　馬車に押し込められたのはなんとなく分かった。ガラガラと音を立てて、すぐに走り出したからだ。

　ナリアは何度か質問してみたが、無言しか返ってこない。白磁宮殿には兵がいたはずなのに、自分はあっさりと拉致された。よほどの手練てだれのようだ。

　馬車が止まる。下ろされた。

　建物らしき内部に入らされた。どこか、来たことのあるような雰囲気がある。見知らぬ場所ではない。

　麻袋が剝はぎ取とられた。

　ナリアは豪ごう奢しやな部屋に立たされていた。

　眼前にいたのはヘルネーアだった。拉致したのが彼女なのは明らかだった。

「お前か……！」

「わざわざ来てもらってごめんなさいね。どうしてもあなたが必要だったの」

　ヘルネーアはナリアの前から退いた。

　その先にいたのは、双聖教の聖主コットローと宰相テルヒム。そしてスイン。

「貴様ら……！」

　思わず声を漏らす。コットローは笑っていた。

「ナリア殿、ようこそ」

「私になんの用だ!?」

「用？　簡単なことだ。余の見るところ、ナリア殿は錯さく乱らんしておる」

　一瞬、彼女は混乱した。

「馬鹿な、私は正気だぞ」

「ナリア殿は姉のヴィントレーアと戦うことになり、狂気に取り憑かれたのだ。そのまま余すら殺めようとして発覚し、返り討ちに遭あった」

「なんだと!?」

「それらは全てアルメイン代王のためにおこなった。あの男は罪人だ」

「そんなことで兄上が膝を屈すると……」

「他にもある。アルメインの部下は魔導を使う」

　コットローはにやりとした。ナリアは思わず反論した。

「証拠は!?」

「ヘルネーアが見た」

　隣の女性は小さく頷いた。

　ナリアは悔しげに目を伏せる。カリーンたちが魔導を使うことはもちろん知っている。それがここに来て、アルメインの足を引っ張ることになるとは。

　コットローはしてやったりの顔つきになった。

「なんということだ。禁じられた業を操る人間がいまだいるとは。しかも代王自ら双聖教の禁を破っておる。代王の座から部下もろとも追放するいい機会ではないか。これでヴィントレーアもアルメインも排されるであろう。玉座はここにいるスインのものとなる」

　そして背後で操るコットローのものに。ナリアにはそう聞こえた。

　謀はかられた。彼女はそう感じた。ここで死体となり、それこそが陰いん謀ぼうの証拠であると広めるのだろう。今の白磁宮殿は混乱状態だ。最大限利用して、権力を握るつもりだ。

「後は任せる」

　コットローは鷹おう揚ように告げると、テルヒム、スインと共に、幕の奥へ姿を消した。

　ナリアは縛られたままだ。眼前にヘルネーアが来た。

「こんな形でお別れなんて残念ね。別に友達になりたくはなかったけど」

　彼女は短剣を手にしていた。柄の模様に目を留めたナリアは、思わず叫ぶ。

「近衛兵の短剣!?　姉上の部下を殺したのは……！」

「もらいものよ。何本あっても困らないわ」

　ヘルネーアはナリアを覗のぞき込こむ。

「アルメインにさよならは言えないけど、我慢してね。彼のことはあたしが面倒見るから」

「なんだと……！」

「あなたも素質はあるわ。だけど、アルメインにはこの身体でもいいのよ」

「身体……？」

　ナリアは目の前の女性を見返した。

　その瞳は昏くらく、濁にごりながら輝いていた。今まで見たことのないような輝きだ。

　ナリアにとってははじめての経験だった。深しん淵えんの光。全て呑のみ込こまれるような恐怖。どこかで体験したような印象すらあるが、どうしても思い出せない。

「死になさい、ナリア」

　短刀の刃が鈍く輝く。ヘルネーアが心臓に先端を向ける。

　その瞬間轟ごう音おんがして、扉が吹き飛ばされた。

「ナリア、大丈夫か!?」

　駆け寄ってきたのはアルメインだった。後ろにはカリーン。

「あ……兄上」

　アルメインは自らの女性恐怖症も忘れ、思わず妹を抱きしめた。

「怪我はないか!?」

「は……はい」

　こんな状況にも拘かかわらず、顔を赤らめさせるナリア。

　すぐに我に返った。

「よく私の居場所が……」

「カリーンに追跡させたんだ」

「あれは親しい間柄でなければ無理なのでは」

「わたくしはナリア様と親しいつもりでおります。この通り、ナリア様の武器もお持ちしました」

　カリーンはナリアに剣を示すと、縄をほどいていく。

　アルメインは室内を見回す。

「ヘルネーアがいない。逃げられたか」

「私が追います！」

　拘束を解かれたナリアは叫ぶと、剣を摑んで駆けだした。




　ナリアには逃亡先に確信があった。幕を引きちぎるようにして開ける。思った通り、そこには隠し扉があった。

　扉は半開きとなっている。慌てたのだろう。ナリアは腰ほどの高さの扉を急いでくぐる。

　隣室に通じていた。先ほどの部屋よりもずっと小さい。直前に人が通過したことを示すように、燭台と椅子が倒れていた。

　左手の廊下への扉が開け放たれており、右手の窓も同様に開きっぱなしになっている。

　ナリアは先ほどの部屋にいるはずの兄に向かって叫ぶ。

「私は窓を調べます。兄上は廊下側を！」

　彼女は窓から飛び降りた。

　いくつか足跡があった。緑りよく雨う月づきは雨が多いので地面はぬかるんでいる。一番新しそうなものは、裏庭へ向かっていた。

（こっちか！）

　裏庭は王族の所有地で、一般市民は入れない。人混みに紛れられる心配はないが、気配を消されると厄やつ介かいだ。完全に分からなくなる。

　剣で木の葉を切り払いながら駆けた。

　足跡はそれほど大きくないから女性のもの。歩幅は広いから走っている。ナリアは正しい追跡をしていると確信を深めた。

　背丈ほどの繁みに続いている。ナリアは力を込めて切り払う。

　立ち止まった。足跡はそこで途切れていた。

　そして誰もいない。

（馬鹿な……）

　確かにここに来たはずだ。しかし姿はない。煙のように消えている。

　周囲を見渡した。どこに逃げたのだろうか。正面にはヴィーリシス大王の像があり、左手側には芝生が広がっている。右手側には立木が数本。

「……木!?」

　思わず口から出た瞬間、樹上から人間が降ってきた。

　殺気がナリアの頭上に迫ってくる。彼女は横に飛んだ。

　今までいた場所を刃が占める。ぼやぼやしていたら、脳天を貫かれていただろう。

「よく避けたわね。さすがアルメインの妹」

　ヘルネーアが不敵に笑う。手にはあの短剣を握っていた。

　ナリアも剣を構える。

「その短剣では、私に勝つことはできんぞ」

「そうかしら。試してみる？」

「無論！」

　ナリアは剣を振りかぶった。

　力を込めて振り下ろす。ヘルネーアは受けない。身体を横にずらすと、懐ふところに飛び込んでくる。

　ナリアは予想していた。振り下ろした剣を強引に途中で止めると、前に突き出す。

「せいっ！」

「甘い！」

　ヘルネーアはなんと、剣を脇で挟んだ。ナリアの動きが止められる。そこに短剣が向かってくる。

　とっさに柄を離す。短剣は空を切り、ナリアは転がった。

　ヘルネーアの脇から剣が落ちる。ナリアは素早く拾い上げた。

　二人は対たい峙じした。

「いい動きしてるわね」

　ヘルネーアが笑う。

「さすがだわ、ナリア」

　まただとナリアは感じた。この女性はさっきから、あたかも昔からの知り合いのような口の利き方をするのだ。もちろん知人ではないし、以前に会ったこともない。

　いや、ひょっとしたら出会ったことがあるのかも。しかもかなり前から。ずっと近くにいたような。

　あの目つきに見覚えがあるような。

「ぼやっとしてるんじゃないわよ！」

　ヘルネーアが突っ込んでくる。短剣を引いて腰だめにし、身体ごとぶつかってくるつもりだ。ナリアは慌てて剣を構え直そうとするが、間に合わない。とっさに身体を捻ひねる。

　衝撃。脇腹に痛み。捻ったおかげで刺さらなかったが、脇腹を斬りつけられた。二人はそのまま武器を落とし、地面に転倒する。

「こんなお転てん婆ばな妹がいて、アルメインもさぞかし苦労してるんでしょうね！」

「お前のような女と旅をした兄上に同情しているところだ！」

　二人とも取っ組み合ったまま何回転かした。こうなると斬り合いではなく摑み合いだ。服を引きちぎり、顔を傷つけようと爪を振るう。

　ある時はナリアが上になり、次はヘルネーアが上になる。徐々に息が切れ、体力も落ちてくるが、それでも相手を離さない。

　ヘルネーアがナリアの上を取った。同時に短剣を摑む。

「これで最後よ！」

　ナリアはそれ以上叫ばせなかった。のしかかろうとする身体を力一杯蹴り飛ばす。

　ヘルネーアがのけぞりながらひっくり返った。彼女が起きあがったとき、ナリアはすでに剣を手にしていた。

「最後はお前だ」

　切っ先はヘルネーアの喉のど元もとに突きつけられていた。

　二人の動きは、しばらくの間止まっていた。ナリアは睨みつけ、無言で立場を確認させる。

　ヘルネーアが手の短剣を、地面に捨てた。

「……どうするの。あたしを殺す？」

「兄上の知人をここで殺すのは気が引ける。生かしてやろう。代わりに聞かせてもらうぞ。スインのことだ」

「いいわよ」

　観念したか、ヘルネーアはスインのことを語った。そしてコットローのことも。

　それを聞いたナリアは首を振った。

「なんと呆あきれた話だ」

「面おも白しろいでしょう」

　ナリアは息を吸った。

「ではお前自身のことを訊く。イーレクリス将軍を殺害したな？」

「……そうよ」

「なんのために」

「ヴィントレーアを狂乱させれば民衆の心が離れて、スインに王位が転がり込むじゃない。血みどろの争いをする代王たちに愛想を尽かした人たちは、あの子を支持する……ま、でも本当はね」

　ヘルネーアは乱れた髪をかき上げようともせずに答える。

「殺したくなったのよ」

　ナリアは目を細めた。

「そんな理由か」

「不思議でしょう。あたしもなのよね。イーレクリス将軍のことは直前まで知らなかった。なのに何故か殺したくなった。殺さなきゃいけなくなった。あの瞬間だけは、殺害しか考えてなかったのよ」

　ヘルネーアの瞳が濁る。掠かすれたような言葉だけが紡つむがれていく。

「それだけじゃない。バリストンでスインを助けようと思ったのもそう。もしかしたらずっと前に売春婦を捜したのも……いや、違うわね。イーレクリスを殺したときとスインのときは、同じような違うような感覚だった……。一つのものを二つの存在が操ってるのかも……はっ、我ながら馬鹿ね。なに喋ってるのか分かりゃしない」

　自じ嘲ちようするように語っていた。ナリアには、全てを諦めた人間の告白に思われた。

「ああそうそう、イーレクリスを殺した時ね、声がしたのよ」

「声……？」

「ええ。多分あれは……」

　ヘルネーアは言葉を止めた。次の瞬間、身体が前に倒れる。

「おい!?」

　ナリアが近寄った。ヘルネーアの背中には、大型の投とう擲てき用の短刀が刺さっていた。

　周囲を見回す。暗殺者はすでに逃亡したのか気配がない。

　身体を仰あお向むけにする。ヘルネーアの口からは、血が溢あふれていた。

「おい、しっかりしろ」

　ナリアが揺すると、うっすらと目が開いた。

「……ああ……やっぱりね……あたしを生かしておかないのか……」

「声とはなんだ!?」

「…………」

「おい!?」

「……教えない……気が変わったわ……」

　血と同時に言葉が口から漏れていく。

「あなた……アルメインのことが、好き……なんでしょう……」

　ナリアの顔色が変わる。ヘルネーアは血の泡を吐きながら笑った。

「ははは……やっぱり……妹なのに、難儀ねえ……。だから教えないのよ……恋こい敵がたきには……ね……」

「言え、言うんだ！」

「一つだけ教えてあげるわよ……あなたも多分ね……取り憑かれるわよ……」

　ナリアは聞き返すかどうか躊ちゆう躇ちよした。死を目前にして、この女性は錯乱しているのか？

「きっと……取り憑きやすくなるんでしょうね……。取り憑かれて、死を撒まき散ちらすようになるわよ……魂はどんどん汚れていって……」

「私はそうはならない！」

「いいえ……きっとなる……もうなっているかもよ……？　汚いやり方をおこなうようになって……それが普通になって……。だって私と同じ……絶対に振り向いてくれない男が好きだから……いつか、刃を向ける……」












　ナリアは震えた。寒さからではない。死にかかっている女性の言葉の中に、真実を嗅かぎとったからだ。

　兄に惹ひかれていること。

　しかも報われないこと。

　それがいずれ、別の感情に変化すること。

　ヘルネーアのように「取り憑かれる」ことに根拠はない。だが直感的に、否定しきれないと分かっていた。

　ナリアは力一杯首を振る。

「私は、私は兄上に忠誠を誓ちかった騎士だ！」

「違うわ……」

　ヘルネーアは生気を失いつつある顔で、言った。

「あなたは……あたしなのよ……」

「……うああああー！」

　ナリアは絶叫して剣を振り上げる。

　しかし振り下ろすまでもなかった。ヘルネーアはすでに絶命していた。






















　翌朝のテーアドーラ大聖堂。露台バルコニーの前は黒山の人だかりとなっていた。

　天気は晴天で風もない。そのため人ごみによる暑さをともなったが、集まった人々はそんなことをまったく感じていなかった。

　双そう聖せい教きようの頂点、コットロー聖主が演説をするのだ。前回の演説ではスインがルドニア三世の子と認知され、ヴィントレーアは不義の子だと宣告された。今度はなにが起こるのだろうか。

　大聖堂の一室。アルメインはコットローと向かい合っていた。

　アルメインは自らの意思で来たのではない。呼び出されたのだ。コットローからの伝言は傲ごう慢まんであり、「指定の日時に必ず来るように」と書かれていた。来なければ不利なことになると。

　今もコットローは脚の高い椅い子すに座り、睥へい睨げいするように見下ろしている。

「本日、余は民を前に宣言をする」

　口調はいかにも、権力を握った男のものだ。

「スインが戴たい冠かんしてフィンメルハウゼン王となることを。そなたは代王位を剝はく奪だつされることになる」

「……断ったら？」

「断ることはできない」

　コットローが言う。

「そなたは魔ま導どうを使う女たちを配下にしている。双聖教の教義にもとる。民も許しはしまい」

「……ヘルネーアは証人にはなれない」

「余は聞いた。そして生き残りの兵の証言もある。なるほど多くの民は魔導を見ていないだろう。だが余が知らしめれば、きっと信じることになる。そなたの女たちは追放されるか吊つるされる。古来より魔の力を持つものはそのような最さい期ごを遂げてきた」

　現在は魔導への禁きん忌きも薄れているが、これは説話のたぐいになりつつあるからだ。いざ双聖教の聖主が言及したら、メイドたちは吊るし上げられ、迫害されるだろう。それこそ歴史が証明しているのだ。

「だが余は寛かん大だいだ。そなたの態度次第で、魔導への追及は止やめよう」

　コットローはそう告げた。

　それらの台詞せりふを、アルメインは口の中で反はん芻すうしていく。

「俺おれが、今日の宣言を認めるのであれば、メイドたちのことは不問にするんだな」

「さよう」

「……分かった」

　彼は答えた。

「聖主の好きにしてくれ。俺も、露台バルコニーに上って聞くとするよ。構わないだろう」

「いいとも。そなたも代王位を退くことを、宣言するといい」

　コットローは己の勝利を確信し、笑みを浮かべた。




　そして昼。

　テーアドーラ大聖堂に詰めかけた熱心な信者は、「聖下がありがたいお言葉を授けてくださる」と考えていた。ここまで待たせたのだから、きっと全てが救われるような説法をするだろうと。

　だが民衆の多くのものの考えは違う。恐らく王国を揺るがすような発言が出てくるはずだ。白はく磁じ宮きゆう殿でんでは戦闘があったと言うではないか。スインに関係することに違いないと。

　信徒と野次馬が混在して、期待だけは弥いやが上うえにも高まっていった。

　朝から露台バルコニーが一番見やすい位置に場所取りをしている人もいる。そのような長時間待ちの人のための屋台も多く出ており、一種の祭りのようになっていた。

　日差しが天頂にさしかかる頃には大聖堂前の広場は埋うめ尽つくされ、さらに入ろうとする人たちでごった返していた。そんな中、コットローが露台バルコニーに現れた。

　おお、という歓声が上がる。内面がどうあれ、信者にとってコットローは双神の代理人であった。

　続いて登場したのはアルメイン。代王の一人が登場したことで、群衆の期待は最高潮に達する。

「敬けい虔けんなる双聖教の信者たち、陽よう暗あん神しんウェールキンと陰おん明みよう神しんゲトリクスを信じるものたち、諸君らに祝福を」

　コットローがお定まりの台詞を口にする。群衆は頭を下げて言葉を聞いた。

「今、余の隣にはフィンメルハウゼン王国のアルメイン代王が来ている。これすなわち代王も信仰を忘れておらず、双神の子であるとの証あかしである」

　アルメインはなにも言わず、黙って聞いていた。コットローは演説を続ける。

「双聖教の子らに向け、余は宣言しよう。今日は双聖教にとってよき日であると。これも双神への感謝を欠かさぬ子らの、信仰の賜たま物ものである。今ひとたび祝福を。アルメイン代王にも祝福を」

　老人は腕を大きく広げた。

　群衆から一世に歓声が上がる。コットローがまるで、現世最高の指導者に見えた瞬間であった。

　老人は効果的に演説が出来るようにと、歓声が収まるまで待った。

「ではまず、アルメイン代王からお言葉をいただこう」

　コットローが促うながす。アルメインはちらっと彼に目をやり、前に進み出る。

　民衆に向かって、声を張り上げた。

「どうも。このようにコットロー聖主から話す機会をいただいた。まず、聖主御自身に限りない感謝を」

　彼も同じように両腕を広げる。そしてコットローに近づいた。

　コットローは躊躇ためらいがちになったが、やはり腕を広げる。アルメインはその身体からだを抱きしめた。

　老人のしわがれた声がする。

「これが感謝のつもりかね？」

「話がある。『貴婦人の後ろ髪』って娼しよう館かんを知ってるだろう。あんたがそこから人を呼んだことが判明した」

「それはすでに終わっている」

「俺もそう思っていた。けど違ったんだ。『貴婦人の後ろ髪』の隣にある宿屋。あれは非合法の売春宿だ。そこで調べたんだよ」

　アルメインはちらと、懐ふところにしまっておいた書き付けを見せた。

「あんた男性を呼んだね。しかも全員子供だ」

　コットローの顔面が硬直した。

「……な、なんのことだ……」

「王国で娼館は認められているが、そりゃ男性が女性の客となるからだ。男性が男性を買うなんて考えられていない。男色が双聖教の禁忌に触れていないのも、想像もしてない事態だからなんだ。それを双聖教の聖主がやっていたとなれば、世間の評判はどうなるか分かったものじゃない」

「……う、噓うそを……」

「ヘルネーアが教えてくれたんだ。彼女はあの周辺を調べていたから、知っていたんだな。あんたが男娼をテーアドーラ大聖堂に呼んだときの書き付けも見つかった。おしまいだな」

　コットローはアルメインを抱きしめた恰かつ好こうのまま愕がく然ぜんとしている。口は半開きとなり、直前まで占めていた全能感は、どこかに消し飛んでいた。

　アルメインは逆に、抱きしめる腕に力を込めた。

「俺はあんたがどんな趣味を持っていようが知ったことじゃない。同性愛をどうこういうつもりもない。だけど、ここに集まってる人たちはどう思うだろうな。俺がここで発表したとしたら？」

「…………」

「安心してくれ。俺はあんたを絶望の淵ふちに叩たたき落おとすつもりはないんだ。これまで通り双聖教の聖主をやっててくれればいい。ただ、王家はあんたの下にはつかないし、双聖教の財政も見させてもらう。そして双聖教は王国の玉座の争いに介かい入にゆうしない。カリーンたちはこれまで通り俺の下で働く。つまりだ」

　彼は皺しわだらけの顔を見つめて、にこりとした。

「あんたはなにも知らないしなにも見ていないってことだ。聖下に双神の祝福を」

　アルメインはコットローから離れた。

　コットローは幾いく分ぶん身体が縮んだようにも感じられた。よたよたと数歩歩き、露台バルコニーから群衆を見下ろす。

　先ほどまでとはまるで違う、自信なさげな老人を見て、群衆がざわめく。アルメインが話すと思っていたのに、またコットローだからだ。しかもしなびた野菜のような様相となっている。

　コットローは二、三度言葉をつっかえつつ、話をはじめた。

「そ、双神の子らよ……余はここで、一つの宣言をしなければならない。双聖教はかねてよりフィンメルハウゼン王家の庇ひ護ごの元、布教に努めてきた。今後とも信仰を守り、王家の争いに介入することなく……」

　コットローの演説はしばらく続いた。




　コットローによる発表のあった数刻後。

　アルメインはテーアドーラ大聖堂の礼拝堂にいた。いつもなら信徒が必ず礼拝しているところだが、今は誰だれもいない。コットローの発表があるため、扉が閉められているのである。

　彼は天てん井じように描かれている宗教画を見上げていた。陽暗神と陰明神。両性具有とも思われる存在が、手を伸ばして触れあっている。だがその視線は見つめ合うことなく、それぞれ天と地に向けられていた。

　扉の開く音。一人の少年が入ってくる。

　スインであった。

　少年はゆっくりと近づいてきた。

「兄さん、なかなかやりますね。聖主にあんな発表をさせるなんて。おかげで僕の出番がなくなりました」

　肩をすくめている。

「でも、これはまだ一回休みといったところです。玉座はまだ」

「君の正体が分かった」

　アルメインは台詞を遮さえぎった。

　手に持った書き付けを指し示す。娼館「貴婦人の後ろ髪」に隣接した宿屋から押収したものであった。

「君は幼い頃からあそこで働かされていた。母親は娼婦。父親は不明。バリストン王家の血は引いていない。もちろん俺の弟じゃあない」

「…………」

「バリストンの前王、レンザックは君が気に入っていて、フィンメルハウゼンを訪問するたびに呼び出している。よっぽど気に入ったんだろうな、自国まで連れて帰るようにした。そしていつの日か、自分の子供だと偽いつわった」

「……ヘルネーアに聞いたんですか」

　アルメインは認める。

「ああ。死の間際に、ナリアに話してくれたよ」

　続けざまに彼は語る。

「君の足下はぐらついている。双聖教の支持も得られないし、ヘルネーアもいない。ベールランド連合王国だって偽の子供だと知ったら、むしろ討とう伐ばつの兵を挙げるだろう。君が欲しがった冠は、幻まぼろしだったんだ」

　スインは特に表情を変えるでもなく、ただ、アルメインの話を聞いていた。

　やがて呟つぶやく。

「僕を……どうするつもりです」

「正体は明かさないさ。そのままでいてもらう」

　アルメインはコットローの時と同じ事を言った。

「スイン、君はバリストン王国へ帰るんだ。フィンメルハウゼンの玉座は大きすぎたとか兄を差し置いて王になることはできないとか、理由はなんでもいい。そしてバリストン王として統治をする。ただフィンメルハウゼンの不利になる条約を結ぶことは許されないし、外交や内政の秘密を持つことも許されない。時にはフィンメルハウゼンの求めに応じて派兵するときもあるだろう。ただ君のバリストン王としての地位は完全に保証される」

　スインはわずかに目を細める。

「つまりそれは……バリストンにフィンメルハウゼンの属国になれということですね」

「直接的な表現だな」

「僕は兄さんの傀かい儡らいというわけだ」

「不満か？」

「……いいえ」

　少年は息を吐く。野心を諦めた人間の答えであった。

「逆らったら僕は放ほう逐ちくされて野の垂たれ死ぬでしょう。王を失ったバリストン王国はベールランド連合王国のどこかに吸収される。一応世話になった国です。消え去るのを見ていたくはない。いいですよ、言う通りにします」

　にこりとした。

　彼は将来、ベールランド連合王国の国王となるだろう。その時、フィンメルハウゼンは巨大な属国を手に入れることにも繋つながるのだ。

　無論そこまでスインが従うかどうかは不明だ。だがこれでアルメインの前には、大国への道筋ができたのである。

　アルメインは自らの計略を明かさないし、スインも訊きかない。それでもこの二人は充分理解していた。

　スインは苦笑いしながら言う。

「なるほど……僕はある意味、弟として認められたんですね」

「その方が都合がいい」

「せめてなにか土産みやげを持たせてくれませんか。手ぶらじゃバリストンの国民に申し訳ない」

「宝物庫から好きなものを持っていくといい。両国の友好の証だ。……帰る前に一つだけ訊きたい。どうしてルドニア三世の子と偽ろうとしたんだ？」

　長い沈ちん黙もくが落ちる。

　スインはじっとアルメインに視線を向けている。その顔に畏おそれや敗北の色は見られない。アルメインもまた、少年のことを見つめ返していた。

　先に口を開いたのはスインだった。

「……僕は、自分の両親の記憶がないんですよ」

　淡々と、頁ページをめくるように語り出す。

「物心が付いたときからあそこで働いていました。働かされていたというのが正しいんですが、ずっといるとどっちなのかどうでもよくなるんです」

「…………」

「逃げられないように窓のない部屋に押し込められて、客に呼ばれるときだけ外に出られます。そのときの日の光はとても眩まぶしいんです。僕は光を渇かつ望ぼうしていました。太陽の光だけじゃなくて、あちこちから与えられる賞賛もです。人に認められることなく、ただただ男たちの道具として働かされる男娼の願いとして、それほど大それたものだとは思いません。もっとも大半の男娼は願いがかなえられることなく、一生を終えてしまうんですが」

　アルメインは黙っていた。スインは続ける。

「僕の客って貴族も多かったんですよ。おかげで見よう見まねですが、礼儀作法も覚えました」

「だろうな。貴族の家に派遣されたことも、ここに載のってる」

「公表するんですか？」

「いいや」

「さすがは兄さんだ。交渉材料ですからね。僕だってそうする」

　少年はにこりとした。

「僕は最初、このことを利用して金を稼かせごうと思ったんですよ。でもバリストンに連れて行かれたときになにかが変わったんです。少しの金なんか興味を持てなくなりました。それよりも地に足をつけたい。自分の家なんてなかったですから、それが欲しかった。豪ごう邸ていを、いいやもっと大きく、家どころか国家を」

　スインが口の端を曲げる。野心の欠片かけらがこぼれ落ちる。

「だって面おも白しろいでしょう。ただの男娼が国の主あるじになるんです。血縁なんか関係ない。だからヘルネーアと出会ったときに決めたんです。彼女もまた野心を持っていた。心はどうあれ野心の方向は一致したんです」

「君はヘルネーアに魅み入いられていたんだ」

「ヘルネーアの後ろにある存在ですね」

　今度はアルメインが目を細める番であった。

「……気づいていたのか」

「なんとなくです。あなたと話してから、そんな気がしていました。一つ教えましょう。僕のことを見つけたのはヘルネーアです。でもレンザック王に僕を連れて帰るように勧めたのはヒルトルート代王なんですよ」

「……！」

　アルメインはなんとか驚きよう愕がくを押し殺した。

「……なるほどな、ようやく理解できたよ」

　彼は、ヒルトルートがヘルネーアを操っていたと知ったとき、予想していたのであった。ヘルネーアに娼婦の子供を捜させる。両親との繋がりが希薄なものが多いからだ。その中からルドニア三世と同じ髪の色、目の色をした少年を選ぶ。それからレンザック王に差し出したのだと。

　そこまで推測してなお、姉の所業は驚愕の一言に尽きた。

「ヒルトルートがなにを考えていたのか僕には分かりません。だけど僕はいつの間にか、王の子として振る舞うようになっていた。レンザック王としても、ヒルトルートに土産を貰もらった感覚だったんでしょうね。自分が死んだ後、こんなことになるなんて思いもしなかったでしょう。まして、国が丸ごとフィンメルハウゼンの支配下に置かれるなんて」

「いくら将来への布石でも、姉が今の状況まで考えていたとは思えない」

「そうですか？」

「…………」

　訊いた側も訊かれた側も、答えを持ち合わせている。ただ口にすること自体が、なんらかの責任を問われる気がしていた。

　スインが語り続ける。

「冥めい玉ぎよくの伝説は僕も耳にしたことがあります。冥玉か、あるいは冥玉の化け身しんのような女性が僕を操ったのかもしれない……なんにせよ、知るつもりはありません。あとはあなたの言うことを聞いていれば、長生きできるでしょう」

　どこか吹っ切れたような言い回し。少年は肩の荷を降ろしたような晴れやかさすら、顔に浮かべていた。

「僕はこれで解放されます。でも、兄さん、あなたは？」

　アルメインは黙った。

　長い長い時間が経過したようにも感じられるが、実際はそれほどでもなかったろう。

　彼は口を開く。

「俺は……君の兄じゃない」

「弟のままの方が、都合がいいんでしょう？」

　スインは背を向け去っていく。アルメインはそのまま見送るだけだった。
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　そのころの白磁宮殿。

　カリーンは内部の清掃と修繕を監督していた。死体を片付け、血を洗い、破損箇所を直す。殺された使用人の遺族には見舞金を包み、生き残りにはなるべく口止めをする。新しい人間も雇わなくてはならない。

　魔導を操るとはいえ、本職はメイドだ。彼女はむしろ生き生きと指揮していた。

　部下に食材の買い出しを指示する。アルメインが帰ってきたら、すぐに食事を出せるようにしなければならない。

　不意に、ざわつくような気配を感じた。

　振り返る。そこにはしなやかな肢し体たいの女性がいた。

「こんにちは。大変そうね」

　エルラニアは壁にもたれかかっていた。

「こういうの見てると、私にメイドは無理だと思うわ」

「……最近見ませんでしたが」

「それは私があなたを嫌いだから。顔を合わせたくないのが普通でしょう」

「なのに今はここにいます」

「まあねえ」

　エルラニアが壁から離れる。

　カリーンは警戒しなかった。その気になれば、とっくに攻撃を仕掛けているだろう。曲がりなりにも「白磁の吐と息いき」の頭目だ。

「宰さい相しようの秘書官に用はありませんよ」

「私はあるのよ。……ねえあなた、人間なの？」

　エルラニアはこの質問が、かつてアルメインが思っていたのと同じとは知らない。

「すごく疑問なの」

　カリーンは質問に質問で返した。

「何な故ぜです」

「あなたが魔導を使う氏族の出身だってことは承知している。年を取っても外見がほとんど変わらないことも。そんなのあなたたちだけだと思っていた。でもねえ、噂うわさによると、ベールランド連合王国にもいるっていうじゃない」

　エルラニアはまるで世間話のように語っていた。

「しかも王の側近としてメイドがいるんだって。ベールランドだけじゃない、グーゼルホーフ帝国にもいるのよ。皆あなたみたいに、外見が変わらないメイドとして」

「…………」

「フィンメルハウゼンも合わせれば三つ。三つの国それぞれに存在している。しかも国政の中ちゆう枢すう。これってどういうことかしら」

　貫くようなエルラニアの言葉と視線。表面上、カリーンは動じていない。

「偶然でしょう」

「そうかもね。でも偶然じゃないとしたら？　魔導を操る氏族が意識的に、メイドとしてそれらの国に存在するとしたら？　魔導には遠くの人間と会話をする能力もあるって聞くわ。あるいは三国のメイドは互いに連絡を取り合って、国政を壟ろう断だんするつもりなのかもしれない。彼女たちは私たちが思っているよりずっと長生きする存在で、いずれはあらゆる国家を操るつもりでいる」

「面白い御お伽とぎ噺ばなしです」

　エルラニアは少しだけ表情を柔らかくする。

「言うと思ったわ……もう一度訊くわね。あなた、人間なの？」












　無言のみがあたりを支配した。

　エルラニアの疑問は真実を欲してのものなのか、あるいはただの皮肉なのか。どっちにせよ、カリーンに答えるつもりはなかった。

「わたくしの心はアルメイン様と共にあります。他者は関係ありません。それだけです」

「それ、変わらないといいわね」

　エルラニアは姿を消した。

　カリーンは追わなかった。頭の中ではすでに、食事の段取りを考えていた。
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　テーアドーラ大聖堂。その地下は墓所になっている。

　入れるのは王族か双聖教の大司教以上のみだ。十三王朝の時代からずっと、王族の遺体はこの場所に葬ほうむられている。神聖でありかつ歴史ある場所。

　墓所の入り口は狭いが、中は広大だ。壁面がえぐられ、石せき棺かんが並んでいる。遺い骸がいは手前が古く、奥に行くほど新しくなる。これは次々と拡張していくため。それら今は亡なき王族を守護するかのように、口を大きく開けた狼おおかみの紋章が、ところどころに掘られていた。

　天井を支える柱には松明たいまつが刺さっている。その全てに火が灯ともっているため、地下墓所にも拘かかわらず意外なほど明るかった。

　アルメインはその墓所に足を踏み入れていた。

　ここに来たのははじめてではない。一度だけルドニア三世に連れられて入ったことがあった。その時は照明もなく、ひたすら暗くて恐ろしかったが、しばらくの間付き合わされた。今思うと、あれは王の一族としての自覚を持たせるための儀式だったのかもしれない。

　食事をした後、夜にも拘わらず、彼は墓所にやってきた。代王が供も連れずに来たので、聖せい堂どう衛えい視しが驚いていたが、いちいち理由を説明するつもりもない。

　奥へと進む。黴かびの匂いが鼻につくが、まったく気にしていなかった。

　棺ひつぎの置かれている場所には、王の名前が崩御した王国暦と共に掘られている。延々と続く王や女王の名。若くして死んだ王子や王女もある。それらはそのまま王国の歴史ともなる。

　彼は石の棺に目もくれず、先へと歩いて行く。

　だんだん周囲が新しくなっていく。一番奥には階段があった。そこを下りると意外なほど天井の高い、洞どう窟くつのような場所に出た。

　アルメインは松明を手に取ると、頭上に掲かかげた。

　中央には石棺が並んでいる。一段高くなっており、真新しい棺が三つ。

　最近亡くなった王族の遺体だ。左はルドニア三世。右がハイニル。そして中央がヒルトルート。

　遺体はこの場に一年安置された後、改めて他の王族と同じ場所に運ばれる。フィンメルハウゼン王朝が遙はるか昔から続けていた儀式だった。

　彼は無言で中央の棺に近づいた。しばらく、表面に掘られた紋章を見つめる。

　口を開いた。

「……バリストン王国が手に入ったよ、姉さん」

　声が内部に反響する。

「スインは俺に逆らわない。ヴィントレーア姉さんは捕らえた。これで競争相手までいなくなった。領土は今の倍になり、フィンメルハウゼンは大国としての道を歩むんだ……。ひょっとしてこれが狙ねらいだったのか？　スインは冥玉とその後ろの影を見ると言っていた。あらかじめ仕組んでおいたんだろう、王国のために」

　ふいに、彼はおかしげに口を歪ゆがめた。

「いいや、違うだろうね。姉さんは確かに足跡を残した。だけどそれは王国のためじゃない。俺のためだ。俺を苦しませるため。姉さんを唯ゆい一いつ拒絶した俺のことを、許してないんだ……」

　アルメインは棺を睨にらんだ。怒りと落らく胆たんと畏れが、そこにはあった。

「どうしてここまでするんだ。ヘルネーアは俺の、ずっと以前の相棒だ。なんで彼女を使った、彼女を連れてきた！　そんなに俺を操りたいのか。死んでいるのに……死んでまで俺を苦しませるのか」

　大声が響き渡る。返事はない。ただ彼の怒りだけが充満していった。

　膝を折る。石棺に顔を近づけた。

「そうまでして俺が憎いか！　拒絶したのがそれほど悔くやしいのか！　許せないことなのか、心残りなのか！　罰ばつを与えたいのか……」

　彼は拳こぶしを作り、棺の表面を幾度も叩く。鈍い音と共に手の皮は破け、血が滲にじんでいくが構わなかった。

　ゆっくりと立ち上がる。

「だけど……俺は姉さんには従わない……。姉さんと冥玉は表裏一体だ。これからも俺を苦しめようとするんだろ。でも、俺は操られない……絶対に呪じゆ縛ばくから逃れてみせる。操り人形になるために王への道を選んだわけじゃないんだ。だから、だから姉さん……あんたはそこに収まってろ!!」

　アルメインは叫さけんだ。

　声は隅々まで広がり、反響して、静かになる。彼は気を落ち着けようと息を吸った。

　ふと気づく。ヒルトルートの石棺の蓋ふたがずれていた。他の二つと比べて斜めになっていた。

　嫌な予感がした。アルメインは蓋に手をかけると力を込めて押す。

　蓋が音を立て落ちる。中を覗いた。

「あ……あああー!!」

　彼は絶ぜつ叫きようした。

　石棺の中は空っぽだったのだ。




　テーアドーラ大聖堂の裏庭にメーニカはいた。メイドのサリューンを従えて、深夜にも拘わらず石の像を見つめていた。

　そこに叫び声が届いた。噴水口から絶叫が漏もれる。ヴィーリシス大王像の下に空いた噴水用の穴は、もはや当初の目的には使われておらず、地下墓所からの音を伝わらせるだけの管となっていた。

　アルメインの声は全て、メーニカの耳に届いていた。

「男の人の悲鳴って素敵」

　うっとりと、年若い少女は言った。

「お兄様とあろうお方がこんなに恐怖するなんて、なんて美しいのかしら。メーニカの元に来てくだされば、そんな苦痛はすぐに取り除いて差し上げますわ」

　メーニカは究く竟きようの音楽を聞いているかのように目をつむる。

　すぐに開けた。

「でもねお兄様。お兄様が浮気をなさるからいけないのですよ。ナリア姉様のことを抱きしめるなんて、あってはいけないのですわ。ナリア姉様はしょせん血の繋がらぬ他人なのです。抱きしめるならメーニカにしていただきませんと。実の妹であれば、どんなことをしてもよろしいですのよ」

　メーニカは囁ささやきながら、自らの身体を抱きしめる。

「ああ……この手がお兄様ならよろしかったのに……。苦難に身み悶もだえして、血に塗まみれた手でメーニカを抱いてください。道筋はメーニカがご用意いたします」

　彼女はアルメインを愛していた。彼の哀かなしみも苦しみもなにもかも全て。それらがあるから兄は素晴らしいのだ。苦く悶もんこそが王を形作る。世界帝国誕生に楽な道などない。恐怖と死が繁栄となる。王こそがまず体験すべきだ。

　苦痛に身悶えする兄。そこに手をさしのべる将来の皇后。なんて美しいのだろう。

　兄がもっとも苦しむ存在といえばヒルトルート。ならば手伝ってもらおうではないか。未来の帝国皇帝と皇后のために、死してなお存在を見せるのだ。

　石の箱の蓋は開いている。メーニカは中を見てにこりと笑う。

「これでお兄様はいつだって言うことを聞いてくださるわ。だからもう少し協力してくださいね、お姉様」

　ヒルトルートの遺体は返事をしなかった。





冥めい玉ぎよくのアルメインⅡ　了










　あとがき




「冥めい玉ぎよくのアルメイン」第二巻をお送りします。今回は前回にもましてドロドロの宮廷劇、陰いん謀ぼうと暗殺まみれで、お好きな方にはたまらない内容となっております。どうぞご堪たん能のうください。




　さてこの巻ですが、一貫して「葛かつ藤とう」を主軸にしております。この巻に限らずシリーズ通してのメインテーマでして、登場人物の大半は感情と理性の狭間はざまで揺れ動いています。王の座のためならなんでもすると誓ったアルメインもそうですし、そんな彼に忠誠を誓ったナリアもそうです。強きよう靭じんな精神を持っているように見えるヴィントレーアですら自らの性癖に悩むことはありますし、彼女以上に吹っ切れているエルラニアもときには悩むのです。

　ただヴィントレーアやエルラニアがある時点で割り切ったのに対し、アルメインはいまだ矛盾に囚とらわれるところがあります。いくら辛しん酸さんを舐なめたとはいえ十八であり、人間の深しん淵えんには触れきってはいない。そのあたりどうしても姉たちとは差が出てしまいます。

　それを覆くつがえすだけのことができるかは彼の手腕次第ですが、これがナリアになると葛藤の塊かたまりとなっています。兄に対する愛情と自らの使命で心は常に揺れ動き、それを知ってる人間からはちくちく責められる。兄に最も近いところにいながら一線を越えることはかなわない。自分でもよく分かっているだけに、床に転がり回りたい気分でしょう。

　同じ妹でもメーニカになると葛藤とは縁がありません。自分がなにをやっているのかちゃんと理解しています。幼さ故ゆえの全能感に支配されており、厄やつ介かいなことに実力もあります。兄と自身をどうするかの将来像をきちんと描いていますから、ブレがないのです。ある意味もっとも恐ろしく、変な存在です。

　彼女たちは悩むにせよ悩まないにせよ、「葛藤」というワードの周囲をぐるぐる回っています。ところがここにいないのがメイドのカリーンです。彼女は大変なリアリストでペシミストですから、葛藤そのものと縁がありません。ただ己の任務をこなすのみで、それ以外のことには関心なし。アルメインに好意を見せるときも、あれはそうした方がいいからやっているのです。任務中も苦く悶もんしているナリアとはそこが違います。ただ、ふとしたところで人間味を見せることもあるのですが、そこは次回あたりで表現したいと考えています。




　では今回はこのあたりで失礼します。次巻ではグーゼルホーフ帝国が前面に出てくる予定です。お楽しみに。





二〇一三年十月
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